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§1. 補修材料仕様

1 ひび割れ注入材の品質規格

コンクリート構造物を補修する際に使用するひび割れ注入材は、表1-1を満足するものとする。

『建設省総合技術開発プロジェクト コンクリートの耐久性向上技術の開発  土木研究センター』より抜粋

(試験温度20℃)

 ｴﾎﾟｷｼ１種  ｴﾎﾟｷｼ２種  ｴﾎﾟｷｼ３種 試験方法

ひび割れ進行区分
※1 Ａ

ひび割れ幅（mm）

粘　　　　度　　　 1000cPs以下 1000cPｓ以下   JIS K 6833

　チクソトロピック係数　※2 4±1   JIS A 6024

可　使　時　間  30分以上  30分以上  30分以上   温度上昇法

硬　化　時　間 16時間以内 16時間以内 24時間以内  ガードナー式

硬 化 収 縮 率 0.1％以下 0.1％以下 0.1％以下   JIS K 6911

伸　び　率 －  50％以上 100％以上   JIS K 7113

モルタル付着強さ (乾燥面) 60kgf/cm
２

 以上 60kgf/cm
２

 以上 60kgf/cm
２

 以上   JIS A 6024

付着力耐久性保持率  60％以上  60％以上  60％以上

※1　A=ひび割れが進行している，B=ひび割れの進行が止まった

※2　2rpm/20rpmの粘度で表す

『NEXCO　構造物施工管理要領』　より抜粋

0.2～5.0

Ｂ

表1-1　ひび割れ注入工法用材用の品質規格

試  験  項  目

単位 超微粒子無機系 ポリマーセメントスラリー系 試験方法

― 進行度A 進行度A ―

mm 0．2～2．0 0．8～5．0 ―

項目

　ひび割れ進行区分

　ひび割れ幅　
注1）

表1-2　ひび割れ注入工法用無機系ひび割れ材注入の品質規格

単位 超微粒子無機系 ポリマーセメントスラリー系 試験方法

― 進行度A 進行度A ―

mm 0．2～2．0 0．8～5．0 ―

1回目 秒 30以内 30以内

2回目 秒 45以内 45以内

― 0．30～0．65 0．30～0．65

％ 3．0以下 3．0以下

N/mm2 4以上 4以上

N/mm2 4以上 4以上

％ 15以下 15以下

※これらの項目については、施工条件等を勘定の上、必ずしも基準値を満足する必要がないものと判断さ

れる場合には、参考値として取り扱うことができるものとする。

　保水係数

　伸縮率

　　流下

　　時間
※

項目

　ひび割れ進行区分

　ひび割れ幅　
注1）

JHS 414

表1-2　ひび割れ注入工法用無機系ひび割れ材注入の品質規格

　接着強さ

　曲げ強さ

　吸水率

　硬化した
　注入材

　未硬化の
　注入材
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2 ひび割れ充てん材の品質規格

コンクリート構造物を補修する際に使用するひび割れ注入材は、表2-1を満足するものとする。

『コンクリートのひび割れ調査，補修・補強指針-2009- 社団法人　日本コンクリート工学協会』より抜粋

土木補修用充てん材
ポリマーセメント系

土木補修用充てん材
シーラント系

ひび割れ進行区分
※1 Ｂ Ａ，Ｂ

ひび割れ幅（mm）

　粘　度（mPa・s）　　　 10000 以下 ダレを認めず

可　使　時　間（分）  30 以上  240 以上

硬　化　時　間（時間） 16 以内 24 以内

硬 化 収 縮 率（%） 0.1 以下 －

伸　び　率（%） － 800 以上

モルタル付着強さ（N/mm2）（乾燥面）  6 以上
たわみ量10mm

以上で破壊すること

付着力耐久性保持率（%）
※2  60 以上  60 以上

※1　A=ひび割れが進行している，B=ひび割れの進行が止まった

※2　規格に対する百分率

表2-1　評価項目と評価基準

試  験  項  目

5.0＜
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3 表面含浸材の品質規格

コンクリート構造物を補修する際に使用する表面含浸材は、表3-1を満足するものとする。

『表面保護工法　設計施工指針（案）』より抜粋

けい酸リチウ
ム系

けい酸ナトリ
ウム系

外観変化

含浸性 IS IL IN ＩO

中性化深さ Ｃ Ｂ Ｂ

塩化物イオン浸透抵抗性 Ａ Ｃ Ｃ

透水性 Ａ Ｃ Ｃ

吸水性 Ａ Ｃ Ｃ

酸素遮断性

水蒸気透過性 Ｂ Ｂ Ｂ

アルカリ性の付与 ―

耐摩耗性 ―

注）※1：

※2：

JSCK-K521-1999（表面被覆材の酸素透過性試験方法）等の試験を適用して、表
面含浸材を含浸したモルタルまたはコンクリート試験体の酸素透過性試験を行い、
表面含浸材の含浸によって酸素遮断性が付与されるかどうかを確認する。

中性化したモルタルまたはコンクリート試験体に表面含浸材を含浸して、含浸
部分のアルカリ性が回復することを確認する。

（建築材料お び建築構成部分 摩耗試験方法 磨紙法）等 試験

表3-1　表面含浸材の品質規格

表面含浸材に要求さ
れる基本的性能

コンクリート構造物の
劣化を抑制する性能

NC，SC，CCのいずれか

※1

※2

※3

―

評価基準

けい酸塩系
要求性能 評価項目

シラン系 その他の系

※3： JＩS A 1453（建築材料および建築構成部分の摩耗試験方法-研磨紙法）等の試験
を適用して、表面含浸材を含浸したモルタルまたはコンクリート試験体の摩耗試験
を行い、表面含浸材を含浸しない試験体に比べて、耐摩耗性が改善されることを
確認する

表3-3　劣化要因に対する性能グレード

表3-2　外観変化および含浸深さのグレード

評価項目 グレード

NC

SC

CC

IS

IL

IN

I0

内容

外観変化なし

わずかに変化（濡れ色を呈する程度の変化）

著しい変化

シラン系

けい酸リチウム系

けい酸ナトリウム系

その他の系

外観変化

含浸深さ

性能 表価値（%） A B C

透水に対する抵抗性 透水抑制率 80以上 80～60 60以下

吸水性に対する抵抗性 吸水抑制率 80以上 80～60 60以下

透湿性 透湿比 80以上 80～60 60以下

中性化に対する抵抗性 中性化抑制率 30以上 30～10 10以下

塩化物イオン浸透抵抗性 塩化物イオン浸透抑制率 80以上 80～60 60以下

グレード評価項目
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4 断面修復材の品質規格

[ポリマーセメントモルタルの使用を基本とする]

『NEXCO　構造物施工管理要領』　より抜粋

要求性能 試験体の履歴条件 試験方法

―

―

　温冷繰り返し試験後

―

　硬化収縮試験後

　湿潤時

　耐アルカリ性試験後

　温冷繰り返し試験後

　温冷繰り返し試験後

力学的性能 ―

※１　この項目については、施工条件等を勘定の上、必ずしも基準値を満足する必要がないものと判断される場合には、

　 　　参考値として取り扱うことができるものとする

※２　左官工法においては、コンクリート塗装工を併用するものとし、コンクリート塗装工で劣化因子に対する抵抗性能を

　　　 照査するものとする

要求性能 試験方法

 JSCE-F521

 JIS A 1129

 JHS　416

 JHS　432

力学的性能  JSCE-G522

※１　この項目については、環境条件等を勘定の上、必ずしも基準値を満足する必要がないものと判断される場合には、

　　参考値として取り扱うことができるものとする

※２　コンクリート塗装工を併用しない場合は塗装材料との付着性は省略できるものとする

※３　コンクリート塗装工を併用する場合は耐久性に関わる性能はコンクリート塗装工を加味して確認するものとする

0.0～5.0 （％）

5×10-4以下

 JSCE-F522

 JHS　432

　補修設計で定めた設計基準強度以上

1．0N/mm2以上

表4-1　左官工法による断面修復の性能照査項目

表4-2　打込み工法による断面修復の性能照査項目

基準値

断面修復に
要する性能

　耐久性に

　関わる性能※3

　補修設計で定めた塩化物イオンの拡張係数と同等

 JHS　432

　幅0.05mm以上のひび割れが発生しないこと

　断面修復材の熱膨張係数は　2．0×10-5/℃以下であること

断面修復に
要する性能

　塗膜と断面修復材との付着強度は、

　1．0N/mm2以上であること

　断面修復材は均一で、われ、はがれ、
　ふくれのないこと

基準値

　断面修復材の固化時間は1時間以上
　であること

　補修設計で定めた中性化速度係数と同等

　負荷後の相対動弾性係数が 60％以上かつ負荷後のコン

　クリートと断面修復材との付着強度は、1．5N/mm2以上

　断面修復材は、たれ、ずれ、はがれ、
　ふくれのないこと

　凍結融解抵抗性

　遮塩性

　コンクリートと断面修復材との付着強度は、1．5N/mm2以上
　であること

　有害な空隙がないこと

20～75 （ｓ）

0.0～1.0 （％）

左官工法および打込み工法については表4-1および表4-2に示す性能を照査するものとし、吹付け工法については表4-3に示す性能を
標準とするが、左官工法および打込み工法であっても表4-3を採用してもよい。

　補修設計で定めた設計基準強度以上
　であること

　コンクリートと断面修復材との付着強

　度は、1．5N/mm2以上であること

JHS　416

　断面修復材の硬化収縮率は　0．05％
　以下であること硬化に伴う発熱により
　反りかえりがないこと

　断面修復材の熱膨張係数は

　2．0×10-5/℃以下であること

　鉄筋背面への充鎮性

　グラウトモルタルの流動性※1

　圧縮強度

　コンクリートとの付着性

　乾燥収縮性

　塗装材料との付着性※2

　熱膨張性

　中性化抵抗性

　グラウトモルタルのブリージング率

　グラウトモルタルの膨張率

試験項目

　ひび割れ抵抗性

　コンクリートとの付着性

　圧縮強度

試験項目

　硬化時間※1

　厚塗り性

　断面修復材の概観（塗装無し）

　硬化収縮性

　熱膨張性

　塗装塗膜との付着性※2
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要求性能 試験方法

※１　　この項目については、環境条件等を勘定の上、必ずしも基準値を満足する必要がないものと判断される場合には、

　 　　参考値として取り扱うことができるものとし、コンクリート塗装工を併用する場合は耐久性に関わる性能はコンクリート塗装工を

       加味して確認するものとする

5 超厚膜型エポキシ樹脂塗料の品質規格

[1000μm HBS K 5621-1990　の使用を基本とする]

『HBS塗料規格（案）平成6年10月　本州四国連絡橋公団』　より抜粋

　※　試料採取方法　JIS K 5400-1990（塗料一般試験方法）の2.による。

　※　試験の一般条件　JIS K 5400の3.による。　

JHS　432

　補修設計で定めた塩化物イオンの拡散係数と同等

力学的性能

基準値

　負荷後の相対動弾性係数が 60％以上かつ負荷後のコンクリートと

　断面修復材との付着強度は、1．5N/mm2以上

　有害な空隙がないこと

　0.05％以下

　幅0.05mm以上のひび割れが発生しないこと

　断面修復材の熱膨張係数は　2．0×10-5/℃以下であること
　補修設計で定めた中性化速度係数と同等

　コンクリートと断面修復材との付着強度は、1．5N/mm2以上であること

　補修設計で定めた設計基準強度以上

表4-3　吹付け工法による断面修復の性能照査項目

断面修復に
要する性能

　耐久性に

　関わる性能※1

　静弾性係数

　中性化抵抗性

　凍結融解抵抗性

　補修設計で定めた値と同等

作 業 性

耐 衝 撃 性

耐 塩 水 性

混 合 性

　熱膨張性

　遮塩性

　圧縮強度

乾 燥 時 間 ｈ

塗 膜 の 外 観

ポ ッ ト ラ イ フ ｈ

表-7　超厚膜型エポキシ樹脂塗料（1000μm用）の規格

容 器 の 中 で の 状 態

項　　　目 試験方法

混合塗料中の過熱残分
％

エ ポ キ シ 樹 脂 の 検 出

試験項目

　ひび割れ抵抗性

　コンクリートとの付着性

　鉄筋背面への充鎮性

　寸法安定性

20℃で使用できる時間が1以上であること。 JIS K 5400の4.9

JIS K 5400の4.1(2)(a) 主剤と硬化剤
別々に行う。

JIS K 5400の4.8

JIS K 5400の6.5(2)(a),(4)(a) によって行
い、(5)(a)により評価

JIS K 5400の7.1

品　　　質

主剤・硬化剤ともにかき混ぜたとき堅いかたまりがなくて一様に
なること。

均等に混合すること。

16以内

流れ・つぶ・しわ・むら・われ・ふくれ・あな・はがれがないこと。

JIS K 5400の6.1(3)(a)

JIS K 5400の8.3.2

JIS K 5400の8.23

JIS K 5407-1990（塗料成分試験方法）
の4.(3.1)

JIS K 5664（タールエポキシ樹脂塗料）
の5.19

塗装作業に支障なく、1000μm（乾燥膜厚）塗装しても流れ・わ
れ・はがれがないこと。

500mmの高さから500gのおもりを落としたとき、おもりの衝撃で
塗膜にわれおよびはがれができないこと。

塩化ナトリウム水溶液（3w/v％）に500時間浸しても異常がない
こと。

95以上

エポキシ樹脂が存在すること。
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検査・試験方法 膜厚測定 

調査内容 塗装厚 

調査の目的 塗装が計画値通り行われているか。また、劣化が進んでいるような部

位の塗膜厚を把握する。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【機器・装置 

・試薬】 

膜厚計 

【試験方法】 乾燥塗膜厚の測定方法には、マイクロメーター、永久磁石式、光学式、渦

電流式、静電容量式などがある。鋼道路橋塗装での膜厚測定には、電磁式

の二点調整形電磁微厚計が一般的に用いられている。 

 二点調整形電磁微厚計は、ゼロ点と測定する塗膜の目標膜厚の二点で目

盛調整を行ってから測定を行う。ゼロ点の調整は、厚さ６μmRz 以下、測

定面と同質の鋼板上で行い、目標膜厚に対する調整は、ゼロ点調整に用い

た鋼板上に、目標膜厚と近似の厚み調整板（非磁性材料）を置いて行う。

この測定器には、測定面におしあてるプローブの形状によって、一極式と

二極式とがある。 

 

《特徴》 

測定面が小さくプローブの押し当て方が不適切な場合は測定値がばら

つきやすい。測定面に錆が存在している場合や表面あらさが大きい場

合は測定値の信頼性が低くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査状況 
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§2.調査・試験紹介



 

検査・試験方法 板厚測定法 

調査内容 板厚測定 

調査の目的 腐食状況を詳細に把握するため板厚を測定する 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【機器・装置 

・試薬】 

ノギス、マイクロメーター、キャリバーなど 

【試験方法】 超音波測定計は、超音波を鋼材表面から入力し、反射波の到達時間に

より板厚を計測する。 

超音波厚計を用いて板厚計測する。計測点は直径 10cm の円形モニタ

ーの直径線上を 10 点とする。 

 

《特徴》 

測定精度はマイクロメーターによる計測より低くなるが、対象となる

鋼板を挟み込まないで計測が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査状況 
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検査・試験方法 高力ボルトのゆるみ・破断調査 

調査内容 高力ボルトのゆるみ・破断 

調査の目的 高力ボルトの状況を把握するために目視およびたたき調査を行う。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【機器・装置 

・試薬】 

点検用ハンマー 

【試験方法】 目視検査およびたたき試験、内部欠陥検査、ボルト軸力測定などでボ

ルトのゆるみ、破断の状況を調査する。 

 

1) たたき試験は、ハンマーによりナット側を３～４回たたき、ハンマ

ーの打撃点と90°～180°の位置に当てた指に伝わる振動、異常音によ

って損傷の有無を確認する。 

たたき試験は検査者によるバラツキが大きく、結果の評価に注意が必

要である。 

2) 実用的な内部欠陥試験としては、磁粉探傷試験、超音波探傷試験が

挙げられるが、たたき試験で欠陥が予想される場合には必ず実施する。 

磁粉探傷試験は、小さな損傷（ねじ山だけの傷）も検出でき、精度・

信頼性も高いが、ボルトの抜取りが原則であり検査効率が悪い。 

超音波探傷試験は、磁粉探傷試験に比べて検出精度が悪いが、近年の

技術開発により実用性が向上している。 

3) ボルト軸力測定には、ひずみゲージを張付けてボルト頭部の曲げ圧

縮ひずみを測定する方法、トルクレンチによる戻しトルクチェック法、

磁気軸力計などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
たたき点検 
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検査・試験方法 付着塩分量測定（電導度法） 

調査内容 部材に付着している塩分量の計測 

調査の目的 構造物の表面に付着している塩分を脱イオン水に溶出させ、この塩分

溶出液の電導度を測定し塩分濃度に換算して塩分量を求める。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【機器・装置 

・試薬】 

塩分溶出液の電導度測定器 

【試験方法】 検出部の測定セル内を脱イオン水で良く洗浄する。測定面に検出部を

マグネットにより固定し、脱イオン水を注入・攪拌する。攪拌後指示

値を読み取る。 

 

《特徴》 

測定器が高価であるが、素材の状態に左右されることが少なくデジタ

ル表示なので読み取り誤差が少ない。 

 

 

 

検査・試験方法 付着塩分量測定（ブレッセル法） 

調査内容 部材に付着している塩分量の計測 

調査の目的 塗膜表面に付着した塩分を脱イオン水を用いて測定する。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【機器・装置 

・試薬】 

メスシリンダー、ポリカップ、注射器、測定セル、塩素検知管 

【試験方法】 付着塩分量を測定資料とする部位に脱イオン水を注入し塩分を溶出さ

せる。注射器で抜き取った試料液を塩素イオン検知管により濃度を読

み取る。 

 

《特徴》 

測定する表面状態に左右されにくく、測定器が小さいので測定・移動

が容易にできる。 
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検査・試験方法 飛来塩分測定（土研式タンク法） 

検査・試験項目  

調査内容 飛来塩分量の計測 

調査の目的 架橋地点の周辺環境を塩分量測定により把握する。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【原理】  

【機器・装置 

・試薬】 

 

【試験方法】 土研式塩分捕集器を用いて 10×10cm のステンレス板に付着した飛来

塩分量を採取する。 

 

《特徴》 

雨の掛かる風とおしの良い場所に設置して回収間隔は 30 日、暴露期間

は 1 年間を標準とする。 

 

 

 

検査・試験方法 飛来塩分測定（ガーゼ法） 

検査・試験項目  

調査内容 飛来塩分量の計測 

調査の目的 架橋地点の周辺環境を塩分量測定により把握する。 

引用文献等 コンクリート橋小委員会 構造物保全技術ハンドブック（2009） 

【原理】  

【機器・装置 

・試薬】 

 

【試験方法】 捕集窓に張られたガーゼに付着した飛来塩分を採集する。捕集面積は

両面で 200cm2 とする。 

 

《特徴》 

ガーゼを二つ折りにして直接雨の当たらない風とおしの良い場所に鉛

直に設置して回収間隔は 30 日、暴露期間は 1 年間を標準とする。 
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検査・試験方法 圧縮試験方法 JIS A 1107,1108 

調査内容 圧縮強度 

調査の目的 コアによる圧縮強度試験により構造体の強度を評価する。 

引用文献等 ○圧縮強度試験 

JIS A 1108 「コンクリート圧縮強度試験方法」 

○コア採取方法 

JIS A 1107 「コンクリートからのコア及びはりの切り取り方法並びに

強度試験方法」 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

①鉄筋探査計（鉄筋の位置、間隔、かぶり厚の測定が可能なもの） 

②コンクリート用コアドリル 

③コンクリートカッター 

④キャッピング用器具または端面研磨器具 

⑤圧縮試験機 

【試験方法】 コア強度の調査の手順を図 3.5.1-1 に示す。 

コア強度は部材、部位、打設時期等によって差異がある。そのため、

コアの採取場所の選定に当たっては、調査の目的に照らして、採取方

向や採取位置を決める必要があり、以下の点に注意する。 

 

① 構造物全体に均等かつ構造物の状況が判断できるような位置を選

定する。 

② ひび割れやコールドジョイント等の欠陥部やその近傍は避ける。 

③ 部材厚の薄い部分は避ける。 

 

コアの採取位置が決定されたら、その位置でのコンクリート内部の鉄

筋位置を正確に把握する必要がある。また、設計図が入手できたとし

ても実際の構造物では必ずしも設計図とおりに配筋されていない場合

もあるので、鉄筋探査などを用いて、鉄筋位置等を把握しそれを避け

て最終のコア採取位置を決定する必要がある。 

 強度を測定する場合のコアは、JIS では粗骨材の最大寸法の 3 倍以

上とし、2 倍以下にしてはならないと規定している。一般の鉄筋コン

クリート構造物では粗骨材の最大寸法が 20mm、25mm あるので、採

取するコアの直径は 6~7.5cm あればよいことになるが、鉄筋間隔の制

約がない場合は 10cm のコアを採取するのが望ましい。 
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＜ソフトコアリング＞ 

近年、コアの直径が 20-30mm 程度の小径コアを用いてコンクリー

ト強度を推定する方法の研究が進められている。この方法には以下の

ような利点がある。 

① コアの直径が小さいので、構造体への影響が小さい。 

② コアの直径が小さいので、コンクリート中の鉄筋を切断する可能

性が低い。 

③ 簡単なドリルを用いて容易にコアが採取することができ、採取跡

の補修も容易である。 

④ 圧縮試験機の容量が小さくて済むので、簡易な試験機を用いて現

場において容易に強度が推定できる。 

 

現在は、図 3.5.1-6 に

示 し た よう に 、 直 径

100mm×200mmのコア

強度と小径コアの強度の

関係から強度の推定式が

提案されている。 

 

 

 

圧縮試験機 
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検査・試験方法 反撥硬度法（シュミットハンマー法） 

調査内容 圧縮強度 

調査の目的 コンクリートの表面をテストハンマーによって打撃し、その反発硬

度から圧縮強度を求める。コア採取によるコンクリート強度測定と比

較して試験方法が簡便なこと、構造物を破壊することなしに測定でき

ることから、 

①詳細調査を実施する前の予備設計 

②何らかの理由でコア採取による強度試験が困難な場合 

③コンクリートの強度分布などを調査する場合 

④コンクリートの材令に伴う強度増進を確認したい場合 

等に用いられる。 

引用文献等 日本建築学会：コンクリート強度推定のための非破壊試験方法マニュ

アル（1983） 

土木学会：硬化コンクリートのテストハンマー強度の試験方法、コン

クリート標準示方書[基準編]（2010） 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

反発硬度を求める方法としては、落下式ハンマー法、バネ式ハンマ

ー法、回転式ハンマー法などがある。このうち、バネ式ハンマー法が

広く使われており、代表的なものがシュミットハンマー（商品名）で

ある。対象とするコンクリートの種類や状態によって、与える衝撃エ

ネルギーの異なる数種類のシュミットハンマーが製造されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験状況 

シュミットハンマー 
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【試験方法】 調査方法およびその手順は、いくつかの手法が提案されている。 

①調査方法の選定 

 調査箇所の選定にあたっては、表面が平坦で縁部から離れた位置を

選択する。部材厚さが 10cm 以下となる所や、部材幅が 15cm 以下と

なるような小寸法の箇所は、打撃エネルギーが逸散して測定結果に影

響を及ぼすので選定しない。また、浮きや剥離、ひび割れ、気泡等に

よって反発の程度に影響を及ぼす可能性のある箇所は避ける。 

②測定器の検定 

 測定を開始する前には反発硬度の既知なテストアンビルを用いて検

定を行う。 

③表面処理 

 決定した調査箇所の表面状態を確認し、表面の凹凸、塗膜、打設面

のブリージング、付着物があるような場合には除去する。 

④測定箇所 

 1 箇所につき 20 回打撃を行うものとし、同一点は打撃しない。各打

撃点は他の打撃による影響がないように 3cm 以上距離を置く。事前に

碁盤目状にマーキングを行っておけば、効率よく測定を行うことがで

きる。打撃は、測定器を測定面に対して垂直に配置し、ゆっくり壁面

に押し付けるようにして打撃する。 

⑤計算および補正 

 各測定箇所の反発度は 20 回の平均反発度で求める。このとき、明ら

かに局部的な要因で他の値と異なる特異値は計算から除外する。シュ

ミットハンマーはその構造からハンマーの角度によって打撃エネルギ

ーが異なるので、角度補正を行う。 
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検査・試験方法 中性化深さ測定（フェノールフタレイン法） 

調査内容 鉄筋腐食 

調査の目的 中性化深さを測定し、コンクリート構造物の劣化予測を行う。 

引用文献等 ○中性化深さ 

JIS A 1152 「コンクリートの中性化深さの測定方法」 

JIS A 1113 「コンクリートの割裂引張り強度試験方法」 

○コア採取方法 

JIS A 1107 「コンクリートからのコア及びはりの切り取り方法並びに

強度試験方法」 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

フェノールフタレインは、酸アルカリの中和滴定でなじみ深い ph

指示薬であり、ph8.2~10.0 以上のアルカリ側で赤紫色に着色する。こ

のフェノールフタレイン 1％溶液の調整は「JIS K 8001 試薬試験方法

通則 4.4 指示薬」により行う。本 JIS に従って調整された試薬が市販

されているので、それを用いてもよい。測定はノギスを用いる。 

 

【試験方法】 中性化という現象は、セメントの水和により生じるアルカリ性物質

Ca(OH)2 が、空気中の二酸化炭素等の酸性物質の影響を受けて、コン

クリート表面から内部に向かって、徐々にアルカリ性を失っていく現

象である。したがって、中性化深さの測定は、コンクリート表面から

どの程度の深さまでアルカリ性を呈する物質が存在するか否かで判断

する。 

 フェノールフタレイン法（JIS A 1152「コンクリートの中性化深さ

の測定方法」）は、フェノールフタレインの 1％エタノール溶液を噴霧

する方法が用いられている。赤紫色を呈する部分（ph10 程度以上のア

ルカリ性）を未中性化部、着色しない部分を中性化部と判断する方法

である。簡便な測定操作で定量的な情報が容易に得られるため多用さ

れている。 

 

コンクリートの中性化深さの測定は、大きく分けて、①はつりによる

方法と、②コア採取による方法がある。一般には、中性化深さの測定

のみを現場で行う場合には「はつり法」が、また、他の試験（例えば、

コアによる圧縮強度試験、塩化物イオン含有量試験等）と併せて実施

する場合は「コア採取法」が用いられることが多い。 

 

- 15 -



 

① コア採取による方法 

圧縮強度試験と併用する場合は、原則として「JIS A 1107 コンク

リートからのコア及びはりの切り取り方法並びに強度試験方法」

に従うこととし、鉄筋配置等の構造物の実情と仕様骨材寸法に応

じて小径化すればよい。コアには、構造物のどの位置から採取し

たものであるか、表面側はどちらか等の情報を記入しておく。 

 

② 中性化深さの測定 

測定面が濡れている場合は、測定面を乾燥させる。測定面を空気

中に長時間放置しておくと中性化が進行し、正確な中性化の測定

ができなくなる。 

測定は、対象面にフェノールフタレイン 1％溶液を噴霧器で噴霧す

る。コンクリート表面から赤紫色に着色する部分までの距離をも

って中性化深さとする。コンクリートが乾燥していて赤紫色の呈

色が不鮮明な場合には、試薬を噴霧した測定面に噴霧器で水を少

量噴霧するか、試薬を再度噴霧するなどして、鮮明な発色が得ら

れてから測定を行う。コアの割裂面や切断面で測定する場合は

10~15mm 間隔で、コアの側面の場合は等間隔に 5 箇所以上、中

性化した部分の面積を測定することにより、より正確な「平均中

性化深さ」を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コアによる中性化深さ測定 

はつりによる中性化深さ測定 
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検査・試験方法 電位差滴定法 

調査内容 塩化物イオン含有量 

調査の目的 塩化物イオン量を測定し、塩害やアルカリ骨材反応の劣化予測を行う。 

引用文献等 JIS A 1154 「硬化コンクリート中に含まれる塩化物の分析方法」 

JIS A 1113 「コンクリートからのコア及びはりの切り取り方法並びに

強度試験方法」 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

一般には、JIS A1154「硬化コンクリート中に含まれる塩化物イオ

ンの試験方法」により実施する。 

＜試薬＞ 

1.硝酸溶液（2N） 

2.N/200 塩化ナトリウム標準溶液（N/200 硝酸銀標準溶液のファクタ

ーを求める） 

3. N/200 硝酸銀標準溶液（1ml は 0.000292gNaCl に相当する） 

＜器具（全塩化物定量方法）＞ 

1.塩化物イオン選択性電極を用いた電位差滴定法装置 

2.吸引ろ過装置一式 

【試験方法】  反応そのものは、硝酸銀溶液を用いた塩化物イオンの沈殿滴定法で

ある。反応の当量点近傍で被測定液の特性に大きな変化が生じるのを

電極電位の測定から把握する方法である。指示薬のように呈色の変化

を見るではなく、電気化学的な変化を捉えるので微量分析にも適用で

きる。指示電極として塩化物イオン選択性電極を使用する。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 試験状況 表面から 20mm 間隔で 5 試料 
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1.コア採取および試料調整 

 一般には「JIS A 1107 コンクリートからのコア及びはりの切り取り

方法並びに強度試験方法」に従っている。塩化物イオン量の濃度分布

を測定する場合もあるので、構造物のどの位置から採取したものであ

るか、表面側はどちらか等の情報を記入しておく。試験に供するまで

の養生に関しては、塩化物イオンの水中への流出を防止するため水中

養生を避けるべきである。特定の位置の塩化物イオン量を把握するた

めコアからコンクリート試料を切り取る際は、乾式のコンクリートカ

ッターを用いて行う。塩化物イオンの流出を避けるため、水を使用し

てはならない。切り取ったコンクリート片は、粗骨材を含めて全量を

149μm ふるい全通程度まで微粉砕し、分析資料とする。 

 

2.電位差滴定法（全塩化物定量方法） 

 試料に硝酸溶液（2N）を加えて溶液の ph を 3 以下とし、加熱煮沸

して全塩化物を溶解した後、不溶分をろ過洗浄する。ろ液を分取し、

塩化物イオン選択性電極を用いた電位差滴定法装置にセットし、

N/200 硝酸銀標準溶液で電位差滴定する。 

 

3.電位差滴定法（可溶性塩化物定量方法） 

 試料を 50℃に温め、50℃の温水を加えて保温し、30 分間振とうし

て可溶性塩化物を抽出する。このろ液の一部を分取し硝酸溶液（2N）

を加えて酸性にしてから、塩化物イオン選択性電極を用いた電位差滴

定法装置にセットし、N/200 硝酸銀標準溶液で電位差滴定する。 

 

＜ドリル法＞ 

 コンクリート用のハンマードリルを使用し、深さ 20mm ごとに 5 試

料採取する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
採取状況 
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検査・試験方法 走査型電子顕微鏡観察（SEM-EDS） 

調査内容 アルカリシリカゲルの判定 

調査の目的 コンクリートに生じているアルカリシリカゲルを、遊離石灰やエフロ

レッセンスと識別する。ゲルの形態を詳細に確認する。 

引用文献等 社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

本質的には透過型電子顕微鏡（TEM）と同様であるが、結像部は試

料表面から出る二次電子を検出する検出器と増幅器、走査コイルと同

期させて像を画面に再現する CRT の各部分からできている。 

エネルギー分散型Ｘ線分析装置（EDS） 

【試験方法】 電子顕微鏡は試料に電子線を照査することによって、試料から放た

れる信号を検出して、試料表面の信号分布像として結像する。信号に

は、二次電子、反射電子、オージェ電子、カソード・ルミネッセンス、

蛍光Ｘ線（特性Ｘ線）などがあり、それぞれが試料表面近傍に関する

情報を与える。これらのうち、試料表面の形態に関する情報を持つ二

次電子像、試料表面近傍の元素の種類に関する情報を持つ蛍光Ｘ線を

利用し、形態観察及び元素の定性解析を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次電子像 成分分析結果 
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検査・試験方法 電子マイクロアナライザー（EPMA） 

調査内容 コンクリートの化学成分 

調査の目的 元素特有の波長を持つ特性Ｘ線を検出して各元素の有無を判別すると

ともに、その強度から存在量を把握する。 

引用文献等 社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

EPMA 分析を行うにあたって、マッピング分析を行うか否かでサン

プルの前処理方法が大きく異なる。電子顕微鏡として EPMA を用いる

場合は、「SEM」程度のサンプル調整でよい。 

 

【試験方法】 電子線の照射装置は「SEM」と同様である。EPMA は下図に示した

電子ビームがサンプルに照射されたときに放出される表面情報の内、

元素に特有の特性 X 線を検出する装置の代表的なものである。この特

性 X 線は元素によって波長が異なるために、各元素の存在の有無を特

定できると同時に、その強度から、存在量を調べることができる。跳

ね返った X 線は、そこに存在している全ての元素情報が混在している

ため、EPMA では、各元素の特性 X 線が分光器に当たって回析分離で

きる性質を利用して、分けて分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白色生成物の反射電子像 コンクリート片の観察面 

電子顕微鏡（EPMA） 
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検査・試験方法 JCI-DD2 法（コアの促進養生試験） 

調査内容 残存膨張量 

調査の目的 解放膨張率および残存膨張率を測定する。 

引用文献等 JCI-DD2「アルカリ骨材反応を生じたコンクリート構造物のコア採取

による膨張率の測定方法」 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

①長さ変化測定器具 

 長さ変化の測定は、JIS A 1129 に規定するコンタクトゲージ方法に

よる。付属のダイヤルゲージは、JIS B 7509（0.001mm 目盛ダイヤ

ルゲージ）の規定に合格するものを使用するものとする。ゲージプラ

グは試験中にさびを生じない金属製のものとし、ステンレス製バンド

に接着できるものとする。 

②密閉容器、温度計 

コアを保存する容器は、気密なふたにより密閉ができ、湿気の損失

がない構造のものとする。温度計は、基長測定時に外気温を計測でき

るものとする。 

【試験方法】  採取したコアを温度 40℃、相対湿度 100％の湿気箱に入れ、13 週

集養生した後の膨張量にて判定を行う。 

アルカリ骨材反応を生じたコンクリート構造物の反応性膨張量を、そ

の構造物から採取したコアの膨張率、すなわち解放膨張率および残存

膨張率の測定によって推定する。外観上はアルカリ骨材反応を生じた

兆候は認められないが、骨材中に有害鉱物を有害量含んでいることが

明らかになったコンクリート構造物の潜在的な反応性膨張量の推定に

も適用することができる。 

 

○コアの採取と保存 

① コア採取位置および数量は、損傷程度、鉄筋量、採取する方向、

環境の相違等を考慮して選定する。 

② コアは原則として直径 100mm、長さ約 250mm とする。 

③ コアは基長測定後、速やかに 20±2℃、相対湿度 95%以上で保存

する。解放膨張率の測定終了後、原則として、40±2℃、相対湿度

95%以上で保存する。 

 

○基長および膨張率測定 

① 基長は、原則として 100mm とし、コア採取直後に測定するもの

とする。 
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② 膨張率は、コア採取後 1 週間は 24 時間ごとに測定し、それ以降は

3 日ないし 1 週間の間隔で測定する。 

③ 測定にあたっては、コアのそりやポップアウトなどの変状、表面

のひびわれや水ガラスのゲル等の浸出物、汚れなどを観察する。 

○膨張率の算定 

膨張率の算定には、必要な温度補正を施すものとする。コアを採取

して行う場合は、圧縮強度試験と併用する場合もあるが、単独で実施

する場合は粗骨材最大寸法に十分注意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《判定基準》 

 促進膨張量試験の判定基準値は、下表に示すように、骨材のアルカ

リシリカ反応性の試験に準拠したものが使用されることが多い。しか

し、コアの促進膨張試験における残留膨張性の「あり」、「なし」を判

定する基準値は、十分な研究調査に基づいたものとはいえず、現状で

は実構造物の将来の膨張挙動との対応関係も必ずしも明確ではないこ

とに留意すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

促進養生の条件

阪神高速
道路公団

全膨張量が0.1％を超える場合,有害と判定する。

試験材齢3箇月での膨張量で以下のように判定する。

　　0.4％以上：膨張性あり

　 0.1～0.4％：不明確

　　0.1％未満：膨張性なし

　　0.1％以下の場合：無害

　 0.1～0.2％の場合：有害と無害の骨材が含まれる。

　　（この場合,14日以降も更に試験を継続する）

　　0.2％以上の場合：潜在的に有害な膨張率

判定基準

温度80℃の1Nの
NaOH溶液中に浸漬

温度50℃の飽和
NaCl溶液中に浸漬

ASTM Cの1260-94の判定基準：試験開始後14日間での膨張量で以下の
ように判定する。

カナダ法
（NBRI法）

デンマーク法

JCI-DD2法 建設省総合プロジェクト「コンクリートの耐久性向上技
術の開発」では40℃，100％R.H.の条件下に13週間養生
し，0.05％以上の膨張量を示すものを有害または潜在的
有害と判断する。

建設省

温度40℃，湿度
100％の条件下にて
養生

試験状況 
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検査・試験方法 カナダ法（NBRI 法）（コアの促進養生試験） 

調査内容 残存膨張量 

調査の目的 解放膨張率および残存膨張率を測定する。 

引用文献等 ASTM C 1260 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

①長さ変化測定器具 

 長さ変化の測定は、JIS A 1129 に規定するコンタクトゲージ方法に

よる。付属のダイヤルゲージは、JIS B 7509（0.001mm 目盛ダイヤ

ルゲージ）の規定に合格するものを使用するものとする。ゲージプラ

グは試験中にさびを生じない金属製のものとし、ステンレス製バンド

に接着できるものとする。 

②容器、水酸化ナトリウム水溶液 

【試験方法】  コアの促進養生試験法の一つであり、採取したコアを 80℃の水酸化

ナトリウム水溶液に浸漬し、試験開始後 14 日後の膨張量にて判定を行

う。 

湿気槽にて実施する方法（JCI-DD2）では、コアの直径や長さが小

さくなると、コアからのアルカリの溶出の影響で、膨張量の測定結果

が小さくなり、誤った評価をすることがある。それに対して、外部か

ら NaOH が供給される条件下で試験する方法では、コアの大きさによ

る影響を受けず、膨張量が全体に大きくなるので、残存膨張性の評価

が容易となる利点がある。 

 

○コアの採取と保存 

① コア採取位置および数量は、損傷程度、鉄筋量、採取する方向、

環境の相違等を考慮して選定する。 

② コアは原則として直径 100mm、長さ約 250mm とする。 

③ 乾燥や炭酸化の影響を受けないように、現地で直ちに厳重に密閉

する。解放膨張率の測定終了後、80℃の水酸化ナトリウム水溶液

に浸漬する。 

 

○基長および膨張率測定 

① 基長は、原則として 100mm とし、コア採取直後に測定するもの

とする。 

② 膨張率は、コア採取後 1 週間は 24 時間ごとに測定し、それ以降は

3 日ないし 1 週間の間隔で測定する。 
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③ 測定にあたっては、コアのそりやポップアウトなどの変状、表面

のひびわれや水ガラスのゲル等の浸出物、汚れなどを観察する。 

 

 

《判定基準》 

 促進膨張量試験の判定基準値は、下表に示すように、骨材のアルカ

リシリカ反応性の試験に準拠したものが使用されることが多い。しか

し、コアの促進膨張試験における残留膨張性の「あり」、「なし」を判

定する基準値は、十分な研究調査に基づいたものとはいえず、現状で

は実構造物の将来の膨張挙動との対応関係も必ずしも明確ではないこ

とに留意すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

促進養生の条件

阪神高速
道路公団

全膨張量が0.1％を超える場合,有害と判定する。

試験材齢3箇月での膨張量で以下のように判定する。

　　0.4％以上：膨張性あり

　 0.1～0.4％：不明確

　　0.1％未満：膨張性なし

　　0.1％以下の場合：無害

　 0.1～0.2％の場合：有害と無害の骨材が含まれる。

　　（この場合,14日以降も更に試験を継続する）

　　0.2％以上の場合：潜在的に有害な膨張率

判定基準

温度80℃の1Nの
NaOH溶液中に浸漬

温度50℃の飽和
NaCl溶液中に浸漬

ASTM Cの1260-94の判定基準：試験開始後14日間での膨張量で以下の
ように判定する。

カナダ法
（NBRI法）

デンマーク法

JCI-DD2法 建設省総合プロジェクト「コンクリートの耐久性向上技
術の開発」では40℃，100％R.H.の条件下に13週間養生
し，0.05％以上の膨張量を示すものを有害または潜在的
有害と判断する。

建設省

温度40℃，湿度
100％の条件下にて
養生
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検査・試験方法 デンマーク法（コアの促進養生試験） 

調査内容 残存膨張量 

調査の目的 解放膨張率および残存膨張率を測定する。 

引用文献等 社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

①長さ変化測定器具 

 長さ変化の測定は、JIS A 1129 に規定するコンタクトゲージ方法に

よる。付属のダイヤルゲージは、JIS B 7509（0.001mm 目盛ダイヤ

ルゲージ）の規定に合格するものを使用するものとする。ゲージプラ

グは試験中にさびを生じない金属製のものとし、ステンレス製バンド

に接着できるものとする。 

②容器、飽和塩化ナトリウム水溶液 

 

【試験方法】  コアの促進養生試験法の一つであり、採取したコアを 50℃の飽和塩

化ナトリウム水溶液に浸漬し、試験開始後 3 カ月後の膨張量にて判定

を行う。 

湿気槽にて実施する方法（JCI-DD2）では、コアの直径や長さが小

さくなると、コアからのアルカリの溶出の影響で、膨張量の測定結果

が小さくなり、誤った評価をすることがある。それに対して、外部か

ら NaCl が供給される条件下で試験する方法では、コアの大きさによ

る影響を受けず、膨張量が全体に大きくなるので、残存膨張性の評価

が容易となる利点がある。 

 

○コアの採取と保存 

① コア採取位置および数量は、損傷程度、鉄筋量、採取する方向、

環境の相違等を考慮して選定する。 

② コアは原則として直径 100mm、長さ約 250mm とする。 

③ 乾燥や炭酸化の影響を受けないように、現地で直ちに厳重に密閉

する。解放膨張率の測定終了後、50℃の飽和塩化ナトリウム水溶

液に浸漬する。 

 

○基長および膨張率測定 

① 基長は、原則として 100mm とし、コア採取直後に測定するもの

とする。 

② 膨張率は、コア採取後 1 週間は 24 時間ごとに測定し、それ以降は

3 日ないし 1 週間の間隔で測定する。 
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③ 測定にあたっては、コアのそりやポップアウトなどの変状、表面

のひびわれや水ガラスのゲル等の浸出物、汚れなどを観察する。 

 

 

《判定基準》 

 促進膨張量試験の判定基準値は、下表に示すように、骨材のアルカ

リシリカ反応性の試験に準拠したものが使用されることが多い。しか

し、コアの促進膨張試験における残留膨張性の「あり」、「なし」を判

定する基準値は、十分な研究調査に基づいたものとはいえず、現状で

は実構造物の将来の膨張挙動との対応関係も必ずしも明確ではないこ

とに留意すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

促進養生の条件

阪神高速
道路公団

全膨張量が0.1％を超える場合,有害と判定する。

試験材齢3箇月での膨張量で以下のように判定する。

　　0.4％以上：膨張性あり

　 0.1～0.4％：不明確

　　0.1％未満：膨張性なし

　　0.1％以下の場合：無害

　 0.1～0.2％の場合：有害と無害の骨材が含まれる。

　　（この場合,14日以降も更に試験を継続する）

　　0.2％以上の場合：潜在的に有害な膨張率

判定基準

温度80℃の1Nの
NaOH溶液中に浸漬

温度50℃の飽和
NaCl溶液中に浸漬

ASTM Cの1260-94の判定基準：試験開始後14日間での膨張量で以下の
ように判定する。

カナダ法
（NBRI法）

デンマーク法

JCI-DD2法 建設省総合プロジェクト「コンクリートの耐久性向上技
術の開発」では40℃，100％R.H.の条件下に13週間養生
し，0.05％以上の膨張量を示すものを有害または潜在的
有害と判断する。

建設省

温度40℃，湿度
100％の条件下にて
養生
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検査・試験方法 弾性係数試験 

調査内容 静弾性係数 

調査の目的 コアによる静弾性係数試験により構造体の物理特性を評価する。 

引用文献等 ○静弾性係数試験 

JIS A 1149 「コンクリート静弾性係数試験方法」 

社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

＜静弾性係数＞ 

①供試体 

②ワイヤ―ストレインゲージ 

③コンプレッソメーター 

④静ひずみ測定装置 

 

【試験方法】 ＜静弾性係数＞ 

静弾性係数を求める方法は、採取したコア供試体表面の相対する位置

に下図に示すようにワイヤーストレインゲージを、接着剤を用いて貼

り、静ひずみ測定装置に連結させ、圧縮強度試験と同様に荷重を裁荷

して、応力-ひずみ曲線を X-Y レコーダなどに記録する。そして、応力

-ひずみ曲線の最大荷重の 1/3 の点の応力（σa）とひずみ（εa）から

静弾性係数 E=σa/εa を求める。ただし、ゲージの有効長は粗骨材最

大寸法の 2~3 倍以上、供試体高さの 2/3 以下とし、ひずみの測定は供

試体高さの中央部で行うのが良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 静弾性係数の測定 
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検査・試験方法 電磁波レーダー法 

調査内容 鉄筋位置・かぶり 

調査の目的 鉄筋位置・かぶり確認 

引用文献等 社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

電磁波法による探査装置は、アンテナ部とコンピュータ部（表示部）

からなり、計測時はアンテナからの信号を伝送する信号ケーブルをコ

ンピュータ側に接続する。装置によっては一体型もある。 

【試験方法】  電磁波レーダーの原理は現在広く用いられているレーダーと基本的

に同じである。コンクリート用電磁波レーダーは、インパルス状の電

磁波をコンクリート内へ送信アンテナから放射すると、その電磁波が

コンクリートと電気的性質（比誘電率・導電率）の異なる物体（例え

ば、鉄筋・埋設管・空洞等）との境界面で反射する。それを受信アン

テナで受信し、それにかかる往復の伝搬時間から反射物体までの距離

を計算するとその位置を求めることができる。原理を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート用電磁波レーダーで最も多く使用されているパラレル

アンテナでは、縦方向の操作で横方向の埋設物を、横方向の操作で縦

方向の埋設物を探査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定機器 

測定状況 
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検査・試験方法 電磁波誘導法 

調査内容 鉄筋位置・かぶり 

調査の目的 鉄筋位置・かぶり確認 

引用文献等 社）日本コンクリート工学協会 コンクリート診断技術（’10） 

【機器・装置 

・試薬】 

鉄筋探査装置 

【試験方法】  電磁誘導法の原理図を下図に示す。同図のように、導線を円形に巻

いた試験コイルに交流電流を流すと、時間的に変化する磁束が発生す

る。試験コイルのつくる磁束は鉄筋に浸透し、鉄筋の電磁気的特性な

どから磁束が変化する。これが信号となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的な装置の場合、下図のように、試験プローブを用いて鉄筋に

直行する方向にコンクリート表面を走査することにより鉄筋を検出す

る。プローブが鉄筋に近づくと、被り厚さの表示値が小さくなり鉄筋

真上でブザーが鳴る。また、遠ざかるとブザーが止まり次第に被り厚

の表示値が大となる。この走査を左右両方向に繰り返し、鉄筋の中心

を求める。この時、鉄筋径か、被り厚さの一方が既知である場合、比

較的精度よく他方を推定することができる。 

電磁誘導法は、レーダー法に比べて鉄筋径の推定が可能であり、コ

ンクリート中に空隙があっても鉄筋位置の推定が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

測定機器 

測定状況 
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検査・試験方法 はつり調査 

調査内容 かぶり、鉄筋径、鉄筋腐食 

調査の目的 かぶり、鉄筋径、鉄筋腐食の確認 

引用文献等  

【機器・装置 

・試薬】 

ブレーカー、カッター等 

【試験方法】  はつり調査は、30cm 角程度をはつり、鉄筋を露出させ、かぶり、

鉄筋の腐食状況、鉄筋径の測定を行う。確認後はポリマーセメント等

で充てんする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はつり作業 

鉄筋腐食確認 かぶり測定 

鉄筋径測定 
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分 類
補修工法概要

●

●

●

分　類
補修工法概要

●

●

ひび割れ幅の変動や開閉量が大きい場合には、ひび割れの動きに追従できる可とう性のある材料を使用
する。

 用語の説明　セメントフィラー：セメントの充填材

ひびわれ注入(充填)工 ひびわれ補修工
概　念　図

　コンクリートのひびわれ部分に、エポキシ樹脂材、ポリマー
セメントなどの補修材料を深部まで注入又は充填し、ひびわ
れ部への水分や塩化物などの侵入を防止する。

工法選定のポイント
安定化したひびわれ(進展性でないひびわれ)の生じたコ
ンクリート部材のあらゆる部位に適用できる。

塩害、中性化などの損傷原因により、ひびわれ周辺のコ
ンクリート劣化部分を除去する必要のある場合には 断面

表面処理工法 ひびわれ補修工
概　念　図

工法選定のポイント

　コンクリート表面に０．２mm以下の細かなひびわれが密集し
ている場合などは、ひびわれ注入工法が適さないため、ひび
われに沿って防水膜を施工して、ひびわれへの水などの進
入を防止する。

塩害、中性化、材料不良などの損傷原因により、ひびわ
れ周辺のコンクリートの劣化部分を除去する必要のある場
合には、本工法は不適当。

表面処理工法には、ポリマーセメントペースト、セメントフィ
ラー、塗膜弾性防水材(アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系)
などが用いられる。

●

●

● ０．２mm以下の極細のひびわれが密集している場合には表面処理工法が適する。
● 漏水の著しいひびわれの補修工法
　 樹脂系の注入材は漏水の著しい箇所での施工は不向きである。このような箇所のひびわれを補修し、止水

する工法として無機質セメント結晶増殖材を用いた工法が開発されている。この工法は、補修材料がコンク
リート内の水と反応してセメント結晶を生成し、生成された結晶群によってコンクリート全体を不透水化す
る。

 用語の説明　無機質セメント結晶増殖材：コンクリート表面から内部まで浸透し、セメント成分を化学反応
　　              で改質する工法

５．０mm以上のひびわれの場合は、一般にひびわれに
沿ってＵ型の溝を設けて、ポリマーセメントモルタルを充
填する。

　エポキシ樹脂の方が細かいひびわれにも浸透し、ポリマーセメントより接着性が高いため、エポキシ樹脂を
充填することもあるが高価である。

ンクリート劣化部分を除去する必要のある場合には、断面
修復工法を併用して使用する。

エポキシ樹脂材(低粘度)は、０．２～５．０mm程度のひび
われ補修に適している。低圧力で注入する工法が一般的
である。ポリマーセメントスラリー(低粘度)を使用することも
ある。エポキシ樹脂は低音(5℃以下)では硬化しないた
め、低温施工に対しては要注意。
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分 類
補修工法概要

●

●

●

●

●

●

●

●
鉄●

類

左官工法、吹き付け工法

断面欠損が比較的小さく、修復深さが比較的浅い(５cm
未満)に適用される。

施工が容易なため、他の工法が適用しにくい場合にも
適用される。

ポリマーセメントモルタル(又はコンクリート)は安価で、中性化に対して効果的で、湿潤状態での施工が
可能である。SBR系ポリマーは長期接着性が良く、PAE系ポリマーは初期接着性が良い。

エポキシ樹脂モルタルはポリマーに比べて高価であるが、付着性に優れるため比較的薄層(６～１２mm
程度)の断面修復に適する。低温(５°Ｃ以下)で硬化しないため低温での施工は避ける。

無収縮モルタルは厚付けが可能なため比較的大きな断面修復に適するが、接着力は他の材料に比べ
て弱く、十分な水硬環境を必要とする。

鉄筋が著しく腐食している場合には、腐食した鉄筋を除去し、新しい鉄筋に交換する工法も行われてい
る

断面修復工
概　念　図

工法選定のポイント

　下地処理した断面欠損部に、断面修復材をコテ、ヘラな
どによって数回にわたって塗り込んで、断面を修復する工
法。
　モルタルパッチング工法とも言う。

作業スペースが確保できれば、コンクリート構造物のす
べての部位に適用可能。

断面修復材料には、ポリマーセメントモルタル(又はコン
クリート)、エポキシ樹脂モルタル、無収縮モルタルなどが
用いられる。

充 修復

塩害、中性化等の要因により、広範囲にわたって、劣化したコンクリートを除去する工法として、ウォー
タージェット工法を採用した事例もある。

用語の説明　　ＳＢＲ系ポリマー：ゴム系のポリマー混和材

　　　        　　 　ＰＢＲ系ポリマー：樹脂系のポリマー混和材

分 類
補修工法概要

●

●

　注入モルタルには、ポリマーセメント系モルタルがよく使用される。

充てん工法 断面修復工
概　念　図

　粗骨材をあらかじめ型枠の中に詰めておき、その空隙に
モルタルを注入充填して、コンクリートを作って断面を修復
する。

工法選定のポイント
充てん工法は断面欠損の大きい場合に適用される。

下から上に向けた逆打ちコンクリートの施工に適してい
る。

①流動性がよく、ブリーディングが少ないこと。
②接着性、密着性の高いこと。
③硬化時の収縮量が少ないこと。
④硬化後に十分な密実性を有すること。
⑤線膨張係数、弾性係数がコンクリートと同程度であること。
⑥耐久性の高いこと。

●注入モルタルに要求される性能
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分 類
補修工法概要

分　類
補修工法概要
塗装材料による表面被覆工 表面被覆工

概　念　図
　コンクリート表面を塗装材料により被覆し、コンクリートの劣
化原因となる水分、塩分、炭酸ガス、酸素の浸透を防止す
る。コンクリート表面を清掃・下地処理した後、不陸調整を行
い、その上に中塗り材、上塗り材を塗布するのが標準的工法
である。

工法選定のポイント
●被覆材料選定のポイント

①施 環境 応 材用を選ぶ と （ 潤環境 わ

●床版、壁高欄等、既設構造物を部分的に取り除いても橋
梁全体に影響のない部位の損傷に適用される。

●新旧鉄筋は、ラップ継手又はフレアー溶接で確実に連結
する必要があるため、ラップスペースが確保できない場合は
採用できない。また、鉄筋、型枠の組立ができないような狭隘
部には不適当。

工法選定のポイント

　コンクリート断面が抜け落ち等により損傷した場合には、鉄
筋のラップ部分を残して損傷部分を切り取り、新たに鉄筋を
組んで、切り取った部分のコンクリートを打設して修復する。

部分打ち換え工 部分打ち換え工
概　念　図

　②目的に応じた材料を選ぶこと。（一般的な劣化、塩害対
策、中性化対策、凍害対策）

　③表面被覆工法は一般にコンクリート内部の湿気が外にでないため、上部からの水の浸透を防ぐ防水工を
必ず施すこと。(シラン系の材料のようにコンクリート内部の水分を外的に発散させる透湿性の材料もある)

●エポキシ系材料は、耐水性に富むが、耐候性に劣るため、中塗り材として使用される。
  また低温下で硬化しないため低温下での施工は不可。
　可撓性が要求される場合には柔軟型、重防食には厚膜型が用いられる。

　用語の説明　シラン系の材料：・シラン系表面含浸材塗布工法は、コンクリートに浸透し、かつコンクリート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内部で水の侵入を阻止する防水層を形成させる工法。

●ゴム系材料は柔軟性に富むため、ひびわれの追従性に優れるが施工性が高い。

　①施工環境に応じた材用を選ぶこと。（湿潤環境、ひびわ
れ追従性など）

●ポリマーセメント系も中塗り材として使用される。安価で、コンクリート内のアルカリ性を保持
  する。湿潤状態でも施工可能。

●ポリウレタン系、フッ素系材料は耐候性、速乾性に富むため、主として上塗り材料に用いられ
  る。
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分 類
補修工法概要

分　類
補修工法概要

・中塗りまたはコンクリートと中塗りの間にシートを設置することで剥落防止工としても利用できる。

含浸塗布工 表面含浸工
概　念　図

含浸性の良い無機系材料をコンクリート表面に塗布して、コ
ンクリートの組織を改質して、緻密な層を形成することで、
コンクリートの劣化原因となる水分、塩分等の浸透を防止す
る。コンクリート表面を清掃・下地処理した後、その上には
け塗り、ローラー塗り、吹き付けるのが、標準的工法である。
材料には、シラン系、けい酸系などがある。

工法選定のポイント

塗装材料による表面被覆工（無機系） 表面被覆工
概　念　図

無機系材料をコンクリート表面に１～5mm の厚さで塗布し
て、コンクリートの劣化原因となる水分、塩分等の浸透を防
止する。コンクリート表面を清掃・下地処理した後、その上
にはけ塗り、ローラー塗り、吹き付けるのが、標準的工法で
ある。

工法選定のポイント
・耐久性に優れ、有機系材料のような紫外線による劣化がな
い。
・外部からの防水機能と同時に、水蒸気透過性を有してお
り、コンクリート内部の水分の放出ができる。
・ひび割れ追従性は、有機系材料に比較して劣る。
・難燃性に優れている。

・コンクリート中に不溶性の結晶体を生成して、コンクリートの
緻密度の改善に寄与する。
・アルカリ骨材反応、中性化、塩害の抑止効果がある。
・水圧15kg/cm2 以下の圧力下でも、内外防水に関わらず止
水できる。

・有機系材料に比べて安価である。
・一般に塗替えは不要である。
・材料によっては鉄筋腐食抑制効果も期待できる。

工法選定のポイント
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分 類
補修工法概要

●鋼板接着工

●ＦＲＰ被覆工

●表面被覆工の代わりにメッシュ状のネットを設置した事例もある。

剥落防止工
概　念　図

　　使用鋼板の厚さ：４．５mm

　　エポキシ樹脂充填のすき間：５mm

　　アンカーボルトの間隔：Ｍ１０を５０cm以下

●これらの表面被覆工は使用材料の引張強度が高いため補強効果も有している。

　コンクリート表面に繊維補強材をエポキシ樹脂接着剤等を含浸させながら積層接着させて、コン
　クリ－トと一体化させる工法で、繊維補強材には炭素繊維、アラミド繊維、ガラス繊維がある。
  鋼板接着工法に比べて材料の重量が軽いため施工作業性に優れている。また、鋼板のように腐食
　する心配がない。最も実績の多い繊維材は炭素繊維で、通常縦方向に１層、横方向に１層、クロ
　スして貼り付け、合計２層を施工する。アラミド繊維は炭素繊維に比べてヤング係数が低いた
　め、取り扱いが容易でコーナー部の面取り作業が不要である。

●最近では、炭素繊維やアラミド繊維より軽くて耐アルカリ性にも優れたサイバーシート(超高
　強力ポリエチレン繊維)も広く採用されている。

●床版下面、コンクリート製防護柵など、剥落による
　第三者への被害を防止しなければならない箇所に適
　用。

工法選定のポイント

　塗装系被覆工では補修後にひびわれ、剥離が生じた場合
に剥落を完全に防止することはできない。
　剥落防止を目的として、補修したコンクリート表面に、鋼
板、炭素繊維、アラミド繊維、ガラス繊維などを貼り付ける工
法。

　鋼板をアンカーボルトを用いてコンクリート面に
　取り付けエポキシ樹脂を充填してコンクリート面に
　密着させる工法

剥落防止を目的とした表面被覆工

分　類

補修工法概要

●露出した鉄筋の腐食の進行を抑えるため、暫定的
　な処置として使用されることもある。

鉄筋防錆工 防錆処理工

●エポキシ樹脂塗料、ポリマーセメント系塗布材などが用いられるが、塗布が不完全で鉄筋の
　被覆が一部欠損している場合には、被覆されていない箇所に腐食電流が集中して鉄筋の腐食
　を加速することもあるので注意を要する。

●塩害を受けたコンクリート構造物の鉄筋の防錆処理として開発された工法

　塩分吸着剤を混入した防錆ペーストを、はつりだした鉄筋に塗布することによってコンクリ
　ート中の塩化物イオンを吸着固定するとともに、塩分吸着剤に含まれる防錆効果のある亜硝
　酸イオンが放出され、鉄筋の腐食を防止する。この工法はＪＲ鉄道綜合研究所と日本道路公
　団試験研究所が共同で開発した工法である。

概　念　図
 コンクリート表面をはつり、鉄筋を露出させた後、鉄筋の錆を
ケレンし、鉄筋に防錆材を塗布する。
 コンクリート断面の修復は、断面修復工により行う。

工法選定のポイント

●上記の欠点を補う新工法として、浸透性の高い防錆剤(亜硝酸リチウムなど)を用いて、コン
　クリート内に防錆剤を拡散させる工法が開発され、施工実績も多い。

●鉄筋の断面欠損が少ない場合に適用。断面欠損の
　大きい場合には新たに鉄筋を追加するなどの処置
　が必要。
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分　類

補修工法概要

分　類

補修工法概要 概　念　図
　コンクリート構造物内の鉄筋を陰極、コンクリート表面に設
けた亜鉛を陽極に用いて電位差による電流を流すことによっ
て、電気化学的にコンクリート内の鉄筋を不活性状態にして
腐食の進行を止める方法。

亜鉛を陽極とする電気防食工

●塩害、中性化などによって、コンクリート内の鉄筋
　が腐食領域にある場合に用いられる。

●将来腐食領域に入ると予想される厳しい環境下のコ
　ンクリ－ト構造物の鉄筋腐食の予防対策として用い
　られることもある。

●費用が高く工事も大がかりとなるため、通常の防食では不十分な特殊な場合に採用される。

●チタン金属を陽極に用いた電気防食工法は、①チタンメッシュ方法、②導電塗料方式、③チタン
　グリッド方式、④内部挿入陽極方式など、メーカーにより方式が異なるので、現場状況に適合し
　た方式を選定する。

電気防食工

●電気防食工では、システムが効果的に稼動しているかを確認するために、定期的な保守点検が必要。

　　通常点検：１回/２ヶ月標準(電流量確認、電位測定)
　　定期点検：１回/年、初年度は４回/年(防食回路全体の健全性確認)
　　精密点検：１回/５年

チタン金属を陽極とする電気防食工 電気防食工

概　念　図

工法選定のポイント

　コンクリート構造物内の鉄筋を陰極、コンクリート表面に設
けたチタン金属を陽極に保ち、外部電源により直流電流を流
すことによって、電気化学的に、コンクリート内の鉄筋を不活
性状態にして腐食の進行を止める方法。

●将来腐食領域に入ると予想される厳しい環境下のコ
　ンクリ－ト構造物の鉄筋腐食の予防対策として用い
　られることもある。

腐食 進行 方法。

　用語の説明　バックフィル：防食版の中にあるフイルムみたいなもの

●亜鉛を陽極に用いる電気防食工法は、電源が不要であるが、亜鉛が電位差によって腐食されるた
　め、１mm厚の亜鉛板を用いた場合でその効果期間は約１５年である。

　　①亜鉛シート方式
　　　　亜鉛シート、特殊バックフィル、保護カバーからなる亜鉛防食板をアンカーボルトでコン
　　　　クリート表面に固定し、モニタリング装置を設置する。
　　②亜鉛溶射方式
　　　　溶射ガンにより加熱・加速された溶融状態の亜鉛微粒子をコンクリート面に噴射して、
　　　　亜鉛溶射被膜をコンクリート表面に形成し、コンクリート内の鉄筋と電気的に接続する。

●費用が高く工事も大がかりとなるため、通常の防食では不十分な特殊な場合に採用される。

●亜鉛を陽極に用いた電気防食工法には次のものがある。

工法選定のポイント
●塩害、中性化などによって、コンクリート内の鉄筋
　が腐食領域にある場合に用いられる。
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分 類
補修工法概要

分　類
補修工法概要

電気化学的脱塩工法 脱塩工
概　念　図

　・足場が設置できない箇所
　・表面に絶縁表面保護工が施されている場合
　・コンクリート面が湿潤な場合
　・ボルト等導電流物質が露出している場合

●脱塩工法では、通常、コンクリート表面積１m
２
当たり約１Ａの電流密度の電流を約８週間連続

　して流す必要がある。

●塩害の進んだコンクリートの劣化部分を取り除いて
　断面修復する工法が適当でない場合には有力な工法
　である。

●以下の環境下では適用できない。

電気化学的再アルカリ化工法 再アルカリ化工
概　念　図

　外部電極を仮設し、コンクリート表面にアルカリ性溶液を保
持できる仮設陽極材を設置し、コンクリート内部の鋼材を陰
極として直流電流を1～2週間程度の期間流して、仮設材中
に保持したアルカリ性溶液をコンクリート中に強制浸透させ、
再アルカリ化する工法。

●脱塩工を適用するのは、鉄筋位置の塩分濃度が発錆

　限界以上(1.2～2.0Kg/m
３
)に到達している場合、ま

　たは放置した場合に濃度増加が予想される場合。

工法選定のポイント

　外部電極を仮設し、コンクリート表面に電解質溶液を保持
できる仮設陽極材を設置し、コンクリート内部の鋼材を陰極と
して直流電流（1.0A/m2程度）を8週間程度の期間流して、コ
ンクリート内の塩分を取り出す工法。

再アルカリ化する工法。

●以下の環境下では適用できない。
　・足場が設置できない箇所
　・表面に絶縁表面保護工が施されている場合
　・コンクリート面が湿潤な場合
　・ボルト等導電流物質が露出している場合

工法選定のポイント
●再アルカリ工を適用するのは、鉄筋位置まで中性化
　が進行している場合、または放置した場合に中性化
　が進行し鉄筋の腐食が懸念される場合。

●再アルカリ工法では、通常、中性化の深さが３０mm以下の場合には、コンクリート表面積１m２

   当たり約１Ａの電流密度の電流を１週間連続して流す必要がある。

●中性化の進んだコンクリートの劣化部分を取り除い
　て断面修復する工法が適当でない場合には有力な工
　法である。
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分 類
補修工法概要

●経済性

●施工性

●メンテナンスフリー

分　類
補修工法概要

　ライフサイクルコストの低減が計れる。

　迅速かつ簡単な設置である。

　外部電源、モニタリングは不要である。

概　念　図
構造物に削孔した小径の孔（圧入孔）より、亜硝酸リチウムを
主成分とした抑制剤を加圧注入（圧入）することで、構造物
内部コンクリートの微細ひび割れを介して抑制剤を劣化範囲
に効果的に浸透拡散させる。これにより、構造物内部のコン
クリートの将来的な膨張を低減させ、以後のASR による劣化

ASRリチウム工法

犠牲陽極材の設置 断面修復工
概　念　図

　塩害、中性化などによるコンクリート劣化時の断面修復によ
り露出された鉄筋に結束することにより電気化学的に鉄筋防
錆、腐食抑制を行う。また補修部と未補修部に生じる鉄筋の
電位差によるマクロセル腐食を防止する効果がある。

工法選定のポイント
●マクロセル防止
　補修部と未補修部に生じる鉄筋の電位差により加速度
　的に鉄筋腐食が進行するマクロセルを防止する。

●多彩な用途
　塩害、中性化に関わらず、RC、PC構造物に適用可能。

犠牲陽極

クリートの将来的な膨張を低減させ、以後のASR による劣化
を抑制する工法である。

工法選定のポイント

●鉄筋腐食抑制効果が高い
　コンクリート中の鉄筋位置周辺に亜硝酸イオンが十分供給されることにより、鉄筋の不動態被膜が修復され
るため、以後の鉄筋腐食を抑制することができる。

●アルカリ骨材反応抑制効果が高い
　コンクリート内部にリチウムイオンが十分供給されることによ
り、反応性骨材が不溶化するため、以後のアルカリ骨材反応
によるコンクリートの膨張を抑制することができる。

犠牲陽極
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

鋼板接着工 断面補修
概　念　図

工法選定のポイント

●床版補強では、道路を全面供用しながら施工が可 能であるため、橋面上の交通規制が困難な場合でも
適用できる。

炭素繊維シート接着工 断面補修

桁補強では、補強鋼板（板厚4.5mm～12mm）をエ ポキシ樹
脂で接着し、曲げ耐力またはせん断耐力を向上 させる工法
である。
床版補強では、床版下面に補強鋼板（板厚4.5mm～6mm）を
エポキシ樹脂で接着し、床版の曲げ耐力を向 ｴﾎﾟｷｼ樹脂で
接着し、床版の曲げ耐力を向上させる工法である。主鉄筋方
向および配力筋方向の２ 方向を同時に補強できる。

●曲げ耐力を向上させる場合は、補強鋼板を曲げモ ーメン
トの引張縁に取付ける。
せん断耐力を向上させる場合は、部材全周を巻く ように取
付ける。ただし、桁等で全周を巻くことが 困難な場合は、端
部をアンカー等で定着する方法も ある。

桁補強では、炭素繊維シートをエポキシ樹脂により接 着し、
曲げ耐力またはせん断耐力を向上させる工法である。
床版補強では、床版下面に炭素繊維シートをエポキシ 樹脂
により接着し 床版の曲げ耐力を向上させる工法で ある 繊

概　念　図

により接着し、床版の曲げ耐力を向上させる工法で ある。繊
維方向を90度交互に接着することにより、主 鉄筋方向およ
び配力筋方向の２方向の補強を実施でき る。

●桁補強では、曲げ耐力を向上させる場合は、曲げモーメン
トの引張縁に取付ける。  せん断耐力を向上させる場合は、
部材全周を巻くように取付ける必要がある。ただし、桁等で全
周を巻くこと が困難な場合は、ウェブ上端部でアンカー定着
する方法 もある。

工法選定のポイント

●部材が軽量なため、作業性が良い。また、施工に重機等が不要なため、施工空間等の制約をほとんど受
けな い。
床版補強では、道路を全面供用しながら施工が可能で あるため、橋面上の交通規制が困難な場合でも適
用できる。
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

ＲＣ増厚工 断面補修
概　念　図

補強鉄筋を配筋し、普通コンクリートまたはポリマー セメント
モルタルにより増厚する工法である。曲げ耐力 またはせん断
耐力を向上させる工法である。
床版補強では、床版下面等に補強鉄筋を配筋し、ポリ マー
セメントモルタルにより増厚する工法である。増厚 量が薄い
ため、主に曲げ耐力の向上となる。ポリマーセ メントモルタル
は、中性化深度が普通コンクリートの1/5であるため、鉄筋の
かぶりを薄くすることが可能である。

概　念　図
後付けのＰＣ鋼材によりプレストレスを導入し、部材 に生じて
いる引張応力を減少させ、耐荷力の向上を図る 工法であ
る。後付けするＰＣ鋼材は、外ケーブルの場合 が多い。

プレストレス導入工 断面補修

工法選定のポイント
●桁補強では、一般に曲げ補強のみしか適用できない。せ
ん断補強としては、せん断補強筋で全周を巻ける橋脚の耐
震補強等に用いられる。
部材が軽量なため、作業性が良い。また、施工に重機 等が
不要なため、施工空間等の制約をほとんど受けない。

●施工は、コテ塗りと吹き付けの両方が可能である。  床版補強では、部材が軽量なため、作業性が良く、添
架物や施工空間等の施工制約をほとんど受けない。補強 後、既設床版の損傷状況が直接目視で確認でき
ないが、 損傷が生じた場合、増厚部にもひび割れ等が生じるの で、損傷経過が確認できる。

工法選定のポイント
●本工法は、局部的な補強ではなく、部材全体にわたる応
力状態を改善して、損傷部材を補強することを 目的としてい
る。
　死荷重時での耐荷力向上が可能である。
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分　類

補修工法概要

分 類亀裂補修工 当て板補修工

　亀裂の先端に丸い孔を削孔することによって、亀裂先端部
の応力集中を除去し、亀裂の進展を防止する。

●亀裂先端の見誤りに注意する。

●ストップホールの削孔はドリルで行い、孔の周辺のばりはグ
ラインダーで滑らかに仕上げる。
　(応力集中率の低減が主目的)

●ストップホールを設けた後、補修までの期間が長い場合には、高力ボルトを挿入して締付けて
　おくことで、亀裂の進展をある程度抑制できることが実験等で確認されている。

●削孔径はΦ２４mmが標準。

工法選定のポイント
●本工法は応急対策として用いられることが多いが、
　亀裂の進展を抑止する工法として本対策工にも用
　いられる。

●ストップホールが効果的な亀裂先端部分の発生応力

　度は、公称面内応力度で５０Ｎ/mm２程度までである。

亀裂補修工 ストップホール工

概　念　図

分 類

補修工法概要

●当て板は高力ボルト又は溶接で接合する。溶接に
　よる接合は、新たな応力集中箇所が発生したり、
　溶接欠陥が生じたりすることにより、疲労強度が
　補修前より低下するおそれがあるため、注意を要
　する。

●ソールプレート溶接部の亀裂補修には、本工法が採用された実績が多い。

　亀裂の発生部を取り囲むように当て板(添接板)を施し、高
力ボルトを用いて摩擦接合して補修する。
　溶接補修と兼用する場合もある。

工法選定のポイント
●亀裂部の溶接補修が困難な場合や、亀裂発生部の
　応力度を低減したい場合に適用される。

●当て板の使用により以下の効果が期待できる。
　①亀裂発生部の応力度の低減
　②亀裂発生部の剛性を高める
　③万一亀裂が進展しても応力が添接板に流れる

亀裂補修工 当て板補修工

概　念　図
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分　類
補修工法概要

●溶接除去後の監視が必要

分　類
補修工法概要

●亀裂が小さく、亀裂部の発生応力度の低い場合に
　は亀裂を除去した部分に、再溶接は必要としない。

概 念 図

亀裂補修工

　　具体的な部位：ガセット取り付け部
　　　　　　　　       　補剛材の回し溶接部

工法選定のポイント

亀裂補修工 溶接補修工

形状改良工
概　念　図

　溶接止端部などに亀裂が発生した場合、亀裂部を除去
し、溶接止端部の形状をグラインダー処理、ＴＩＧ処理等に
よって滑らかに改良し、応力集中を低減する。

●亀裂の発生原因が、溶接部の形状に起因する応力
　集中による疲労の場合に有効。

補修工法概要

●他の原因による場合には、損傷の原因を除去する改
　良を行った後、溶接補修を行う。

概 念 図

　　　　　　　　　TIG溶接：熱に強いタングステン電極と溶接部の間にアークを発生させ、溶接部を再溶融
　　　　　　　　　　　　　　　　させ止端形状を改善する方法

　　・応力集中が原因：損傷部の応力度を下げる改良を行う。
　　・２次応力が原因：発生原因となる拘束を除去、あるいは断面補強を行う。

●補修が現場溶接となるため、溶接の出来ない箇所や溶接作業の困難な箇所での補修工には不適
　当。無理な姿勢による溶接は溶接欠陥が生じやすく、十分な改良ができない。

●溶接止端部をＴＩＧ処理またはグラインダーにより仕上げることによって、疲労強度を増大する
　ことができるため必ず実施する。

　用語の説明　アークエアガウジング：専用ﾄ-ﾁに炭素電極を取り付け、電極と母材の間に直流アーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を発生させて、局部的に母材を溶融する方法。

●本工法は現場溶接であるため、残留応力が問題にならない部位や応急対策等での使用に限定する
　よう注意する。

　溶接部に発生した亀裂部分をアークエアガウジングにより
除去し、再溶接して補修する。再溶接部の止端部は十分仕
上げを行って、疲労強度を高める。

工法選定のポイント
●亀裂発生の原因は、応力集中、２次応力の発生等に
　よる疲労亀裂が最も多い。亀裂の発生原因が溶接の
　施工不良のように、明らかに溶接補修を行えば補修
　前より改善される場合には、溶接補修を行う。
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分 類
補修工法概要

分　類
補修工法概要
部材交換工

●建設年度の古い橋梁の高力ボルトには、Ｆ１１Ｔ
　以上の高強度の材料が使用された。Ｆ１１Ｔ以上
　の高強度の高力ボルトは、水素脆性による遅れ破
　壊が生じることがよく知られている。ボルトの損
　傷原因が高材質のボルトの使用による場合には、
　損傷を生じていないボルトも含め、全数の高力ボ
　ルトを交換する。

工法選定のポイント

２次部材が腐食などによって損傷し 断面欠損が著しい場

部材取り替え工

　継手部の損傷した高力ボルト・リベットを取り外し、新しい高
力ボルトを用いて補修する。ボルトが脱落した場合も同様で
ある。
また、残りのボルトやリベットで構造安全性が確保されている
か確認する。

高力ボルトの交換工 部材取り替え工
概　念　図

概　念　図

●リベットは支圧接合、高力ボルトは摩擦接合であり、接合のメカニズムが異なる。したがって、
　継手群の一部分のリベットを高力ボルトに交換すると、異種の継手の混用となるので、打込ボ
　ルトを使用する等継手の安全性に配慮する。

●継手の全数のボルト・リベットを交換する場合には、継手に必要なボルトを残して、少しずつ
　交換する。
　また、添設板の裏側の母材間の隙間部分が腐食して断面が欠損していることも考えられるので、
　添接板をよく点検し、断面欠損のある場合には、添接板も交換する。

●代表的な部材の全体交換事例
　　桁端部の２次部材(伸縮装置などからの漏水による腐食が原因)
　　　・対傾構
　　　・横構

●２次部材の場合には、一時取り外しても橋梁全体の
　安全性を確保できるため、補修するより交換する方
　が得策の場合が多い。

工法選定のポイント

　２次部材が腐食などによって損傷し、断面欠損が著しい場
合、損傷した部材全体を取り外し新しい部材と交換する。

●部材を交換する場合には、取り外した時の安全を確認しておく。安全性に問題がある場合には
　仮設材(支保材)を設けて対処する。

- 43 -



分　類

補修工法概要

分 類
補修工法概要

部材の部分交換工 部材取替え工

概　念　図

　部材が衝突などを受けて、比較的軽度の変形を生じた場
合に、部材を交換することなく、ガスバーナーを用いて現場
で損傷部を加熱し 機械的に曲げ加工することにより変形を

工法選定のポイント

　部材の一部分が腐食や衝突による変形などにより著しく損
傷した場合に、その部分を除去し、新しい部材を高力ボルト
または溶接により接合する。

加熱矯正工

●損傷した部材の除去時に、断面の欠損が生じるた
　め、橋梁全体の安全性を確認しておく。また、こ
　のとき応力が再配分されるため、補修周辺の応力
　は補修前より増大する。この安全性についても確
　認が必要である。

●代表的な部材の部分交換事例

●１次部材、２次部材によらず適用事例がある(２次部
　材の場合には全体交換工と比較する)。

●損傷断面の除去が、他の健全な部分に及ぼす影響を無視できない場合には、除去前に設材(支保
　工)により、仮受けするなど適切な措置を施す。

　　・桁端部の著しい腐食による主桁の部分補修
　　・衝突により損傷した主桁下フランジ、ウェブの部分補修
　　・概念図は腹板の部材欠損部を当て板で補った事例を示す

概　念　図

●侵部材の取り付け方法には、高力ボルトを使用する方法と現場溶接する方法がる。溶接接合は、
　溶接欠陥などの新たな欠陥が生じるおそれがあるため、高力ボルトを使用する方が望ましい。

加熱矯正工

で損傷部を加熱し、機械的に曲げ加工することにより変形を
もとに戻す。
概念図は、スタッドを使用しているが、矯正方法は状況に
よって適宜対応する。

●施工事例

　　・衝突などにより、鋼材に軽度の湾曲した変形が生じた場合
　　・鋼床版に重量物が落下し、軽度の凸型の変形を生じた場合

工法選定のポイント

●変形以外に亀裂やえぐり傷が生じた場合には、本工法によらずに部材交換工が望ましいが、本
　工法と現場溶接補修を併用して補修した事例もある。

●低強度の材質(ＳＳ４００、ＳＭ４００)に適してい
　る。熱処理によって強度を確保している高強度の材
　質は、加熱すると材料の特性が変わるため、本工法
　は適さない。

●加熱矯正の適正温度は、非調質鋼材の場合８５０～
　９５０°Ｃである。

●加熱するときには、応力の再配分が生じるため、損傷部周辺の部材の応力が増大する。応力の
　増大が無視できない場合には、仮設材(支保工)を用いて仮受けするなど適切な措置を施す。
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

工法選定のポイント

　鋼材に錆が発生した箇所をケレンし、補修塗装を施し、鋼
材の腐食を防止する。
 高品質の塗装を行うために、十分なケレンを行う必要があ
る。

●塗装の塗替え時期に満たないうちに、発錆箇所が橋梁全体に及ぶ場合には、以下の２通りの
　原因が考えられる。
　　①当初の塗装に不具合があった
　　②当初の塗装系が現地の環境に適切でなかった
　後者の場合には、現地環境に適合した塗装系に塗り替えなければならない。

●あらゆる発錆箇所に適用できるが、十分な作業スペ
　ースがない場合には代替工法についても検討する。

●発錆の原因を除去しないと再補修を余儀なくされる
　ため、適切な措置を施す。例えば、漏水が原因の場
　合には止水工を行った後、補修塗装工を行う。

補修塗装工 補修塗装工
概　念　図

十分な防水 漏水を招き 漏水箇所 鋼材 発錆 腐

●塗装材料の選定について
　海岸沿岸地域の塩害、重工業地帯の亜硫酸ガス等の発生箇所のように周辺環境条件の厳しい箇
　所では、環境条件に適合した重防食塗装を施すのがよい。

橋面防水工 橋面防水工
概　念　図

●桁端部の伸縮装置からの漏水事例が最も多い。伸縮
　装置は非排水型に変更し、漏水の見られる場合には
　早期に補修する。

●アスファルト路面切削を行う。

●排水装置の損傷が鋼材の腐食の原因となることもある。鋼桁に悪影響を及ぼす排水装置の損傷
　は早期に補修するのがよい。

●床版からの漏水が鋼材の腐食を招くこともあるの
　で、防水工のない床版には防水工を施す。

　不十分な防水は漏水を招き、漏水箇所の鋼材の発錆、腐
食の原因となるため、十分な防水工を施す。

工法選定のポイント

橋面防水工（地覆境界）
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要
同形式に交換 支承全体取り替え工

概　念　図
　支承の損傷が局部的ではなく、支承本来の支持または移
動機能が果たせない場合で、補修前の形式で構造的に不
具合が生じない場合に同形式の新しい支承に取替える

工法選定のポイント

　損傷が局所的で、損傷を受けた部品の補修、交換で済む
場合には部分補修を行う。

　・１本ローラー支承でのローラーのみの交換

　・上沓、下沓の拡幅

●部分取替え工の代表的な事例

支承部分補修工 支承部分補修工
概　念　図

　・支承板支承での上沓および支承板の交換

　・アンカーボルトナットのゆるみの締直し

　・移動制限装置の亀裂、破断部の補修

　・変形または破断した上沓の交換、またはソールプレートの補修

工法選定のポイント

●鋼製支承本体の圧壊、われにより支持機能が果た
　せない場合、腐食が大きく重要箇所で著しい断面
　欠損が生じている場合に多く選定される。

●剛橋の支承は上沓と桁とがボルト・ナットで結合されており、既設の上沓の取り替えが容易で
　あるのに対し、コンクリート橋で上沓のアンカーボルトが桁のコンクリート内部に埋め込まれ
　ている場合には、既設支承の撤去が容易ではない。

●損傷原因が支承形式に起因していないことが前提
　条件。

具合が生じない場合に同形式の新しい支承に取替える。

●支承を全体取り替えするときには主桁を仮受けする必要がある。支承の前面で仮受けする場合
　には、仮受けする位置の沓座縁端を拡幅する必要が生じることがあるので確認を行う。

●支承を全体取り替えする際には既設のアンカーボルトをできるだけ利用し、下部工の鉄筋を傷
　つけないようにはつって、新旧のアンカーボルトの接続を確実な方法で行う。
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

他形式に交換

●支承を全体取り替えするときには主桁を仮受けする必要がある。支承の前面で仮受けする場合
　には、仮受けする位置の沓座縁端を拡幅する必要が生じることがあるので確認を行う。

支承全体取り替え工
概　念　図

●他形式の支承に交換することにより既設計と支承条件が変わる場合には、損傷した支承のみの
　交換ではなく、同一支承線上の支承全てを交換する必要がある。また、以下の点に留意する。

●他形式の支承に交換する代表的な事例は、
　１本ローラー支承のローラーの脱落損傷
　→　支承板支承に交換

　・支承変更後の移動量と既遊間量の確認
　・可動、固定支承を反力分散支承（ゴム支承）に変更した場合には、各下部工が負担する反力
　　の分担が異なる可能性が高いため、下部工の断面、安定照査を実施

●損傷原因が支承形式に起因する場合に選定する。
工法選定のポイント

　支承の損傷が局部的ではなく、支承本来の支持または移
動機能が果たせず、かつ、補修前の形式では損傷の原因を
除去できず将来同様の損傷が発生すると想定される場合に
他形式の支承に取替える。

モルタル打ち換え工 モルタル打ち換え工
概　念　図

　桁仮受け、ジャッキアップを行い、破損した沓座モルタルを
は り 無収縮モルタルを打設する

●モルタルの破損は、支承の機能障害（腐食）が原因で発生する場合があるため、合わせて支
承
　の確認も行う。

●モルタルの破損した箇所のアンカーボルトが発錆し
　ている場合には、アンカーボルトの補修も合わせて
　行う。

●モルタル内部に高さ調整用の鋼材がある場合には、その腐食がモルタルの破損の原因となる
　ため、鋼材を取り除いてモルタルを打設するのがよい。

はつり、無収縮モルタルを打設する。

工法選定のポイント
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要
亜鉛溶射工 支承防錆工

概　念　図
　支承高が低く、人力によるケレンが不可能でもブラストによ
る完全なケレンが可能。

亜鉛及び亜鉛アルミニウム合金の溶射皮膜に浸透性エポ

●ケレンおよび塗装作業が可能なスペースが確保でき
　ることが条件。

●腐食により支承の可動機能が損なわれている場合に
　は潤滑剤の注入を併せて行う。

補修塗装工 支承防錆工
概　念　図

工法選定のポイント

　錆が発生した箇所をケレンした後、補修塗装を支承の外面
に施し、支承の腐食を防止する。

工法選定のポイント

　亜鉛及び亜鉛アルミニウム合金の溶射皮膜に浸透性エポ
キシ樹脂でコーティング塗装を行うので防錆効果は普通塗
装より優れるがコストは高い。

●腐食により支承の可動機能が損なわれている場合に
　は潤滑剤の注入を併せて行う。

●経年または伸縮装置からの漏水の侵入および塵埃の
　堆積による腐食に有効。

●ブラストにてケレンを行うため、支承高が低く人力
　によるケレンが不可能な場合でも適用可能。
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

　・破損した取り付けボルトの交換
　・剥離したボルトホール充填材の再充填
　・剥離した簡易剛製ジョイントのゴム部分の交換
　・剛製フィンガージョイントの溶接亀裂の補修

同形式に交換 伸縮装置全体取り替え工

　部分補修工で補修できない場合には伸縮装置全体を新し
いものと交換する。補修前の形式で不具合がなく寿命により
交換が必要な場合には、同形式の伸縮装置に交換すること
が多い。

伸縮装置部分補修工 伸縮装置部分補修工
概　念　図

●伸縮装置の代表的な部分補修事例
工法選定のポイント

　伸縮装置の損傷が局部的で伸縮装置全体に及ばず、部
品の補修・交換ですむ場合には部分補修を行う。

概　念　図

●全体取り替え工は伸縮装置のブロック毎に行い、全幅員にわたって取り替える必要はない。

●全体取り替え工を実施する場合には、後打ち部の打ち換え工を併せて実施する。

工法選定のポイント
●全体取り替え工を実施する場合には、事前に必ず遊
　間量・伸縮量をチェックする。補修前の伸縮装置が
　求められた遊間量・伸縮量の適正範囲内であれば同
　形式の伸縮装置に交換しても問題ない。

●補修時における伸縮量の算定には、施工誤差、乾燥
　収縮、クリープの影響は考慮しないでよい。
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分 類
補修工法概要

分 類
補修工法概要

●全体取り替え工は伸縮装置のブロック毎に行い、全幅員にわたって取り替える必要はない。

●全体取り替え工を実施する場合には、後打ち部の打ち換え工を併せて実施する。

概　念　図
　伸縮装置を固定するために、遊間の両側には後打ち材が
打設されている 後打ち材に ひびわれや剥離が見られた

後打ち材打ち換え工 後打ち材打ち換え工

●他形式に交換した事例
　・突合わせ型ゴムジョイントは脱落しやすいため、埋設型または荷重支持型ゴムジョイントに交換

●補修時いおける伸縮量の算定には、施工誤差、乾燥
　収縮、クリープの影響は考慮しないでよい。

●伸縮量に対して遊間がおおきすぎる場合には、床版端部の補修も検討する。また伸縮量が小さい
　場合には埋設型への変更について検討する。

他形式に交換 伸縮装置全体取り替え工
概　念　図

●全体取り替え工を実施する場合には、事前に必ず遊
　間量・伸縮量をチェックする。補修前の伸縮装置が
　求めたれた遊間量・伸縮量の適正範囲外であれば適
　正範囲に合致した他形式の伸縮装置に交換する。

工法選定のポイント

　部分補修工で補修できない場合には伸縮装置全体を新し
いものと交換する。補修前の形式では不具合のある場合に
は、他形式の伸縮装置に交換する。

●後打ち材の打ち換えは、損傷箇所を過小に限定すると再び補修が必要となるので、できるだけ幅
　広く打ち変えてしまうのがよい。

●後打ち材の材料には樹脂コンクリート、樹脂モルタ
　ル、コンクリート、モルタルなどが使用されている
　が、補修時には早期に交通供用する必要があるた
　め、超即硬コンクリートが用いられる。

打設されている。後打ち材に、ひびわれや剥離が見られた
場合には、既設の後打ち材をはつりとり、ブラストを行って、
後打ち材の打ち換えを打つ。

工法選定のポイント
●後打ち部の損傷を放置しておくと、伸縮装置の固定
　部が損傷し、伸縮装置全体に損傷が拡大するおそれ
　があるため、早期に補修するのがよい。

後打ち部はつり

打ち換え

- 50 -



分 類
補修工法概要

●非排水化の方法として交通規制を必要としない工法についても検討する。
　（「簡易な延命化の事例　伸縮装置の非排水化の事例」を参考）

非排水化 非排水化
概　念　図

工法選定のポイント

　古いタイプの鋼製フィンガージョイントは、ジョイントの下に
排水樋を設けた形式が多いが、土砂などの堆積により十分
な排水ができず、支承周りや下部工の損傷原因となりやすい
ため、遊間にバックアップ材、弾性シール材を充填して非排
水化するのが望ましい。

●弾性シール材を注入する工法では、交通規制が必要なため、完成長の８５％に圧縮した成型止
　水材をジョイント下方から押し込み、交通規制しないで施工した事例もある。

●非排水化の構造にはステンレス樋タイプとウェブ
　タイプの２通りがある。

●バックアップ材には、ポリウレタン系、ポリエチ
　レン系などが使用されるが、最近は高弾性ウレタ
　ンフォームが多く用いられる。

●最近は、弾性シール材の上部に発泡ゴムを設けて、シール材の飛び出しを防止する構造がとら
　れている。
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§３　補修工法選定比較表例

（1）床版補強
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４－１．概要 

 

橋梁の劣化の多くは、水の供給によるところが大きい。劣化損傷の例として、コンクリー

ト部材の塩害やＡＳＲおよび内部鋼材の腐食、鋼部材の腐食などが挙げられる。つまり、水

の供給を断つことで劣化の進展を抑制することが可能である。特に支承周辺施設においては、

伸縮装置からの漏水や沓座上の土砂堆積などにより腐食環境となり易く、伸縮装置や支承な

どと共にけた端部や下部工といった本体構造の劣化の進展を助長することになる。 

本章では、既設橋梁延命化の一環として、現場で簡易に対応可能な処置について紹介する。 

 

簡易な延命化対策として、以下の４項目について紹介する。 

・支承周辺の対策 

・水切りの設置 

・排水桝の洗浄 

・伸縮装置の清掃 

 

 

 

 

 

 

 

§４．簡易な延命化対策手法 
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１）対策方法 

 

① 支承周辺に土砂やゴミが堆積している場合には、支承部の機能維持を目的として、清掃を

行う。 

 また、足場が設置されている場合や橋梁点検時には、支承周りの清掃を組み込む事を検

討する。 

② 沓座面の滞水がある場合は、沓座面に適度な排水勾配を設置する。 

③ 遊間部からの漏水がある場合、雨樋を設置し、支承への直接的な流入を避ける。また、鋼

橋ですでに桁端部が腐食している場合は、桁端部の部分塗装と合わせて雨樋の設置が有効

である。 

④ 伸縮装置取り替え工事完了時後には、支承周りの清掃を確実に実施する。 

 

支承周辺の土砂詰まりは、道路線形や上部工形式（片持ち部長さの大小など）によって

異なるが、一般に伸縮装置が設置される可動支点部で、しかも端支点部で著しい。それは、

伸縮装置部の非排水構造の不良（または無し）により橋面や土工部の路面から雨水ととも

に流入し堆積するためである。また、砂塵が風により飛散した場合でも湿潤状態の著しい

可動支点部に堆積しやすい。 

支承周辺に堆積する土砂は、支承機能の劣化や腐食を進行させるのみならず、支承に発

生した重大な損傷を目視で確認できなくなるため、土砂詰まりが発見された場合は早急に

清掃する必要がある。 

また、足場が設置されている場合は、支承周りの清掃が容易に行えるため、その工事に

合わせて支承周りの清掃を組み込むことが望ましい。 

 

足場が設置される工事としては、以下に示す工事が考えられる。 

 ・落橋防止装置の設置工事 

 ・沓座拡幅工事 

 ・塗装工事 

 ・橋梁点検時 

※支承周辺に土砂が堆積していると支承の点検ができなくなるため、橋梁点検の前には、

支承周辺の清掃を行う必要があると考えられる。 

 

 

４－２．支承周辺の対策 
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２）対策事例 

 （１）支承周辺の清掃 

対策概要 概要図・写真 

 

 土砂詰まりは、支承周りで発生する。 

 土砂詰まりに雨水が滞水し、鋼部材の

腐食の原因となる。 

 

 右写真のような状況の場合には支承、

の機能維持のため、速やかに清掃作業を

行うことが望ましい。 

  

 

 

注意点 

足場が設置されている場合は、支承周

りの清掃が容易に行えるため、その工事

に合わせて支承周りの清掃を組み込むこ

とが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支承周りの土砂詰まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支承周りの足場工 

 

 
※上記写真は、落橋防止装置設置工事の時に施工した足

場工。このような容易に沓座に登れる時に合わせて清

掃を行うことが望まれる。 
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 （２）遊間部水処理の事例 

対策概要 概要図・写真 

 

鋼部材の腐食は一般的に桁端部に集

中して発生する場合が多い。桁端部では

湿気の多い箇所、排水管や床版からの漏

水箇所のように特定の場所に集中的に

腐食することが多く、局部的に板厚が減

少し極端な場合には断面欠損する例も

ある。 

 

これらの対策の一例として、右写真の

ような事例がある。伸縮装置からの排水

を後付けの樋でうけ、極力沓座面への滞

水を防止する方法である。主桁に沿って

流れ込む雨水は簡単なプレートを設置

し、樋へ導いている。 

 

合わせて沓座面の土砂詰まり等の清

掃も定期的に行うことで、効果的とな

る。 

 

 

注意点 

上記の方法は、簡易な延命化対策であ

り、別途恒久対策として伸縮装置の非排

水化が必要である。 

また、後付けの樋に堆積する土砂のこ

まめな清掃が必要となる。 

 

 

 

 

 

※主桁端部がすでに腐食している場

合は、上記対策工と合わせて桁端部

の部分塗装が有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伸縮装置からの漏水対策例 
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（３）伸縮装置の非排水化の事例 

対策概要 概要図・写真 

 

前項でも記したが伸縮装置からの漏水

は、支承や桁端部の損傷の原因となるた

め、伸縮装置の非排水化は、有効な延命

化対策であると考えられる。 

 

既設のフィンガージョイントを非排水

化にする場合は、伸縮装置の取替えを橋

面から行うため交通規制が必要となる。 

 

右図に示す伸縮装置は、伸縮装置下面

よりの施工となるため、交通規制が発生

しない工法である。 

 

伸縮装置の非排水化は有効な延命化対

策であるため、交通規制をする事ができ

ない橋梁などは、右図に示す工法などが

ある。 

 

 

右図製品は、NETIS 登録製品の一例で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非排水性伸縮装置構造図 

作業フロー 

⑥伸縮材の挿入 ⑤接着剤塗布 ④止水材圧縮 

③プライマー塗布 ②止水材搬入 ①下地処理（ケレン・洗浄） 

⑦下面・地覆端部コーキング処理 ⑧支持金具取付 ⑪施工完了 

⑨止水ゴムパッキン取付 

⑩養生・清掃 
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 １）対策方法 

 

 床版側面から回り込んで来る雨水や伸縮装置からの漏水によるコンクリートの劣

化対策（鉄筋の腐食防止対策）として水切りの設置が有効である。 

 簡易な延命化対策として、以下の３案が考えられる。 

  ・ 張り出し床版端部の水切りの設置 

  ・ 床版橋における主版端部の水切りの設置 

  ・ 橋脚側面の水切りの設置 

 

  雨水が回り込んで来る部分は、雨水がコンクリート内に進入し鉄筋が腐食しかぶ

りコンクリートが剥離し落下する事が考えられる。 

  この場合構造的な問題の他に第三者の被害も考えられる。対応策として水切りの

設置は、有効である。 

 

・ 張り出し床版端部の水切りの設置 

  張り出し床版部には、床版側面から回り込んで来る雨水により張り出し床版下面

のかぶりコンクリートの剥離が見られる。 

  その対策として水切りを設置する。 

・ 床版橋における主版端部の水切りの設置 

  柱式の橋脚で支持されている中空床版橋（掛け違い部）などは、伸縮装置から回

り込んで来る雨水により主版端部のかぶりコンクリートの剥離が見られる。 

  その対策として水切りを設置する。 

・ 橋脚側面の水切りの設置 

  掛け違いの橋脚部は、伸縮装置から回り込んで来る雨水により橋脚梁下面や柱側

面のかぶりコンクリートの剥離が見られる。また、漏水部のよごれも見られる。 

  その対策として水切りを設置する。 

 

４－３．水切りの設置 
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２）対策事例 

 （１）床版部後付け型水切り設置の事例 

対策概要 概要図・写真 

【既製品による対策方法】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

床版部の水切り対策例 

床版の水切りは、内側に切り込む構造

であるため、鉄筋のかぶりが薄くなって

いる。このため、鉄筋が錆びやすく、鉄

筋の腐食膨張により、コンクリートのひ

びわれ、剥落が発生する。 

 

この対策として、右下図のような後付

け型の水切りを設置することが考えられ

る。 

 

 

注意点 

水切りは、床版先端付近への設置が効

果的である。 
 

 

【現場対応の対策方法】  

 

既設橋の床版に水切りが設置されてい

ない場合や、すでに損傷が発生している

場合は、水切りとして床版下面に山形鋼

を設置する方法が考えられる。 

右写真に事例を示す。 

片持ち床版下面の損傷対策として有効

であると考えられる。 

 

注意点 

水切りは、床版先端付近への設置が効

果的である。また、防錆対策が必要であ

る。 

 
 

 概要図 

水切り

床版

水切り
鉄筋

床版

鉄筋膨張による
ひび割れ

鉄筋錆

床版

鉄筋補修
後付け水切り

⇒
⇒
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 （２）下部工後付け型水切り設置の事例 

対策概要 概要図・写真 

 

伸縮装置部の非排水構造の不良によ

り、橋脚上面に雨水が流入し沓座面に漏

水が発生し、沓座面⇒梁下面⇒柱側面へ

と広がっていく。 

この漏水により、橋脚側面の汚れやコ

ンクリート表面の剥離が発生すると考え

られる。 

 

対策工法として、橋脚梁下面に水切り

を設置する方法が考えられる。 

 

右写真に事例を記す。 

 

 

注意点 

水切りは、梁先端付近への設置が効果

的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※上記写真は、面木による対策であるが、前項の床版の

ように山形鋼を使用することも可能である。 

 

 

 

 

水切りを設置する事により梁下面の
漏水が止まっている状態が確認でき
る。
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１）対策方法 

 

排水桝に土砂やゴミが堆積している場合には、橋面排水の機能維持を目的として、

清掃を行う。 

 

橋梁の排水桝が詰まっていると、橋面上に雨水が滞水した状態となり、道路機能

を阻害するとともに、橋梁の耐久性を損なう腐食の原因となる。 

排水装置の損傷では、損傷箇所がはっきりと確認できないため、対策への着手を

遅らせる場合が多い。しかし、漏れた水が他の損傷の原因になることを考えると、

決しておろそかにできる項目ではない。 

また、配水管の損傷部や短いスラブドレーンからの水の影響で、鋼材が腐食する

場合がある。 

 

排水装置の土砂詰まりは、下記に示すような床版損傷の原因となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４．排水桝の洗浄 

土砂詰まり 

床版 

舗装 

雨水の流入 

排水管 

図 4-1 床版の損傷例のメカニズム 

   （排水桝と床版コンクリートの境界から床版内への流入） 

ひび割れ 
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２）対策事例 

対策概要 概要図・写真 

 

橋梁の排水桝が詰まっていると、橋面

上に雨水が滞水した状態となり、道路機

能を阻害するとともに、橋梁の耐久性を

損なう腐食の原因となる。 

排水装置の損傷では、損傷箇所がはっ

きりと確認できないため、対策への着手

を遅らせる場合が多い。しかし、漏れた

水が他の損傷の原因になることを考える

と、決しておろそかにできる項目ではな

い。 

 

 

注意点 

 対策としては、右写真のような高圧洗

浄水による処理が考えられるが、排水管

に過大な力が作用することが予想させる

ため、注意が必要である。 

  

参考費用：国土交通省土木工事積算基準

書Ⅳ-3-⑮-10 橋梁附属物清掃工 に歩

掛り有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
排水桝の土砂詰まりと洗浄の様子 
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１）対策方法 

 

伸縮装置に土砂やゴミが堆積している場合には、伸縮装置の機能維持を目的とし

て、清掃を行う。 

 

伸縮装置に堆積する土砂は、伸縮装置の機能の低下や腐食を進行させるのみなら

ず、支承などの他部材に悪影響を与える事が考えられるため、土砂詰まりが発見さ

れた場合は清掃を行う。 

 

２）対策事例 

 対策概要 概要図・写真 

 

 土砂詰まりは、伸縮装置で発生する。 

 土砂詰まりに雨水が滞水し、鋼部材の

腐食の原因となる。 

 

 右写真のような状況の場合には伸縮装

置の機能維持のため、速やかに清掃作業

を行うことが望ましい。 

  

 

 

 

 

 

 

参考費用：国土交通省土木工事積算基準

書Ⅳ-3-⑮-10 橋梁附属物清掃工 に歩

掛り有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
伸縮装置の土砂詰まり 

 

 

４－５．伸縮装置の清掃 
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 １）その他の参考事例の紹介 

（１）橋梁の簡易洗浄工法 

対策概要 概要図・写真 

 

沓座面や支承及び排水桝の洗浄は、有効

な延命化対策であると考えられる。 

 

右図に示す清掃装置は、河川内から清掃

用の水をポンプアップして洗浄するため、

洗浄装置を小型軽量化する事ができる。 

よって、交通規制による影響を最小限度

に抑える事ができる工法である。 

橋梁構造物などを対象に、堆積土砂や飛

来塩分などによる局部劣化を防止する目

的で使用する。 

 

 

注意点 

洗浄に伴う水処理について問題が生じ

ないように河川管理者及び環境担当者と

の協議が必要となる。 

 

右図工法は、NETIS 登録工法の一例であ

る。（登録番号：HR-070021-A） 

参考費用：15、300 円/1橋台 

（平成 23 年 7月時点）

 

 
 

 
 

簡易な洗浄工法の例 

 

 

（２）桁洗浄マニュアル 

 

東北地整、北陸地整では、塩害による鋼

橋の損傷が顕著であるため、既設橋梁の長

寿命化対策として、「桁洗浄のマニュアル

化」に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
桁洗浄による対策例 

 

４－６．その他 
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調査、補修・補強工法のうちで、NETIS に登録されている新技術・新工法について数例を

紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§５．新技術・新工法 

工種 技術名称 NETIS登録　No

小径コア採取 ソフトコアリングシステム KT-050025-V

浸透性吸収防止剤「マジカルリペラｰ」 TS-030006-V

鉄筋腐食抑制工法「プロテクトシルCIT」 HR-060004-V

ニュースパンガード QS-100008-A

コンクリート改質剤「CS-21」 CB-020055-A

コンクリート改質保護材「ｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛﾃｸﾄ」 CB-040030-A

RCGインナーシール KK-100013-A

ASR対策 ASRリチウム工法 KK-010026-A

鉄筋防錆 犠牲陽極工材「ｶﾞﾙﾊﾞｰｼｰﾙﾄﾞ工法」 CB-020037-A

表面含浸材（シラン系）

表面含浸材（ケイ酸塩系）
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く

り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

2
0
11

.0
9
.2

1
現

在

技
術

名
称

ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

事
後

評
価

済
み

技
術

(2
0
11

.0
1
.1

6
)

登
録

N
o.

K
T

-0
5
00

2
5-

V

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

有

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：
2
0
06

.1
1
.2

2

副 題
①

小
径

コ
ア

に
よ

る
土

木
構

造
物

の
調

査
技

術
「ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

②
小

径
コ

ア
に

よ
る

既
存

建
築

構
造

物
の

強
度

調
査

法
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

区 分
シ

ス
テ

ム

分
 類

1
調

査
試

験
－

構
造

物
調

査
－

耐
久

性
等

調
査

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

対
し

て
圧

縮
強

度
、

塩
化

物
イ

オ
ン

量
な

ら
び

に
中

性
化

深
さ

を
測

定
す

る
技

術
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

既
存

構
造

物
に

対
し

て
構

造
体

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
推

定
す

る
技

術
②

従
来

は
ど

の
よ

う
な

技
術

で
対

応
し

て
い

た
の

か
?

直
径

1
0
0
m

m
標

準
コ

ア
に

よ
る

調
査

法
③

公
共

工
事

の
ど

こ
に

適
用

で
き

る
か

?
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
調

査
診

断
に

適
用

で
き

る
。

④
直

径
2
5
m

m
程

度
の

小
径

コ
ア

に
よ

っ
て

、
圧

縮
強

度
、

塩
化

物
イ

オ
ン

量
な

ら
び

に
中

性
化

深
さ

を
直

径
1
0
0
m

m
の

標
準

コ
ア

と
同

等
な

精
度

で
試

験
で

き
る

調
査

技
術

⑤
通

常
の

直
径

1
0
0
m

m
コ

ア
の

採
取

が
困

難
な

場
合

や
、

コ
ア

採
取

に
よ

っ
て

構
造

物
の

損
傷

を
軽

微
に

留
め

た
場

合
に

非
常

に
有

効
な

方
法

で
あ

る
。

標
準

コ
ア

と
小

径
コ

ア
の

比
較

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

圧
縮

強
度

・
中

性
化

深
さ

・
塩

化
物

イ
オ

ン
量

の
測

定
に

関
し

て
、

直
径

1
00

m
m

コ
ア

を
用

い
て

評
価

す
る

方
法

を
、

直
径

2
5
m

m
の

小
径

コ
ア

を
用

い
て

評
価

す
る

方
法

に
し

た
。

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

構
造

物
の

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
の

推
定

に
関

し
て

、
直

径
1
00

m
m

コ
ア

を
用

い
て

評
価

す
る

方
法

を
、

直
径

2
0m

m
程

度
の

小
径

コ
ア

を
用

い
て

評
価

す
る

方
法

に
し

た
。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
の

メ
リ

ッ
ト

は
何

か
?)

・
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

か
ら

の
コ

ア
採

取
に

よ
る

損
傷

を
非

常
に

軽
減

で
き

る
。

・
コ

ア
採

取
後

の
補

修
も

容
易

で
あ

る
。

・
構

造
体

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
直

接
的

に
評

価
で

き
る

。
・
配

筋
が

過
密

な
柱

・
梁

等
の

主
要

構
造

部
材

の
強

度
推

定
が

可
能

で
あ

る
。

小
径

コ
ア

適
用

条
件

①
自

然
条

件
多

少
の

降
雨

で
あ

れ
ば

問
題

は
な

い
。

た
だ

し
、

土
砂

降
り

の
よ

う
な

場
合

に
は

電
動

コ
ア

ド
リ

ル
を

使
用

す
る

の
で

、
安

全
上

調
査

し
な

い
方

が
良

い
。

②
現

場
条

件
作

業
足

場
が

必
要

で
そ

の
足

場
を

設
置

で
き

な
い

よ
う

な
部

位
で

は
、

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
よ

り
コ

ア
を

採
取

で
き

な
い

。
③

技
術

提
供

可
能

地
域

技
術

提
供

地
域

に
つ

い
て

は
制

限
無

し
④

関
係

法
令

等
特

に
な

し

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

・
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

4
0
m

m
以

下
の

川
砂

利
、

砕
石

等
の

天
然

骨
材

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
適

用
範

囲
と

す
る

。
・
圧

縮
強

度
測

定
法

は
、

高
さ

と
直

径
の

比
が

2.
0
程

度
の

円
柱

供
試

体
を

用
い

、
か

つ
推

定
圧

縮
強

度
が

1
0
N

/
m

m
2
～

7
0N

/
m

m
2

の
場

合
を

適
用

範
囲

と
す

る
。

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

・
設

計
図

書
等

の
調

査
資

料
に

よ
り

推
定

さ
れ

る
実

強
度

が
8
0
N

/
m

m
2
以

下
の

普
通

コ
ン

ク
リ

ー
ト

お
よ

び
軽

量
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

適
用

す
る

。
・
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
を

2
5
m

m
以

下
と

す
る

。
・
コ

ア
の

直
径

は
1
8m

m
か

ら
2
6
m

m
の

範
囲

と
す

る
。

・
コ

ア
の

高
さ

と
直

径
の

比
は

1
.5

倍
か

ら
2.

2
倍

の
範

囲
で

あ
る

が
、

2
倍

を
原

則
と

す
る

。
②

特
に

効
果

の
高

い
適

用
範

囲
・
過

密
配

筋
で

、
コ

ア
採

取
に

よ
り

鉄
筋

の
切

断
が

懸
念

さ
れ

る
場

合
・
柱

、
梁

か
ら

コ
ア

を
採

取
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
対

象
構

造
物

が
適

用
範

囲
の

強
度

と
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
の

範
疇

を
超

え
て

い
る

場
合

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」
:建

設
技

術
審

査
証

明
報

告
書

(建
技

審
証

第
0
3
17

号
)

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」
:建

築
物

等
の

保
全

技
術

・
技

術
審

査
証

明
報

告
書

(審
査

証
明

第
0
0
05

号
)

留
意

事
項

①
設

計
時

・
土

木
構

造
物

の
強

度
推

定
は

、
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
を

適
用

す
る

。
・
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
の

適
用

範
囲

は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
4
0m

m
以

下
の

川
砂

利
、

砕
石

等
の

天
然

骨
材

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
あ

る
こ

と
に

留
意

す
る

。
・
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
に

よ
る

推
定

圧
縮

強
度

の
範

囲
は

、
1
0
～

7
0
N

/
m

m
2
で

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
。

・
建

築
構

造
物

の
強

度
推

定
は

、
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
を

適
用

す
る

。
・
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
の

適
用

範
囲

は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
2
5
m

m
以

下
の

川
砂

利
、

砕
石

等
の

天
然

骨
材

を
用

い
た

普
通

コ
ン

ク
リ

ー
ト

あ
る

い
は

軽
量

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
あ

る
こ

と
に

留
意

す
る

。
・
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
は

、
推

定
さ

れ
る

実
強

度
が

8
0
N

/
m

m
2
以

下
の

普
通

コ
ン

ク
リ

ー
ト

お
よ

び
軽

量
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

適
用

す
る

。
②

施
工

時
・
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
協

会
に

よ
る

講
習

を
修

了
し

た
協

会
員

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
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・
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」
は

、
建

設
技

術
審

査
証

明
報

告
書

 土
木

系
材

料
・製

品
・
技

術
(建

技
審

証
 第

0
3
17

号
)小

径
コ

ア
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

調
査

技
術

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
「
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

」に
基

づ
い

て
適

正
な

管
理

状
態

の
も

と
で

行
う

。
・
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」
は

、
建

築
物

の
保

全
技

術
・
技

術
審

査
証

明
報

告
書

(審
査

証
明

第
0
0
0
5
号

)既
存

構
造

物
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

調
査

法
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
「
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

」に
基

づ
い

て
適

正
な

管
理

状
態

の
も

と
で

行
う

。
・
圧

縮
強

度
試

験
に

お
い

て
、

コ
ア

の
表

面
状

況
を

確
認

し
、

粗
骨

材
の

弛
み

や
大

き
な

空
隙

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

試
験

用
の

コ
ア

供
試

体
と

す
る

。
・
圧

縮
強

度
試

験
の

際
、

小
径

コ
ア

の
破

壊
形

状
は

4
つ

に
分

類
さ

れ
る

。
異

常
値

の
棄

却
検

定
の

際
に

、
参

考
と

な
る

の
で

破
壊

形
状

の
パ

タ
ー

ン
を

記
録

し
て

お
く

。
③

維
持

管
理

等
特

に
な

し
④

そ
の

他
特

に
な

し

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

直
径

1
0
0
m

m
標

準
コ

ア
に

よ
る

調
査

法

項
  

目
活

用
の

効
果

比
較

の
根

拠

経
済

性
向

上
( 

%
)

同
程

度
低

下
( 

%
)

C
(+

)
コ

ア
本

数
が

増
え

る
ほ

ど
採

取
あ

と
の

復
旧

費
用

が
安

価
に

な
る

か
ら

工
 

程
短

縮
( 

%
)

同
程

度
増

加
( 

%
)

コ
ア

1
本

当
た

り
の

採
取

長
は

短
い

が
、

採
取

数
量

が
多

い

品
 

質
向

上
同

程
度

低
下

コ
ア

採
取

に
よ

る
構

造
物

の
損

傷
度

が
小

さ
い

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

採
取

コ
ア

の
質

量
が

軽
い

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

採
取

コ
ア

の
大

き
さ

が
小

さ
い

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下
採

取
時

の
排

水
が

少
な

い

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)

採
取

す
る

コ
ア

の
寸

法
が

小
さ

い
の

で
、

過
密

配
筋

の
部

材
か

ら
も

採
取

で
き

る
こ

と
、

構
造

物
に

与
え

る
損

傷
を

軽
微

に
で

き
る

こ
と

、
簡

易
な

機
械

に
よ

り
容

易
に

コ
ア

を
採

取
で

き
る

こ
と

、
コ

ア
採

取
跡

の
補

修
が

容
易

で
あ

る
こ

と
等

の
特

徴
を

有
し

て
い

る
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
発

散
型

：
Ｃ

(＋
)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
1

単
位

調
査

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
5
0
0
00

0
円

5
0
0
0
0
0円

0
％

工
程

3
日

3
日

0
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

圧
縮

強
度

及
び

中
性

化
試

験
小

径
コ

ア
1

調 査
5
0
0
00

0
円

5
0
0
0
00

円

小
径

コ
ア

1
2
本

採
取

、
採

取
後

の
補

修
、

試
験

結
果

報
告

書
と

諸
経

費
含

む

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

圧
縮

試
験

お
よ

び
中

性
化

試
験

標
準

コ
ア

1
調 査

5
0
0
00

0
円

5
0
0
0
00

円

標
準

コ
ア

6
本

採
取

、
採

取
後

の
補

修
、

試
験

報
告

書
お

よ
び

諸
経

費
含

む

特
許

・
実

用
新

案

種
  

類
特

許
の

有
無

特
許

番
号

特
  

許
有

り
出

願
中

出
願

予
定

無
し

3
06

7
0
1
6

特
 許

 詳
 細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
 考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

（
財

）
土

木
研

究
セ

ン
タ

ー

番
  

 号
0
3
1
7

証
明

年
月

日
2
0
0
3
.1

2
.1

9

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p:
/
w

w
w

.p
w

rc
.o

r.
jp

/

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称
民

間
開

発
建

設
技

術
の

審
査

証
明

番
  

 号
B

C
J
-審

査
証

明
-
7
3

証
明

年
月

日
2
0
0
5
.0

4
.2

7

証
明

機
関

日
本

建
築

セ
ン

タ
ー

証
明

範
囲

依
頼

者
よ

り
提

出
さ

れ
た

開
発

の
趣

旨
、

開
発

目
標

に
対

し
て

設
定

さ
れ

た
確

認
方

法
に

よ
り

確
認

し
た

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p:
/
w

w
w

.b
c
j.o

r.
jp

/

評
価

・
証

明
項

目
と

結
果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

圧
縮

強
度

の
測

定
精

度
(ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
)

構
造

部
材

を
模

擬
し

た
小

型
ブ

ロ
ッ

ク
供

試
体

お
よ

び
L
型

擁
壁

を
模

擬
し

た
実

大
試

験
体

よ
り

直
径

2
5
m

m
の

小
径

コ
ア

お
よ

び
直

径
1
0
0
m

m
コ

ア
を

採
取

し
て

圧
縮

強
度

試
験

を
行

う
。

実
験

結
果

に
基

づ
き

、
小

径
コ

ア
の

試
験

結
果

か
ら

直
径

1
0
0
m

m
コ

ア
の

圧
縮

強
度

を
推

定
す

る
補

正
式

を
導

出
し

、
統

計
解

析
に

基
づ

い
て

推
定

精
度

の
検

証
を

行
う

。

実
験

結
果

に
よ

れ
ば

、
直

径
2
5m

m
の

小
径

コ
ア

供
試

体
の

圧
縮

強
度

の
平

均
値

か
ら

2
N

/
m

m
2
を

減
じ

れ
ば

直
径

1
0
0
m

m
の

コ
ア

供
試

体
の

強
度

に
換

算
で

き
、

ま
た

、
通

常
の

構
造

物
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

の
一

般
的

な
ば

ら
つ

き
の

範
囲

で
は

、
小

径
コ

ア
供

試
体

6
本

に
よ

る
圧

縮
強

度
の

推
定

精
度

、
直

径
1
0
0
m

m
コ

ア
供

試
体

3
本

に
よ

る
推

定
精

度
と

同
等

で
あ

っ
た

。
す

な
わ

ち
、

直
径

2
5m

m
の

小
径

コ
ア

供
試

体
を

用
い

て
も

、
供

試
体

の
本

数
を

適
切

に
選

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
直

径
1
0
0
m

m
の

コ
ア

供
試

体
を

用
い

る
方

法
と

同
等

の
精

度
が

得
ら

れ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

塩
化

物
イ

オ
ン

量
の

測
定

精
度

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

C
+
)

塩
化

物
イ

オ
ン

量
を

0
.2

～
2
.4

kg
/
m

3に
変

化
さ

せ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

供
試

体
(高

さ
6
00

×
幅

9
00

×
厚

さ
2
00

m
m

)を
作

製
し

、
そ

れ
よ

り
採

取
し

た
直

径
2
5
m

m
の

小
径

コ
ア

お
よ

び
直

径
1
00

m
m

コ
ア

を
採

取
し

、
そ

れ
ぞ

れ
を

長
さ

2
0m

m
に

切
断

し
て

全
塩

化
物

イ
オ

ン
量

を
測

定
す

る
。

得
ら

れ
た

結
果

を
統

計
解

析
し

、
小

径
コ

ア
で

の
測

定
精

度
を

検
証

す
る

。

実
験

結
果

か
ら

、
直

径
2
5
m

m
の

小
径

コ
ア

供
試

体
を

用
い

て
も

、
試

料
の

本
数

ま
た

は
質

量
を

適
切

に
選

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
直

径
1
00

m
m

の
コ

ア
供

試
体

を
用

い
る

方
法

と
同

等
の

測
定

精
度

が
得

ら
れ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

中
性

化
深

さ
の

測
定

精
度

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

C
+
)

直
径

2
5m

m
の

小
径

コ
ア

お
よ

び
直

径
1
0
0
m

m
コ

ア
を

実
構

造
物

か
ら

採
取

し
、

小
径

コ
ア

で
は

そ
の

側
面

で
、

直
径

1
0
0
m

m
コ

ア
で

は
割

裂
面

で
中

性
化

深
さ

を
測

定
す

る
。

得
ら

れ
た

結
果

を
統

計
解

析
し

、
小

径
コ

ア
で

の
測

定
精

度
の

検
証

を
行

う
。

実
験

結
果

か
ら

、
直

径
2
5
m

m
の

小
径

コ
ア

供
試

体
を

用
い

て
も

、
中

性
化

深
さ

を
5

点
以

上
測

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
直

径
1
0
0
m

m
の

コ
ア

供
試

体
を

用
い

る
方

法
と

同
等

の
精

度
が

得
ら

れ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

直
径

2
0
m

m
程

度
の

小
径

コ
ア

供
試

体
の

圧
縮

強
度

か
ら

、
実

験
式

を
用

い
て

補
正
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構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
の

推
定

精
度

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

)

水
セ

メ
ン

ト
比

、
骨

材
種

類
の

異
な

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
及

び
コ

ア
の

採
取

方
法

に
関

す
る

性
能

確
認

実
験

、
現

場
検

証
実

験
を

行
い

、
推

定
精

度
の

検
証

を
行

う
。

す
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

の
直

径
1
0
0
m

m
の

コ
ア

供
試

体
圧

縮
強

度
に

よ
る

推
定

法
と

同
程

度
の

精
度

で
、

構
造

物
の

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
を

推
定

で
き

る
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。

構
造

物
に

与
え

る
損

傷
度

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

)

水
セ

メ
ン

ト
比

、
骨

材
種

類
の

異
な

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
及

び
コ

ア
採

取
方

法
に

関
す

る
性

能
確

認
実

験
、

現
場

検
証

実
験

に
よ

り
損

傷
度

を
検

証
し

た
。

構
造

物
か

ら
直

径
2
0
m

m
程

度
の

小
径

コ
ア

供
試

体
を

採
取

す
る

こ
と

に
よ

り
、

従
来

の
直

径
1
0
0
m

m
の

コ
ア

供
試

体
に

比
べ

て
構

造
物

の
損

傷
を

軽
微

に
す

る
こ

と
が

で
き

、
柱

・梁
の

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
を

直
接

的
に

調
査

で
き

る
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。

施
工

単
価

約
5
0万

円
/
調

査
で

4
0
0
0
0円

程
度

/
本

見
積

条
件

:小
径

コ
ア

を
1
2
本

採
取

し
、

圧
縮

試
験

と
中

性
化

深
さ

の
測

定
を

行
っ

た
場

合
(塩

分
分

析
は

含
ま

ず
)、

準
備

打
ち

合
わ

せ
、

コ
ア

採
取

、
鉄

筋
探

査
、

結
果

一
覧

表
、

コ
ア

採
取

跡
の

補
修

、
諸

経
費

等
を

含
む

(積
算

年
度

2
0
0
4
年

)

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

1
.予

備
計

画
調

査
管

理
者

は
、

調
査

計
画

の
立

案
を

目
的

に
対

象
構

造
物

の
設

計
図

書
等

の
資

料
調

査
や

現
地

調
査

を
実

施
す

る
。

2
.調

査
計

画
調

査
管

理
者

は
、

予
備

調
査

で
得

ら
れ

た
結

果
か

ら
、

調
査

工
程

、
調

査
箇

所
、

試
験

数
量

を
決

定
し

、
調

査
計

画
書

を
作

成
す

る
。

な
お

コ
ア

採
取

箇
所

と
採

取
本

数
は

、
以

下
の

よ
う

に
設

定
す

る
。

①
強

度
試

験
用

コ
ア

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

コ
ア

の
採

取
箇

所
は

、
対

象
構

造
物

の
広

い
範

囲
か

ら
採

取
す

る
の

が
望

ま
し

い
。

採
取

本
数

は
、

直
径

1
00

m
m

コ
ア

3
本

で
推

定
す

る
場

合
と

同
等

な
精

度
で

推
定

し
た

い
場

合
に

は
、

6
本

を
標

準
と

す
る

。
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

コ
ア

の
採

取
箇

所
は

、
対

象
構

造
物

の
広

い
範

囲
か

ら
採

取
す

る
の

が
望

ま
し

い
。

あ
る

フ
ロ

ア
の

強
度

を
求

め
た

い
と

き
の

標
準

的
な

採
取

本
数

は
、

床
面

積
1
5
00

m
2以

下
の

場
合

は
1
フ

ロ
ア

あ
た

り
6
本

で
、

床
面

積
が

1
5
0
0
m

2
を

超
え

る
場

合
は

5
00

m
2あ

た
り

2
本

で
あ

る
。

②
塩

化
物

イ
オ

ン
量

試
験

用
コ

ア
:「

ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

C
+
」

1
箇

所
あ

た
り

の
採

取
本

数
は

、
直

径
1
00

m
m

コ
ア

と
同

等
な

精
度

で
測

定
し

た
い

場
合

に
は

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

2
5
m

m
以

下
の

場
合

に
は

3本
を

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

4
0
m

m
の

場
合

に
は

、
5
本

を
標

準
と

す
る

。
③

中
性

化
試

験
用

コ
ア

:「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+」
1
箇

所
あ

た
り

の
採

取
本

数
は

、
直

径
1
00

m
m

コ
ア

を
用

い
て

調
査

す
る

場
合

と
同

等
の

本
数

を
標

準
と

す
る

。
3
.コ

ア
採

取
コ

ア
採

取
ド

リ
ル

を
固

定
し

、
湿

式
で

コ
ア

抜
き

を
行

う
。

コ
ア

削
孔

速
度

は
、

2～
5
c
m

/
m

in
を

標
準

と
し

、
ビ

ッ
ト

の
周

速
は

5
0
m

/
m

in
以

上
の

範
囲

で
調

整
す

る
。

4
.試

験
①

圧
縮

強
度

試
験

試
験

は
、

直
径

と
高

さ
の

比
2
.0

程
度

に
成

形
し

、
供

試
体

両
端

面
を

硫
黄

お
よ

び
石

こ
う

に
よ

っ
て

キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ

す
る

。
圧

縮
試

験
で

は
、

原
則

と
し

て
J
IS

 R
5
2
01

「
セ

メ
ン

ト
の

物
理

試
験

方
法

」に
規

定
さ

れ
て

い
る

モ
ル

タ
ル

圧
縮

試
験

用
の

球
面

座
を

用
い

る
。

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」
で

は
圧

縮
強

度
は

、
圧

縮
強

度
の

試
験

値
よ

り
2
.0

N
/
m

m
2を

減
じ

て
補

正
す

る
。

「ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

で
は

、
採

取
コ

ア
径

に
応

じ
た

実
験

式
に

よ
り

補
正

す
る

。
②

塩
化

物
イ

オ
ン

量
は

、
採

取
し

た
コ

ア
の

そ
れ

ぞ
れ

を
2
c
m

ご
と

に
切

断
し

、
同

じ
深

さ
に

相
当

す
る

切
断

コ
ア

3
本

あ
る

い
は

5
本

を
分

析
試

料
と

す
る

。
分

析
は

J
IS

 A
1
1
54

「
硬

化
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

に
含

ま
れ

る
塩

化
物

イ
オ

ン
の

試
験

方
法

」
に

準
拠

す
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

。
③

中
性

化
深

さ
の

測
定

は
、

フ
ェ

ノ
ー

ル
フ

タ
レ

イ
ン

法
で

行
う

。
中

性
化

深
さ

の
測

定
は

、
コ

ア
側

面
で

5測
点

以
上

で
測

定
す

る
。

5
.報

告
書

の
作

成
・
提

出

ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
調

査
手

順

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
課

題
新

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
検

査
・
管

理
へ

の
適

用
②

計
画

新
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
へ

の
検

査
・
管

理
に

適
用

す
る

た
め

、
試

験
体

お
よ

び
実

構
造

物
よ

り
小

径
コ

ア
と

直
径

1
0
0
m

m
の

コ
ア

を
採

取
し

、
圧

縮
強

度
・中

性
化

・
塩

化
物

イ
オ

ン
量

の
推

定
精

度
の

検
討

を
行

う
。

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
も

と
に

検
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
案

を
作

成
し

、
本

技
術

が
実

構
造

物
に

適
用

可
能

か
ど

う
か

を
検

証
す

る
。

収
集

整
備

局
関

東
地

方
整

備
局

開
発

年
2
0
00

登
録

年
月

日
2
0
05

.0
8
.2

3
最

終
更

新
年

月
日

2
0
06

.1
1
.2

2

キ
ー

ワ
ー

ド

安
全

・
安

心
、

コ
ス

ト
縮

減
・
生

産
性

の
向

上
、

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・
向

上

自
由

記
入

小
径

コ
ア

調
査

診
断

技
術

損
傷

の
軽

減

開
発

目
標

省
力

化
、

作
業

環
境

の
向

上
、

品
質

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・
官

、
産

・学
、

産
・官

・
学

）

開
発

会
社

株
式

会
社

錢
高

組
,前

田
建

設
工

業
株

式
会

社
,日

本
国

土
開

発
株

式
会

社

問
合

せ
先

技
術

会
 社

ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

協
会

担
当

部
署

事
務

局
担

当
者

菊
池

秀
三

住
 所

〒
1
90

-
0
0
22

東
京

都
立

川
市

錦
町

2-
6
-
5

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
4
2-

5
2
9
-
2
4
65

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
4
2
-
5
2
9-

2
4
6
5

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
ko

ke
n
@

ko
ke

n
-
ar

i.c
o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p
:w

w
w

.s
o
ft

c
o
ri
n
g.

jp
/

営
業

会
 社

ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

協
会

担
当

部
署

事
務

局
担

当
者

菊
池

秀
三

住
 所

〒
1
90

-
0
0
22

東
京

都
立

川
市

錦
町

2-
6
-
5

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
4
2-

5
2
9
-
2
4
65

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
4
2
-
5
2
9-

2
4
6
5

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
ko

ke
n
@

ko
ke

n
-
ar

i.c
o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p
:w

w
w

.s
o
ft

c
o
ri
n
g.

jp
/

問
合

せ
先

番 号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-
M

A
IL

U
R
L

1
株

式
会

社
 錢

高
組

土
木

事
業

本
部

 営
業

・生
産

本
部

 技
術

部
野

永
健

二
(ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
担

当
)

東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
3
-
7
-
1

新
宿

パ
ー

ク
タ

ワ
ー

2
4F
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0
3
-5

3
2
3
-

5
7
6
1

0
3
-5

3
2
3
-
5
7
68

n
o
n
ag

a_
ke

n
ji@

ze
n
it
ak

a.
c
o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.z
e
n
it
ak

a.
c
o
.jp

/

2

日
本

国
土

開
発

株
式

会
社

技
術

事
業

セ
ン

タ
ー

佐
原

晴
也

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

C
+担

当
)

神
奈

川
県

愛
甲

郡
愛

川
町

中
津

4
0
36

-
1

0
4
6-

2
8
5
-

3
3
3
9

0
4
6-

2
8
6
-
1
6
42

h
ar

u
ya

.s
a
w

ar
a@

n
-
ko

ku
do

.c
o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.n
-
ko

ku
do

.c
o
.jp

/

3

前
田

建
設

工
業

株
式

会
社

技
術

本
部

 技
術

研
究

所
佐

藤
文

則
(ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+担
当

)
東

京
都

練
馬

区
旭

町
1
-
3
9-

1
6

0
3
-3

9
7
7
-

2
2
4
6

0
3
-3

9
7
7
-
2
2
51

sa
to

f@
jc

it
y.

m
ae

da
.c

o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
ae

d
a.

c
o
.jp

/

4

株
式

会
社

錢
高

組
技

術
本

部
技

術
研

究
所

若
林

信
太

郎
(ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
担

当
)

東
京

都
青

梅
市

新
町

9
-
2
2
22

0
4
2
8-

3
1
-

6
8
5
8

0
4
28

-
3
2
-
0
8
32

w
ak

ab
ay

as
h
i_
sh

in
ta

ro
@

ze
n
it
ak

a.
c
o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.z
e
n
it
ak

a.
c
o
.jp

/

5

前
田

建
設

工
業

株
式

会
社

技
術

本
部

技
術

研
究

所
中

込
 昭

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

担
当

)
東

京
都

練
馬

区
旭

町
1
-
3
9-

1
6

0
3
-3

9
7
7
-

2
2
4
2

0
3
-3

9
7
7
-
2
2
51

n
ak

ag
o
m

a
@

jc
it
y
.m

ae
d
a.

c
o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
ae

d
a.

c
o
.jp

/

6

日
本

国
土

開
発

株
式

会
社

施
工

本
部

技
術

研
究

所
礒

 健
一

(ソ
フ

ト
コ

ア
リ

ン
グ

担
当

)
神

奈
川

県
愛

甲
郡

愛
川

町
中

津
4
0
36

-
1

0
4
6-

2
8
5
-

3
3
3
9

0
4
6-

2
8
6
-
1
6
42

ke
n
ic

h
i.i

so
@

n
-
ko

ku
do

.c
o
.jp

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.n
-
ko

ku
do

.c
o
.jp

/

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

3
1
件

7
2
件

1
8
7
件

実
験

等
実

施
状

況

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」

①
圧

縮
強

度
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

を
作

製
し

、
供

試
体

よ
り

小
径

コ
ア

お
よ

び
標

準
コ

ア
を

採
取

し
た

。
そ

の
コ

ア
供

試
体

の
圧

縮
強

度
試

験
を

行
い

、
小

径
コ

ア
強

度
と

標
準

コ
ア

強
度

と
の

比
較

を
し

た
。

こ
れ

よ
り

標
準

コ
ア

強
度

と
小

径
コ

ア
強

度
と

の
間

に
は

、
非

常
に

強
い

相
関

関
係

が
あ

り
、

回
帰

直
線

の
勾

配
も

ほ
ぼ

1
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
小

径
コ

ア
強

度
と

標
準

コ
ア

強
度

の
強

度
差

は
2
.0

N
/
m

m
2
で

り
あ

り
、

小
径

コ
ア

強
度

よ
り

2
.0

N
/m

m
2
減

ず
れ

ば
標

準
コ

ア
強

度
に

換
算

で
き

る
。

(図
-
1
参

照
)

ま
た

、
小

径
コ

ア
強

度
の

バ
ラ

ツ
キ

を
考

慮
し

、
統

計
的

解
析

を
行

い
、

標
準

コ
ア

3
本

と
同

等
な

精
度

を
得

る
た

め
の

小
径

コ
ア

供
試

体
本

数
の

検
討

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
小

径
コ

ア
供

試
体

本
数

は
6本

と
な

っ
た

。
(図

-
2
参

照
)

②
塩

化
物

イ
オ

ン
量

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
に

塩
分

の
内

在
さ

せ
た

供
試

体
を

作
製

し
、

標
準

コ
ア

お
よ

び
小

径
コ

ア
を

採
取

し
、

全
塩

化
物

イ
オ

ン
量

を
分

析
し

小
径

コ
ア

に
よ

る
塩

化
物

イ
オ

ン
量

と
標

準
コ

ア
に

よ
る

塩
化

物
イ

オ
ン

量
を

比
較

し
た

。
一

次
回

帰
分

析
結

果
に

よ
る

と
、

標
準

コ
ア

と
小

径
コ

ア
に

よ
る

分
析

値
の

間
に

は
、

非
常

に
相

関
性

が
り

、
1
体

1
対

応
し

て
い

る
。

(図
-
3
参

照
)

③
中

性
化

深
さ

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
よ

り
標

準
コ

ア
お

よ
び

小
径

コ
ア

を
採

取
し

、
中

性
化

深
さ

を
測

定
し

た
。

標
準

コ
ア

と
小

径
コ

ア
に

よ
る

中
性

化
深

さ
の

測
定

値
の

関
係

に
は

、
高

い
相

関
性

が
あ

る
と

言
え

る
。

(図
-
4
参

照
)

「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」

性
能

確
認

実
験

で
は

構
造

体
を

模
擬

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

試
験

体
か

ら
、

ま
た

、
現

場
検

証
実

験
で

は
実

構
造

物
か

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

小
径

コ
ア

と
直

径
1
0
0
m

m
コ

ア
を

採
取

し
、

圧
縮

試
験

を
行

っ
た

。
こ

れ
ら

の
強

度
の

比
較

を
行

っ
た

結
果

、
直

径
1
00

m
m

コ
ア

と
小

径
コ

ア
の

強
度

の
間

に
は

強
い

相
関

が
あ

り
、

回
帰

直
線

の
勾

配
も

ほ
ぼ

1
と

な
っ

た
。

以
上

の
結

果
を

も
と

に
、

小
径

コ
ア

の
高

さ
と

直
径

の
比

の
一

次
近

似
に

よ
っ

て
コ

ア
の

直
径

ご
と

に
補

正
式

を
誘

導
し

た
。

(図
-5

,図
-
6参

照
)

実
験

結
果

添
付

資
料

等

添
付

資
料

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」
小

径
コ

ア
に

よ
る

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
調

査
法

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
」
(軽

量
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・高

強
度

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へ
の

適
用

)
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「
ソ

フ
ト

コ
ア

リ
ン

グ
C

+
」
小

径
コ

ア
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

調
査

技
術

・
建

築
物

の
保

全
技

術
・
技

術
審

査
証

明
報

告
書

(審
査

証
明

第
0
0
0
5
号

)
・
建

設
技

術
審

査
証

明
報

告
書

(建
技

審
証

 第
0
3
17

号
)

参
考

文
献

1
)佐

原
・
磯

・
山

内
:小

径
コ

ア
を

用
い

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
新

し
い

調
査

技
術

、
電

力
土

木
、

平
成

1
3
年

1
1
月

号 2
)伊

藤
・
水

川
・野

永
・
佐

原
:小

径
コ

ア
に

よ
る

塩
化

物
イ

オ
ン

量
の

測
定

方
法

に
関

す
る

研
究

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
年

次
論

文
報

告
集

、
V

O
L
2
4
,N

O
1
,P

P
1
6
65

-
1
6
70

,2
0
02

3
)佐

原
・
森

濱
・野

永
・
渡

部
:小

径
コ

ア
に

よ
る

実
構

造
物

の
圧

縮
強

度
の

推
定

、
第

5
8
回

土
木

学
会

年
次

学
術

講
演

会
講

演
概

要
集

、
Ⅴ

部
門

、
P

P
8
53

-
8
5
4

4
)佐

藤
・
片

平
・野

永
・
佐

原
:小

径
コ

ア
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

圧
縮

強
度

推
定

、
第

5
8
回

土
木

学
会

年
次

学
術

講
演

会
講

演
概

要
集

、
Ⅴ

部
門

、
P

P
8
55

-
8
5
6

5
)寺

田
・
谷

川
・江

口
・
中

込
・
佐

原
・若

林
:小

径
コ

ア
に

よ
る

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
の

推
定

法
に

関
す

る
研

究
(そ

の
1
～

そ
の

5
)、

日
本

建
築

学
会

大
会

講
演

梗
概

集
A

-
1(

東
北

)2
0
00

年
9
月

,p
p
.8

4
7
-
8
56

6
)若

林
、

中
込

・
寺

田
・
佐

原
:小

径
コ

ア
に

よ
る

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
の

推
定

法
に

関
す

る
研

究
(そ

の
6
～

そ
の

7
)、

日
本

建
築

学
会

大
会

講
演

梗
概

集
A

-1
(東

北
)2

0
03

年
9
月

,p
p
.7

9
5
-
7
98

7
)寺

田
・
谷

川
・中

込
・
佐

原
:小

径
コ

ア
に

よ
る

構
造

体
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
の

推
定

法
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

、
V

ol
.3

9
,

N
o
.4

, 
2
0
0
1
.4

, 
pp

.2
7
-
3
2

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)
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施
工

実
績

(橋
脚

)

施
工

実
績

(ト
ン

ネ
ル

)

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。
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【
平

成
1
5年

度
の

テ
ー

マ
設

定
技

術
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
】

も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

浸
透

性
吸

水
防

止
材

「マ
ジ

カ
ル

リ
ペ

ラ
ー

」
事

後
評

価
済

み
技

術
(2

01
0.

07
.3

0
)

登
録

N
o.

T
S
-0

30
00

6-
V

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

有
(2

01
0.

9
.3

～
)

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

01
0
.0

9.
03

副
題

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

表
面

保
護

材
料

区
分

材
料

分
類

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

・
マ

ジ
カ

ル
リ

ペ
ラ

ー
を

塗
布

す
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
層

部
に

シ
リ

コ
ー

ン
樹

脂
の

吸
水

防
止

層
(シ

ラ
ン

と
シ

ロ
キ

サ
ン

の
最

適
混

合
)を

形
成

し
、

塩
害

・中
性

化
・凍

害
・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
な

ど
の

劣
化

進
行

を
遅

ら
せ

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

技
術

で
あ

る
。

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
表

面
被

覆
工

法
(一

般
的

な
浸

透
性

吸
水

防
止

材
の

主
成

分
は

シ
ラ

ン
)

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
・
全

て
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
(た

と
え

ば
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
脚

、
R

C
桁

、
P
C

桁
、

壁
高

欄
な

ど
)

た
と

え
ば

・
塩

害
や

中
性

化
に

よ
り

鉄
筋

の
腐

食
が

懸
念

さ
れ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

・
凍

結
融

解
作

用
に

よ
り

ひ
び

割
れ

や
損

傷
が

懸
念

さ
れ

る
寒

冷
地

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
の

可
能

性
が

懸
念

さ
れ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

。

マ
ジ

カ
ル

リ
ペ

ラ
ー

外
観

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
・
従

来
、

浸
透

性
は

高
い

が
揮

発
し

や
す

い
シ

ラ
ン

単
体

で
あ

っ
た

主
成

分
に

、
揮

発
も

浸
透

も
し

に
く
い

シ
ロ

キ
サ

ン
分

子
を

最
適

比
で

混
合

し
た

。
・
有

機
溶

剤
の

使
用

を
や

め
た

。

・
低

粘
度

の
液

体
を

乳
白

色
の

ク
リ

ー
ム

状
に

し
た

。
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
へ

の
シ

リ
コ

ー
ン

樹
脂

の
浸

透
性

を
高

め
た

。
・
塗

布
後

、
無

色
透

明
の

た
め

構
造

物
の

外
観

を
損

ね
な

い
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

効
果

の
長

期
化

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

・
成

分
の

変
更

に
よ

り
、

1回
の

塗
布

で
従

来
の

シ
ラ

ン
系

撥
水

材
を

3
回

塗
布

し
た

場
合

と
同

等
の

撥
水

効
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
成

分
の

変
更

に
よ

り
、

塗
布

回
数

が
減

ら
せ

る
た

め
、

工
期

の
短

縮
お

よ
び

経
済

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。
・
塗

布
材

料
を

ク
リ

ー
ム

状
と

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
鉛

直
面

や
床

版
下

面
へ

の
施

工
時

で
も

飛
散

や
液

ダ
レ

を
ほ

と
ん

ど
生

じ
な

い
た

め
、

塗
布

量
を

容
易

に
管

理
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
施

工
費

の
低

減
お

よ
び

耐
久

性
効

果
の

長
期

化
に

よ
り

、
初

期
コ

ス
ト

お
よ

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

が
期

待
で

き
る

。
・
材

料
の

取
り

扱
い

や
す

さ
に

よ
っ

て
、

施
工

不
良

が
低

減
し

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

耐
久

性
が

向
上

で
き

る
。

従
来

技
術

と
の

比
較

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
外

気
温

が
0℃

以
上

で
あ

る
こ

と
(材

料
が

凍
結

し
な

い
こ

と
)。

・
施

工
日

お
よ

び
施

工
前

日
の

2
日

間
は

、
塗

布
面

が
濡

れ
な

い
こ

と
。

・
施

工
後

の
材

料
浸

透
が

完
了

す
る

ま
で

、
塗

布
面

が
濡

れ
な

い
こ

と
(1

日
程

度
)。

②
現

場
条

件
・
作

業
ス

ペ
ー

ス
は

、
エ

ア
レ

ス
ス

プ
レ

ー
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

に
よ

る
塗

布
の

た
め

の
空

間
が

あ
る

こ
と

。
・
施

工
場

所
に

は
、

安
全

に
作

業
で

き
る

固
定

足
場

が
あ

る
こ

と
。

③
技

術
提

供
可

能
地

域
技

術
提

供
地

域
に

つ
い

て
は

、
制

限
な

し
。

④
関

係
法

令
等

特
に

無
し

。

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

全
て

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

。

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
塩

害
、

凍
害

を
受

け
る

可
能

性
の

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
の

可
能

性
の

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

- 72 -



③
適

用
で

き
な

い
範

囲
ガ

ラ
ス

、
塗

料
な

ど
で

被
覆

さ
れ

て
い

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

。
(塗

料
を

除
去

す
れ

ば
可

能
)

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

表
面

保
護

工
法

 設
計

施
工

指
針

(案
)土

木
学

会
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9

留
意

事
項

①
設

計
時

・
幅

0.
2m

m
以

上
の

ひ
び

割
れ

が
あ

る
場

合
に

は
、

事
前

に
ひ

び
割

れ
注

入
工

な
ど

の
補

修
が

必
要

。

②
施

工
時

・
適

切
な

保
護

具
(保

護
メ

ガ
ネ

、
保

護
マ

ス
ク

、
ゴ

ム
手

袋
な

ど
)を

使
用

す
る

こ
と

。
・
外

気
温

が
0℃

以
上

で
あ

る
こ

と
(材

料
が

凍
結

し
な

い
こ

と
)。

・
施

工
日

お
よ

び
施

工
前

日
の

2
日

間
は

、
塗

布
面

が
濡

れ
な

い
こ

と
。

・
施

工
後

の
材

料
浸

透
が

完
了

す
る

ま
で

、
塗

布
面

が
濡

れ
な

い
こ

と
(1

日
程

度
)。

③
維

持
管

理
等

・
耐

久
性

に
関

す
る

デ
ー

タ
は

、
室

内
試

験
に

よ
る

参
考

値
で

あ
り

、
規

格
値

・
保

証
値

で
は

な
い

。
・
耐

用
年

数
は

10
～

20
年

な
の

で
、

10
～

20
年

(撥
水

効
果

が
な

く
な

る
)毎

に
再

施
工

を
行

う
。

④
そ

の
他

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

表
面

被
覆

工
法

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
(

45
.9

3
%)

同
程

度
低

下
( 

%)
材

料
費

が
安

く
、

工
程

数
が

少
な

い
の

で
経

済
性

が
向

上
。

工
程

短
縮

(
66

.6
7

%)
同

程
度

増
加

( 
%)

工
程

数
が

少
な

い
の

で
、

工
期

が
短

縮
。

品
質

向
上

同
程

度
低

下
ピ

ン
ホ

ー
ル

な
ど

の
施

工
不

良
が

生
じ

に
く

い
。

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

有
機

溶
剤

を
含

ま
な

い
の

で
、

有
害

性
が

低
い

。

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

簡
単

な
下

地
処

理
と

少
な

い
工

程
数

に
よ

り
施

工
性

が
向

上
。

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下
有

機
溶

剤
を

含
ま

な
い

の
で

、
環

境
へ

の
影

響
が

小
さ

い
。

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)
本

技
術

は
、

①
ケ

レ
ン

程
度

の
簡

単
な

処
理

で
塗

布
が

可
能

②
1回

の
塗

布
で

十
分

な
吸

水
防

止
効

果
が

現
れ

る
③

経
済

性
・耐

久
性

に
優

れ
る

、
等

の
特

長
を

有
す

る
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
並

行
型

：Ｂ
(＋

)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
16

0
単

位
㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
45

63
28

円
84

40
26

円
45

.9
3
％

工
程

2日
6日

66
.6

7
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

労
務

費
世

話
役

1
人

19
80

0
円

19
80

0
円

ロ
ー

ラ
ー

に
よ

る
塗

布
、

下
・横

向
き

労
務

費
特

殊
作

業
員

2
人

16
90

0
円

33
80

0
円

ロ
ー

ラ
ー

に
よ

る
塗

布
、

下
・横

向
き

労
務

費
普

通
作

業
員

2
人

13
8
00

円
27

6
00

円
ロ

ー
ラ

ー
に

よ
る

塗
布

、
下

・横
向

き

材
料

費
マ

ジ
カ

ル
リ

ペ
ラ

ー
35

.2
kg

90
0
0
円

31
68

00
円

20
0g

/㎡
材

料
ロ

ス
10

%を
含

む

雑
材

料
目

地
テ

ー
プ

、
飛

散
養

生
用

シ
ー

ト
な

ど
1

式
40

0
00

円
40

0
00

円
26

0円
/㎡

機
械

損
料

発
電

機
(2

K
V

A
)

1
日 台

30
0
0
円

30
0
0
円

機
械

損
料

ベ
ビ

ー
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

(0
.4

K
W

)
1

日 台
40

0
0
円

40
0
0
円

機
械

損
料

ガ
ソ

リ
ン

8.
2

リ
ッ

ト
ル

13
5
円

11
0
7
円

機
械

損
料

油
脂

類
1

式
22

1
円

22
1
円

ガ
ソ

リ
ン

費
×

20
%

機
械

損
料

ロ
ー

ラ
ー

4
本

25
0
0
円

10
0
00

円

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

労
務

費
(素

地
調

整
)

特
殊

作
業

員
4.

8
人

16
9
00

円
81

1
20

円

労
務

費
(プ

ラ
イ

マ
ー

)
特

殊
作

業
員

4
人

16
9
00

円
67

6
00

円

労
務

費
(不

陸
調

整
)

特
殊

作
業

員
7

人
16

9
00

円
11

83
00

円

労
務

費
(中

塗
り

)
特

殊
作

業
員

4.
3

人
16

9
00

円
72

6
70

円

労
務

費
(上

塗
り

)
特

殊
作

業
員

4.
3

人
16

9
00

円
72

6
70

円

材
料

費
(プ

ラ
イ

マ
ー

)
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
16

.8
kg

20
0
0
円

33
6
00

円
10

0g
/㎡

材
料

ロ
ス

5%
を

含
む

材
料

費
(不

陸
調

整
材

)
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
84

kg
20

0
0
円

16
80

00
円

50
0g

/㎡
材

料
ロ

ス
5%

を
含

む

材
料

費
(中

塗
り

)
柔

軟
系

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
料

20
.2

kg
20

0
0
円

40
4
00

円
膜

厚
30

μ
m

(1
20

g/
㎡

)、
材

料
ロ

ス
5%

を
含

む

材
料

費
(上

塗
り

)
柔

軟
性

ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

樹
脂

塗
料

58
.8

kg
28

0
0
円

16
46

40
円

15
0μ

m
(3

5
0
g/

㎡
)、

材
料

ロ
ス

5
%を

含
む

諸
雑

費
労

務
費

(素
地

調
整

)の
10

%
1

式
82

0
0
円

82
0
0
円

諸
雑

費
労

務
費

(プ
ラ

イ
マ

ー
～

上
塗

り
)の

5%
1

式
16

8
26

円
16

8
26

円

特
許

・実
用

新
案

種
類

特
許

の
有

無
特

許
番

号

特
許

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

特
許

詳
細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関
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番
号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・証
明

項
目

と
結

果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

標
準

的
な

作
業

条
件

で
の

施
工

単
価

(材
工

共
:直

接
工

事
費

)を
示

す
。

(施
工

面
積

:1
6
0㎡

以
上

、
施

工
条

件
:鉛

直
面

)

施
工

単
価

に
含

ま
れ

る
作

業
は

、
ケ

レ
ン

清
掃

～
周

辺
養

生
～

塗
布

作
業

～
片

付
け

ま
で

と
し

、
足

場
工

は
含

ま
な

い
。

概
算

施
工

単
価

項
目

単
価

単
位

材
料

費
2,

0
16

円
/
㎡

施
工

費
62

6
円

/
㎡

合
計

2,
6
42

円
/
㎡

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

施
工

手
順

を
以

下
に

示
す

。

(1
)塗

布
面

の
ケ

レ
ン

清
掃

→
ケ

レ
ン

清
掃

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

の
付

着
物

や
汚

れ
を

落
と

す
程

度
(写

真
左

側
)。

(2
)周

辺
部

、
付

属
物

等
へ

の
養

生
→

塗
布

の
必

要
が

な
い

部
分

を
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

や
ガ

ム
テ

ー
プ

で
養

生
す

る
。

(3
)表

面
水

分
率

の
測

定
→

ポ
ー

タ
ブ

ル
水

分
計

を
用

い
て

、
表

面
水

分
率

が
5
%以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

(4
)塗

布
作

業
→

施
工

条
件

に
応

じ
て

、
エ

ア
レ

ス
ス

プ
レ

ー
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

に
よ

り
塗

布
す

る
。

(写
真

右
側

)

(5
)周

辺
部

、
付

属
物

の
養

生
撤

去
→

(2
)の

養
生

を
撤

去
す

る
。

施
工

手
順

の
一

例
(ロ

ー
ラ

ー
塗

布
)

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
課

題
・
実

環
境

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

で
耐

久
性

の
確

認
。

②
計

画
・
耐

久
性

試
験

(暴
露

試
験

)に
よ

っ
て

、
構

造
物

の
耐

久
性

向
上

効
果

の
検

証
お

よ
び

吸
水

防
止

効
果

の
継

続
期

間
(メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
)に

関
す

る
デ

ー
タ

を
収

集
中

。

収
集

整
備

局
関

東
地

方
整

備
局

開
発

年
20

00
登

録
年

月
日

20
04

.0
3.

3
0

最
終

更
新

年
月

日
20

10
.0

9.
0
3

キ
ー

ワ
ー

ド

安
全

・安
心

、
コ

ス
ト

縮
減

・生
産

性
の

向
上

、
公

共
工

事
の

品
質

確
保

・向
上

自
由

記
入

耐
久

性
向

上
長

寿
命

化
L
C

C
低

減

開
発

目
標

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上
、

品
質

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・
官

、
産

・
学

、
産

・官
・
学

）

開
発

会
社

鹿
島

建
設

㈱
、

旭
化

成
ワ

ッ
カ

ー
シ

リ
コ

ー
ン

㈱

問
合

せ
先

技
術

会
 社

鹿
島

建
設

㈱

担
当

部
署

土
木

管
理

本
部

土
木

技
術

部
担

当
者

岩
井

 稔

住
 所

〒
10

7-
83

48
東

京
都

港
区

赤
坂

6-
5
-1

1

Ｔ
Ｅ

Ｌ
03

-5
54

4-
06

45
Ｆ

Ａ
Ｘ

03
-5

5
44

-1
72

9

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
m

-i
w

ai
@

ka
jim

a.
co

m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.k

aj
im

a.
co

.jp
/

営
業

会
 社

カ
ジ

マ
・リ

ノ
ベ

イ
ト

㈱

担
当

部
署

技
術

部
担

当
者

秋
山

 暉

住
 所

〒
16

2-
00

65
東

京
都

新
宿

区
住

吉
町

1-
20

Ｔ
Ｅ

Ｌ
03

-5
37

9-
87

71
Ｆ

Ａ
Ｘ

03
-5

3
79

-8
77

4

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
ak

iy
am

a@
ka

jim
a-

re
n
ov

at
e
.c

o.
jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.k

aj
im

a-
re

no
va

te
.c

o.
jp

/i
nd

ex
.h

tm
l

問
合

せ
先

番 号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A
X

E
-
M

A
IL

U
R
L

旭
化

成
ジ

オ
テ

ッ
ク

㈱
機

能
材

事
業

部
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
営

業
部

村
瀬

達
也

東
京

都
墨

田
区

錦
糸

3-
2-

1
ア

ル
カ

イ
ー

ス
ト
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1
03

-5
6
37

-6
65

1
03

-5
6
37

-6
65

8
m

ur
as

e.
tb

@
om

.a
sa

hi
-

ka
se

i.c
o.

jp

2

旭
化

成
ワ

ッ
カ

ー
シ

リ
コ

ー
ン

㈱
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

ケ
ミ

カ
ル

事
業

部
三

村
俊

幸
東

京
都

千
代

田
区

神
田

錦
町

2-
9

03
-5

2
83

-8
84

2
03

-3
2
91

-2
28

2
to

sh
iy

uk
i.m

im
ur

a@
w

ac
ke

r.
co

m

3
鹿

島
建

設
株

式
会

社
土

木
管

理
本

部
 土

木
技

術
部

新
技

術
担

当
港

区
赤

坂
6-

5-
11

03
-5

5
44

-0
49

9
03

-5
5
44

-1
72

9

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

3
件

6件
2件

実
験

等
実

施
状

況

耐
久

性
試

験
の

一
例

と
し

て
、

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

性
の

評
価

を
行

な
っ

た
。

試
験

で
は

、
マ

ジ
カ

ル
リ

ペ
ラ

ー
を

塗
布

し
た

試
験

体
と

塗
布

し
な

い
試

験
体

に
対

し
て

、
海

水
の

噴
霧

と
乾

湿
の

繰
り

返
し

に
よ

り
塩

化
物

イ
オ

ン
の

浸
透

を
促

進
さ

せ
た

(室
内

試
験

)。
写

真
は

、
促

進
試

験
終

了
後

に
E
P
M

A
(電

子
線

マ
イ

ク
ロ

ア
ナ

ラ
イ

ザ
ー

)に
よ

り
塩

素
原

子
の

分
布

を
分

析
し

た
結

果
で

あ
る

。
無

塗
布

の
試

験
体

で
は

塩
化

物
イ

オ
ン

が
20

m
m

程
度

浸
透

し
て

い
た

が
、

マ
ジ

カ
ル

リ
ペ

ラ
ー

を
塗

布
し

た
試

験
体

で
は

塩
化

物
イ

オ
ン

の
浸

透
が

ほ
と

ん
ど

認
め

ら
れ

な
い

。

耐
久

性
試

験
の

一
例

(塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

結
果

)

添
付

資
料

等

添
付

資
料

・添
付

資
料

①
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
「
マ

ジ
カ

ル
リ

ペ
ラ

ー
」

・添
付

資
料

②
「シ

ラ
ン

・シ
ロ

キ
サ

ン
系

撥
水

材
の

塗
布

方
法

に
関

す
る

一
実

験
」、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

年
次

論
文

集
、

V
ol

.2
3
、

№
1、

20
0
1

・添
付

資
料

③
「シ

ラ
ン

・シ
ロ

キ
サ

ン
系

撥
水

材
の

開
発

」、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
年

次
論

文
集

、
V

ol
.2

2、
№

1、
20

0
0

・添
付

資
料

④
「シ

ラ
ン

・シ
ロ

キ
サ

ン
系

浸
透

性
吸

水
防

止
材

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
に

関
す

る
検

討
」、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

年
次

論
文

集
、

V
ol

.2
4、

№
1、

20
02

・添
付

資
料

⑤
「浸

透
性

吸
水

防
止

材
を

塗
布

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
海

洋
環

境
暴

露
試

験
」、

土
木

学
会

第
57

回
年

次
学

術
講

演
会

論
文

集
Ⅴ

、
20

0
2.

9

参
考

文
献

・「
表

面
保

護
工

法
 設

計
施

工
指

針
(案

)」
土

木
学

会
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

塗
布

面
の

吸
水

防
止

効
果

吸
水

防
止

層
(割

裂
面

に
吸

水
さ

せ
て

厚
さ

を
測

定
)

マ
ジ

カ
ル

リ
ペ

ラ
ー

塗
布

後
の

状
況

(試
験

施
工

)
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も
の

づ
く

り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

2
0
11

.0
9
.2

2
現

在

技
術

名
称

鉄
筋

腐
食

抑
制

工
法

「
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

」
試

行
技

術
試

行
技

術
(2

0
0
6
.6

.1
5
～

)
登

録
N

o.
H

R
-
0
60

0
0
4-

V

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

有
有

有

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：
2
0
09

.1
0
.0

8

副
  

  
題

R
C

構
造

物
用

鉄
筋

腐
食

抑
制

タ
イ

プ
含

浸
系

表
面

保
護

材
区

分
材

料

分
 類

1
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
防

食
対

策
工

分
 類

2
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
表

面
保

護
工

分
 類

3
建

築
－

改
修

工
事

分
 類

4
建

築
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

概
要

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT
は

、
ア

ル
キ

ル
ト

リ
ア

ル
コ

キ
シ

シ
ラ

ン
を

主
成

分
と

し
、

ア
ミ

ノ
基

を
化

学
的

に
結

合
し

た
商

品
で

あ
る

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

に
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

を
塗

布
す

る
と

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

層
部

に
吸

水
防

止
層

が
形

成
さ

れ
、

塩
化

物
イ

オ
ン

等
の

劣
化

因
子

の
侵

入
阻

止
す

る
性

能
を

保
持

し
、

且
つ

、
ア

ミ
ノ

基
の

作
用

に
よ

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

に
深

く
浸

透
す

る
事

で
、

鉄
筋

に
不

動
態

皮
膜

に
か

わ
る

保
護

層
を

形
成

す
る

鉄
筋

の
腐

食
抑

制
技

術
で

あ
る

。

主
に

、
鉄

筋
腐

食
し

て
い

る
爆

裂
前

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
延

命
、

断
面

修
復

後
の

再
劣

化
防

止
及

び
新

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
予

防
保

全
等

に
適

用
さ

れ
る

。

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

(新
規

性
)

・
従

来
の

浸
透

性
表

面
保

護
材

に
鉄

筋
腐

食
抑

制
効

果
と

い
う

付
加

価
値

を
付

け
て

い
る

。
・
外

部
か

ら
浸

透
さ

せ
る

タ
イ

プ
の

鉄
筋

腐
食

抑
制

材
で

あ
る

。
・
断

面
修

復
後

に
お

こ
る

マ
ク

ロ
セ

ル
腐

食
(ミ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

含
む

)の
抑

制
効

果
が

あ
る

。
・
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

塗
布

後
、

上
塗

り
が

可
能

で
あ

る
。

(期
待

さ
れ

る
効

果
)

・
従

来
の

表
面

保
護

の
効

果
で

あ
る

劣
化

因
子

の
侵

入
を

阻
止

し
つ

つ
深

く
浸

透
し

た
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

が
内

部
鉄

筋
に

保
護

層
を

形
成

す
る

事
で

鉄
筋

腐
食

を
抑

制
し

、
2
重

で
劣

化
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

劣
化

因
子

が
内

在
す

る
場

合
で

も
内

部
鉄

筋
に

保
護

層
が

形
が

さ
れ

て
い

る
の

で
非

破
壊

で
適

応
可

能
と

な
る

。
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

電
気

抵
抗

値
(吸

水
防

止
効

果
)を

上
げ

、
鉄

筋
に

保
護

層
を

形
成

す
る

事
に

よ
り

、
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

(リ
ン

グ
ア

ノ

ー
ド

)を
抑

制
す

る
。

M
ix

e
d
 I
n
h
ib

it
o
r

腐
食

抑
制

剤
[無

機
系

・
有

機
系

]
タ

イ
プ

①
C

at
h
o
di

c
 I
n
h
ib

it
o
r

(カ
ソ

デ
ィ

ク
 イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
)

浸
透

性
吸

水
防

止
材

②
A

n
o
d
ic

 I
n
h
ib

it
o
r

(ア
ノ

デ
ィ

ク
 イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
)

亜
硝

酸
リ

チ
ウ

ム

①
+
②

M
ix

e
d 

In
h
ib

it
o
r

(ミ
ッ

ク
ス

ド
 イ

ン
ヒ

ビ
タ

ー
)

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
0
℃

～
4
5
℃

:
外

気
温

・
8
%以

下
:
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
水

分
率

②
現

場
条

件
・
エ

ア
レ

ス
ス

プ
レ

ー
ま

た
は

ロ
ー

ラ
ー

に
よ

り
塗

布
で

き
る

作
業

空
間

が
あ

る
事

・
火

気
厳

禁
・
水

中
及

び
常

時
湿

潤
状

態
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
適

用
外

③
技

術
提

供
可

能
地

域
・
技

術
提

供
地

域
に

つ
い

て
は

制
限

な
し

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
R

C
、

P
C

及
び

S
R

C
構

造
物

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
面

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
～

加
速

期
ま

で
(腐

食
速

度
が

2
.0

μ
A

/
㎝

2
以

下
)

③
適

用
の

検
討

水
中

及
び

常
時

湿
潤

状
態

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
面

は
、

適
用

困
難

で
あ

る
。

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

及
び

そ
の

引
用

元

・
社

団
法

人
 日

本
材

料
学

会
講

演
会

資
料

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
診

断
技

術
」
P

3
3
(H

1
3
.1

0
)

・
日

本
工

業
出

版
「
検

査
技

術
」
第

5
巻

第
4
号

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

評
価

技
術

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

鋼
材

腐
食

に
つ

い
て

」
P

2
3

・
C

E
B

(ヨ
ー

ロ
ッ

パ
コ

ン
ク

リ
ー

委
員

会
)「

S
tr

at
e
gi

e
s 

fo
r 

T
e
st

in
g 

an
d
 A

ss
e
ss

m
e
n
t 

o
f 

C
on

c
fr

e
te

 S
tr

u
c
tu

re
s 

A
ff

e
c
te

d
 b

y
R

e
in

fo
rc

e
m

e
n
t 

C
o
rr

o
si

o
n
」

留
意

事
項

な
し
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活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

電
流

陽
極

(犠
牲

陽
極

)方
式

に
よ

る
電

気
防

食
工

法

項
  

目
活

用
の

効
果

比
較

の
根

拠

経
済

性
向

上
(

8
9
.7

3
%
)

同
程

度
低

下
( 
%
)

B
(+

)型

工
 

程
短

縮
(

3
3
.3

3
%
)

同
程

度
増

加
( 
%
)

清
掃

・
塗

布
の

み

品
 

質
向

上
同

程
度

低
下

既
存

躯
体

を
傷

つ
け

な
い

。
躯

体
保

護
及

び
鉄

筋
腐

食
抑

制
。

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

危
険

作
業

が
伴

わ
な

い
。

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

塗
布

す
る

だ
け

で
特

殊
な

作
業

が
伴

わ
な

い
。

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下
騒

音
の

発
生

や
産

業
廃

棄
物

の
発

生
が

少
な

い
。

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)
・
非

破
壊

、
低

コ
ス

ト
で

躯
体

保
護

及
鉄

筋
の

腐
食

抑
制

を
行

な
え

る
。

・
外

観
に

変
化

を
与

え
な

い
。

・
施

工
が

簡
単

。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
発

散
型

：
Ｃ

(＋
)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
1

単
位

㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
6
0
00

円
5
8
4
5
0
円

8
9.

7
3
％

工
程

2
日

3
日

3
3.

3
3
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT
塗

布
施

工
1

㎡
6
0
00

円
6
0
00

円
材

工

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

電
気

防
食

工
法

流
電

陽
極

(犠
牲

陽
極

)
方

式
1

㎡
5
8
45

0
円

5
8
4
50

円
材

工

特
許

・
実

用
新

案

種
  

類
特

許
の

有
無

特
許

番
号

特
  

許
有

り
出

願
中

出
願

予
定

無
し

特
許

詳
細

特
許

番
号

【出
願

中
】

2
0
0
3
-
15

5
5
8
2

実
施

権
通

常
実

施
権

専
用

実
施

権

特
許

権
者

実
施

権
者

特
許

料
等

実
施

形
態

問
合

せ
先

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
 考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
  

 号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
  

 号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・
証

明
項

目
と

結
果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

J
W

W
A

 Z
1
0
8

適
合

試
験

水
道

法
J
W

W
A

 Z
1
0
8

:2
0
0
4
 7

.1
.2

に
よ

る
侵

出
試

験
。

(第
3
者

機
関

)
社

団
法

人
 東

京
都

食
品

衛
生

協
会

東
京

食
品

技
術

研
究

所
(厚

生
労

働
大

臣
登

録
検

査
機

関
)

水
道

法
J
W

W
A

 Z
1
0
8

:2
0
0
4
 7

.1
.2

の
品

質
規

定
に

適
合

す
る

。

施
工

単
価

標
準

作
業

の
施

工
単

価
(材

、
工

)
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

の
標

準
作

業
は

、
0
.6

リ
ッ

ト
ル

/
㎡

を
3
回

塗
布

と
し

て
い

る
が

状
況

に
よ

っ
て

2～
6
回

塗
布

に
な

る
場

合
が

あ
る

。

材
料

費
4
,5

0
0
円

/
㎡

(施
工

条
件

に
よ

り
5
%
～

1
0
%
程

度
の

材
料

ロ
ス

が
発

生
い

た
し

ま
す

)

施
工

費
1
,5

0
0
円

/
㎡

:5
0
0
㎡

以
上

、
横

向
き

施
工

、
R

C
構

造
物

に
よ

る
起

算

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

1
.
施

工
面

は
高

圧
洗

浄
等

に
よ

り
油

脂
、

汚
れ

、
塵

垢
等

を
除

去
し

て
清

掃
な

面
に

す
る

。
ま

た
欠

損
部

や
ひ

び
割

れ
は

、
あ

ら
か

じ
め

補
修

モ
ル

タ
ル

等
で

補
修

す
る

。

2
.
施

工
面

は
乾

燥
面

と
す

る
。

(表
面

水
分

率
8%

以
下

推
奨

)

3
.
塗

布
量

は
、

下
地

に
か

か
わ

ら
ず

0
.6

リ
ッ

ト
ル

/
㎡

と
す

る
。

4
.
塗

布
施

工
は

垂
直

面
、

天
井

面
、

水
平

面
に

分
け

て
塗

布
回

数
を

調
整

し
て

行
い

、
そ

の
時

の
施

工
間

隔
は

指
触

乾
燥

後
(2

0分
以

上
か

つ
乾

燥
色

の
状

態
)と

す
る

。

5
.
施

工
は

エ
ア

レ
ス

ス
プ

レ
ー

や
ロ

ー
ラ

ー
を

用
い

て
均

一
に

塗
布

す
る

。
尚

、
塗

布
方

法
は

、
下

部
か

ら
上

部
に

向
か

っ
て

施
工

す
る

。

<
施

工
上

の
注

意
事

項
>

・
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

は
、

水
等

で
の

希
釈

を
し

な
い

。
・
雨

天
(施

工
後

4
時

間
以

内
に

雨
が

予
測

さ
れ

る
場

合
を

含
む

)及
び

、
強

風
の

時
は

施
工

し
な

い
。

・
密

閉
し

た
室

内
で

使
用

す
る

場
合

、
充

分
に

換
気

す
る

。
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今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

(申
請

時
)

海
外

で
の

多
数

の
実

績
や

国
内

で
の

試
験

施
工

及
び

試
験

結
果

、
い

く
つ

か
の

実
績

は
あ

る
が

、
日

本
国

内
の

特
に

塩
害

環
境

の
厳

し
い

と
さ

れ
る

地
域

で
の

実
構

造
物

へ
の

実
績

が
乏

し
い

為
、

今
後

実
績

を
増

や
し

経
過

を
観

察
す

る
必

要
が

あ
る

。
↓ (2

0
0
9
年

)
国

内
の

特
に

塩
害

環
境

の
厳

し
い

地
域

で
の

実
構

造
物

実
績

が
増

え
て

い
る

。
今

後
は

、
経

過
を

確
認

し
デ

ー
タ

の
採

取
を

行
っ

て
い

く
。

収
集

整
備

局
北

陸
地

方
整

備
局

開
発

年
1
9
95

登
録

年
月

日
2
0
0
6
.0

6
.1

5
最

終
更

新
年

月
日

2
0
0
9
.1

0
.0

8

キ
ー

ワ
ー

ド

安
全

・
安

心
、

コ
ス

ト
縮

減
・
生

産
性

の
向

上
、

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・
向

上

自
由

記
入

鉄
筋

腐
食

抑
制

含
浸

系
表

面
保

護
長

寿
命

開
発

目
標

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上
、

作
業

環
境

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・
産

、
産

・
官

、
産

・
学

、
産

・
官

・
学

）

開
発

会
社

E
vo

n
ik

 D
e
gu

ss
a
 G

m
b
H

問
合

せ
先

技
術

会
 社

B
A

S
F
ポ

ゾ
リ

ス
㈱

担
当

部
署

建
材

営
業

部
担

当
者

田
村

 哲
也

住
 所

〒
1
06

-
6
1
2
1

東
京

都
港

区
六

本
木

6
丁

目
1
0番

1
号

 六
本

木
ヒ

ル
ズ

森
タ

ワ
ー

2
1

階

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
3
-3

7
9
6
-
9
8
50

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
3
-3

7
9
6
-
9
9
80

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
te

ts
u
ya

.t
am

u
ra

@
b
as

f.
c
o
m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
oz

zo
lit

h
.b

as
f.
c
o
.jp

/

営
業

会
 社

B
A

S
F
ポ

ゾ
リ

ス
㈱

担
当

部
署

建
材

営
業

部
担

当
者

桑
原

 徹

住
 所

〒
1
06

-
6
1
2
1

東
京

都
港

区
六

本
木

6
丁

目
1
0番

1
号

 六
本

木
ヒ

ル
ズ

森
タ

ワ
ー

2
1

階

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
3
-3

7
9
6
-
9
8
50

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
3
-3

7
9
6
-
9
9
80

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
to

ru
.k

u
w

ah
ar

a@
ba

sf
.c

o
m

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
oz

zo
lit

h
.b

as
f.
c
o
.jp

/

問
合

せ
先

番 号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-
M

A
IL

U
R

L

1

株
式

会
社

プ
ロ

ダ
ク

ト
技

研
企

画
開

発
仲

丸
 政

美
新

潟
県

江
南

区
曙

町
2丁

目
8
番

1
9号

0
2
5
-
3
8
3-

0
1
2
1

0
2
5-

3
8
3
-
0
1
22

n
ak

am
ar

u
-
m

@
p
ro

gi
.c

o
.jp

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
ro

gi
.c

o
.jp

/

エ
ボ

ニ
ッ

ク
デ

グ
サ

ジ
ャ

ア
ド

バ
ン

ス
ド

&
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
浅

井
 和

宏
東

京
都

新
宿

区
西

新
宿

2
-
3
-
1

2
パ

ン
株

式
会

社
ナ

ル
シ

ラ
ン

グ
ル

ー
プ

0
3
-
5
3
2
3-

8
7
9
5

0
3
-5

3
2
3
-
7
3
97

ka
zu

h
ir
o
.a

sa
i@

e
vo

n
ik

.c
o
m

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.e
vo

n
ik

.jp

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

2
3
件

3
5
件

3
3件

実
験

等
実

施
状

況

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT
に

よ
る

鉄
筋

腐
食

抑
制

効
果

の
評

価
を

行
な

っ
た

。

<
評

価
方

法
>

既
存

試
験

体
(1

5
0
□

、
か

ぶ
り

厚
5
0m

m
,
6
5
m

m
)の

鉄
筋

腐
食

を
促

進
す

る
為

、
乾

湿
繰

り
返

し
(2

0%
食

塩
水

に
1
2
時

間
浸

漬
、

1
2

時
間

自
然

乾
燥

)を
3
0サ

イ
ク

ル
行

い
、

鉄
筋

の
腐

食
速

度
が

1
.0

μ
A

/
c
m

2
以

上
に

な
る

事
を

確
認

し
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

を
1
面

の
み

塗
布

し
た

。

1
面

(A
面

)の
み

に
塗

布
す

る
こ

と
で

、
B

,C
,D

面
の

測
定

値
は

、
含

浸
系

材
料

の
吸

水
防

止
の

影
響

を
受

け
な

い
状

態
で

測
る

こ
と

を
可

能
と

し
た

。

デ
ー

タ
ー

は
、

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT
塗

布
前

の
腐

食
速

度
を

測
定

(図
A

,B
,C

,D
の

4
面

)、
塗

布
後

、
屋

外
暴

露
に

よ
る

腐
食

速
度

の
変

化
を

測
定

し
た

結
果

で
あ

る
。

塗
布

後
2
週

間
で

腐
食

レ
ベ

ル
の

安
定

(不
動

体
状

態
)で

あ
る

0
.2

μ
A

/
c
m

2
以

下
と

な
り

、
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

の
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

腐
食

速
度

の
判

定

腐
食

速
度

(μ
A

/
c
m

2
)

速
度

の
判

定

>
1
.0

激
し

く
高

い
腐

食
速

度

0
.5

～
1.

0
中

～
高

程
度

0
.2

～
0.

5
低

～
中

程
度

<
0
.2

不
動

体
状

態

添
付

資
料

・
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

カ
タ

ロ
グ

資
料

・
プ

ロ
テ

ク
ト

シ
ル

C
IT

実
験

資
料
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添
付

資
料

等

参
考

文
献

・
社

団
法

人
 日

本
材

料
学

会
講

演
会

資
料

「コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

診
断

技
術

」
P

3
3

H
1
3
.1

0
・
日

本
工

業
出

版
「検

査
技

術
」
第

5
巻

第
4
号

「コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

耐
久

性
評

価
技

術
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
鋼

材
腐

食
に

つ
い

て
」
P

2
3

・
C

E
B

(ヨ
ー

ロ
ッ

パ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
委

員
会

)
「
S
tr

aq
te

gi
e
s 

fo
r 

T
e
st

in
g 

an
d
 A

ss
e
sm

e
n
t 

o
f 

C
o
n
c
re

te
S

tr
u
c
tu

re
s 

A
ff

e
c
te

d
 b

y 
R

e
in

fo
rc

e
m

e
n
t 

C
o
n
c
re

te
]

論
文

1
9
回

構
造

物
の

診
断

と
補

修
に

関
す

る
技

術
・研

究
発

表
会

論
文

集
(P

8
)

【
主

催
】
日

本
構

造
物

診
断

技
術

協
会

【
テ

ー
マ

】
「
内

在
塩

分
を

有
す

る
R

C
中

空
床

版
橋

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
」

【
発

表
】
西

日
本

高
速

道
路

(株
)、

(株
)富

士
技

研

第
1
7
回

技
術

研
究

発
表

会
(P

9
)

※
奨

励
賞

受
賞

【
主

催
】
国

土
交

通
省

 北
陸

地
方

整
備

局
 高

田
河

川
国

道
事

務
所

【
テ

ー
マ

】
「
鉄

筋
腐

食
抑

制
材

塗
布

工
の

施
工

に
つ

い
て

」
【
発

表
】
大

豊
建

設
(株

)

土
木

学
会

第
6
1
回

年
次

学
術

講
演

会
(P

4
3
)

【
主

催
】
土

木
学

会
【
テ

ー
マ

】
「
内

在
塩

分
を

有
す

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

の
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

を
考

慮
し

た
補

修
」

【
発

表
】
金

沢
工

業
大

学
、

西
日

本
高

速
道

路
(株

)、
(株

)富
士

技
研

第
5
1
回

(平
成

1
9年

度
)北

海
道

開
発

局
技

術
研

究
発

表
会

論
文

集
【
主

催
】
国

土
交

通
省

 北
海

道
開

発
局

・
(独

)土
木

研
究

所
寒

地
土

木
研

究
所

【
テ

ー
マ

】
「
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

含
浸

材
の

試
験

施
工

事
例

に
つ

い
て

-
今

後
の

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
目

指
し

て
-
」

【
発

表
】
北

海
道

開
発

局
 函

館
開

発
建

設
部

平
成

1
9
年

度
建

設
技

術
報

告
会

報
文

集
(P

9
7)

【
主

催
】
北

陸
地

方
建

設
事

業
推

進
協

議
会

(国
土

交
通

省
 北

陸
整

備
局

)
【
テ

ー
マ

】
「
鉄

筋
腐

食
抑

制
含

浸
系

表
面

保
護

工
法

プ
ロ

テ
ク

ト
シ

ル
C

IT
」

【
発

表
】
(株

)ア
ド

バ
ン

ス
、

B
A

S
F
ポ

ゾ
リ

ス
(株

)

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。
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も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
事

後
評

価
未

実
施

技
術

登
録

N
o.

Q
S
-1

00
00

8-
A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

01
1
.0

7.
01

副
題

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

劣
化

を
防

止
す

る
一

液
性

シ
ラ

ン
系

表
面

含
浸

材
区

分
製

品

分
類

1
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
表

面
保

護
工

分
類

2
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
防

食
対

策
工

分
類

3
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

分
類

4
建

築
－

改
修

工
事

分
類

5
建

築
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

・
橋

梁
上

部
工

、
下

部
工

な
ど

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

を
対

象
と

し
て

、
半

透
明

の
シ

ラ
ン

系
表

面
含

浸
材

を
、

ロ
ー

ラ
ー

バ
ケ

(ロ
ー

ラ
ー

バ
ケ

で
作

業
で

き
な

い
箇

所
は

刷
毛

)で
1回

塗
布

す
る

だ
け

で
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

に
緻

密
な

シ
リ

コ
ー

ン
ポ

リ
マ

ー
保

護
層

を
形

成
し

ま
す

。
こ

の
シ

リ
コ

ー
ン

ポ
リ

マ
ー

保
護

層
が

、
外

部
か

ら
の

水
分

、
塩

化
物

イ
オ

ン
な

ど
の

浸
透

を
抑

制
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

劣
化

防
止

・予
防

保
全

を
実

現
し

ま
す

。

②
従

来
技

術
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
シ

ラ
ン

系
表

面
含

浸
材

(3
回

塗
)で

対
応

し
て

い
ま

し
た

。

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
・
R

C
け

た
、

P
C

け
た

、
R

C
床

版
、

R
C

橋
台

、
R

C
橋

脚
、

P
C

橋
脚

、
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

な
ど

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
予

防
保

全
を

含
め

た
劣

化
防

止
対

策
に

適
用

で
き

ま
す

。

ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
を

塗
布

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
断

面

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
1
)従

来
の

シ
ラ

ン
系

表
面

含
浸

材
(3

回
塗

)と
比

較
す

る
と

、
1回

塗
布

す
る

だ
け

で
十

分
で

あ
り

、
施

工
性

に
優

れ
て

い
る

。
2
)形

成
さ

れ
た

シ
リ

コ
ー

ン
ポ

リ
マ

ー
保

護
層

は
、

吸
水

防
止

性
に

優
れ

る
の

で
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
部

の
鋼

材
を

保
護

し
ま

す
。

3
)形

成
さ

れ
た

シ
リ

コ
ー

ン
ポ

リ
マ

ー
保

護
層

は
、

長
期

の
耐

久
性

を
有

し
ま

す
。

4
)半

透
明

の
材

料
で

あ
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
外

観
を

損
な

い
ま

せ
ん

。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

1
)形

成
さ

れ
た

シ
リ

コ
ー

ン
ポ

リ
マ

ー
保

護
層

に
よ

っ
て

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
劣

化
因

子
で

あ
る

、
水

分
、

二
酸

化
炭

素
、

塩
化

物
イ

オ
ン

の
浸

透
を

大
幅

に
抑

制
し

ま
す

。
2
)耐

凍
害

性
に

優
れ

て
い

ま
す

。
3
)半

透
明

の
材

料
を

塗
布

す
る

だ
け

で
あ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

外
観

を
損

な
い

ま
せ

ん
。

4
)従

来
の

シ
ラ

ン
系

表
面

含
浸

材
と

比
較

す
る

と
、

短
期

間
で

施
工

で
き

、
直

接
工

事
費

を
低

減
で

き
ま

す
。

5
)1

液
性

な
の

で
、

作
業

が
非

常
に

簡
単

で
す

。

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
0℃

以
上

で
施

工
す

る
こ

と
(0

℃
未

満
の

場
合

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
水

分
が

凍
結

し
て

い
る

こ
と

が
あ

り
、

そ
の

と
き

に
は

効
果

を
発

揮
で

き
な

い
た

め
)。

・
塗

布
完

了
後

48
時

間
は

、
塗

布
面

が
直

接
、

雨
等

に
さ

ら
さ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。

②
現

場
条

件
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

含
水

率
が

8%
以

下
で

あ
る

こ
と

。
・
ロ

ー
ラ

ー
バ

ケ
又

は
刷

毛
な

ど
で

塗
布

で
き

る
作

業
空

間
が

あ
る

こ
と

。

③
技

術
提

供
可

能
地

域
・
気

温
0
℃

以
上

で
あ

れ
ば

、
日

本
国

内
す

べ
て

。

④
関

係
法

令
等

・
労

働
安

全
衛

生
法

:危
険

物
(引

火
性

の
も

の
)・

有
機

則
(第

2種
有

機
溶

剤
等

)
・
消

防
法

:危
険

物
第

4類
第

2石
油

類

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
す

べ
て

の
R

C
構

造
物

、
P

C
構

造
物

。

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
新

設
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

・
中

性
化

、
塩

害
、

凍
害

な
ど

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

・
透

水
性

、
吸

水
性

の
大

き
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
す

で
に

表
面

被
覆

工
法

な
ど

が
施

工
さ

れ
て

い
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
(そ

の
場

合
に

は
、

表
面

被
覆

を
除

去
す

れ
ば

適
用

可
能

)。

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

・
土

木
学

会
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

11
9

表
面

保
護

工
法

 設
計

施
工

指
針

(案
)、

20
0
5年

。
・
土

木
学

会
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

技
術

シ
リ

ー
ズ

68
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

被
覆

お
よ

び
表

面
改

質
技

術
研

究
小

委
員

会
報

告
、

20
0
6

年
。

留
意

事
項

①
設

計
時

・
幅

0.
2㎜

以
上

の
ひ

び
割

れ
が

あ
る

場
合

に
は

、
事

前
に

ひ
び

割
れ

注
入

工
を

施
工

し
て

お
く
こ

と
。

・
表

面
被

覆
工

が
施

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

そ
れ

を
除

去
す

る
こ

と
。

②
施

工
時

・
気

温
が

0℃
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

含
水

率
が

8%
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
。

・
保

護
メ

ガ
ネ

、
粉

じ
ん

用
保

護
マ

ス
ク

、
保

護
手

袋
な

ど
、

適
切

な
保

護
具

を
使

用
す

る
こ

と
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
に

く
ぼ

み
等

が
あ

っ
て

も
、

パ
テ

埋
め

等
は

行
わ

ず
、

そ
の

ま
ま

施
工

す
る

こ
と

。
・
塗

布
完

了
後

48
時

間
は

、
塗

布
面

が
直

接
、

雨
等

に
さ

ら
さ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。
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③
維

持
管

理
等

・
外

観
目

視
に

よ
る

点
検

。

④
そ

の
他

・
シ

リ
ー

ズ
と

し
て

ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
Ⅱ

(シ
ラ

ン
シ

ロ
キ

サ
ン

系
表

面
含

浸
材

)を
保

有
。

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

シ
ラ

ン
系

表
面

含
浸

材
(3

回
塗

り
)

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
(

42
.5

1
%)

同
程

度
低

下
( 

%)
施

工
費

の
低

減
に

よ
り

向
上

工
程

短
縮

( 
%)

同
程

度
増

加
( 

%)
塗

布
完

了
後

48
時

間
の

養
生

が
必

要
(従

来
は

8時
間

)

品
質

向
上

同
程

度
低

下
中

性
化

抑
制

率
向

上

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

塗
布

回
数

を
3回

か
ら

1
回

に
す

る
事

に
よ

る
現

場
施

工
及

び
作

業
員

負
担

の
減

少

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

外
観

を
損

ね
る

こ
と

な
く
、

刷
毛

で
1
回

塗
る

だ
け

の
簡

単
な

作
業

で
、

水
分

、
二

酸
化

炭
素

、
塩

化
物

イ
オ

ン
な

ど
の

劣
化

因
子

の
浸

透
を

抑
制

し
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

劣
化

を
抑

制
し

ま
す

。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
並

行
型

：Ｂ
(＋

)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
10

0
単

位
m

2

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
27

82
18

円
48

39
54

円
42

.5
1
％

工
程

3日
3日

0％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
ニ

ュ
ー

ス
パ

ン
ガ

ー
ド

10
0

m
2

16
00

円
16

00
00

円
0.

2
kg

/m
2(

1回
塗

り
)

労
務

費
一

式
10

0
m

2
11

59
円

11
59

00
円

平
成

22
年

4
月

労
務

単
価

(東
京

)

諸
雑

費
10

0m
2
あ

た
り

1
式

23
18

円
23

18
円

労
務

費
の

2
%

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
浸

透
性

シ
ラ

ン
系

防
水

剤
10

0
m

2
12

93
円

12
93

00
円

0.
33

6k
g/

m
2
(3

回
塗

り
)

労
務

費
一

式
10

0
m

2
34

77
円

34
77

00
円

平
成

22
年

4
月

労
務

単
価

(東
京

)

諸
雑

費
10

0m
2
当

た
り

1
式

69
54

円
69

54
円

労
務

費
の

2
%

特
許

・実
用

新
案

種
類

特
許

の
有

無
特

許
番

号

特
許

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

特
許

詳
細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・証
明

項
目

と
結

果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
塗

布
工

の
直

工
費

例
(下

地
処

理
工

は
別

途
)

項
目

仕
様

数
量

単
位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
ニ

ュ
ー

ス
パ

ン
ガ

ー
ド

20
.0

0
kg

80
0
0

16
00

00
0.

2k
g/

m
2
(1

回
塗

り
)

労
務

費
土

木
一

般
世

話
役

1.
00

人
19

30
0

19
3
00

労
務

費
特

殊
作

業
員

4.
00

人
17

20
0

68
8
00

労
務

費
普

通
作

業
員

2.
00

人
13

90
0

27
8
00

諸
雑

費
2.

00
%

23
18

労
務

費
の

2
%

合
計

27
82

18
10

0m
2
当

た
り

単
価

27
82

1m
2当

た
り

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法
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今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
今

後
の

課
題

・
特

に
な

し

②
対

応
計

画
・
特

に
な

し

収
集

整
備

局
九

州
地

方
整

備
局

開
発

年
20

08
登

録
年

月
日

20
10

.0
7.

1
5

最
終

更
新

年
月

日
20

11
.0

7.
01

キ
ー

ワ
ー

ド

コ
ス

ト
縮

減
・生

産
性

の
向

上
、

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・
向

上

自
由

記
入

シ
ラ

ン
系

表
面

含
浸

材
一

液
性

劣
化

防
止

開
発

目
標

省
力

化
、

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・官
、

産
・学

、
産

・官
・学

）

開
発

会
社

シ
ョ

ー
ボ

ン
ド

建
設

株
式

会
社

問
合

せ
先

技
術

会
 社

シ
ョ

ー
ボ

ン
ド

建
設

株
式

会
社

担
当

部
署

九
州

支
社

 工
事

技
術

部
担

当
者

藤
田

 明
彦

住
 所

〒
81

2-
00

14
福

岡
県

福
岡

市
博

多
区

比
恵

町
9番

26
号

Ｔ
Ｅ

Ｌ
09

2-
4
51

-4
38

5
Ｆ

Ａ
Ｘ

09
2-

45
1-

43
90

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
fu

jit
a-

a@
sh

o-
bo

nd
.c

o.
jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.s

ho
-
bo

nd
.c

o
.jp

会
 社

シ
ョ

ー
ボ

ン
ド

建
設

株
式

会
社

営
業

担
当

部
署

本
社

営
業

部
担

当
者

強
瀬

 義
輝

住
 所

〒
10

3-
00

15
東

京
都

中
央

区
日

本
橋

箱
崎

町
7番

8号

Ｔ
Ｅ

Ｌ
03

-6
8
61

-8
10

5
Ｆ

Ａ
Ｘ

03
-6

8
61

-8
11

6

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
ko

w
as

e
-y

@
sh

o-
bo

nd
.c

o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.s

ho
-b

on
d.

c
o
.jp

問
合

せ
先

番
号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-M

A
IL

U
R

L

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

3
件

24
件

1
件

実
験

等
実

施
状

況

土
木

学
会

試
験

方
法

「
表

面
含

浸
材

の
試

験
方

法
J
S
C

E
-K

57
1」

に
準

拠
し

て
、

下
記

試
験

を
行

っ
た

。
①

透
水

量
試

験
透

水
量

試
験

の
結

果
、

透
水

比
(ニ

ュ
ー

ス
パ

ン
ガ

ー
ド

を
塗

布
し

た
供

試
体

の
透

水
量

/塗
布

し
な

い
供

試
体

の
透

水
量

×
10

0)
は

12
%(

従
来

品
23

%)
、

透
水

抑
制

率
(1

0
0-

透
水

比
)は

88
%(

従
来

品
77

%)
で

あ
り

、
優

れ
た

透
水

抑
制

率
を

示
し

た
。

②
吸

水
率

試
験

吸
水

率
試

験
の

結
果

、
吸

水
比

(ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
を

塗
布

し
た

供
試

体
の

吸
水

率
/塗

布
し

な
い

供
試

体
の

吸
水

率
×

10
0)

は
13

%(
従

来
品

も
同

じ
)、

吸
水

抑
制

率
(1

0
0-

吸
水

比
)は

87
%(

従
来

品
も

同
じ

)で
あ

り
、

優
れ

た
吸

水
抑

制
率

を
示

し
た

。
③

透
湿

度
試

験
透

湿
度

試
験

の
結

果
、

透
湿

比
(ニ

ュ
ー

ス
パ

ン
ガ

ー
ド

を
塗

布
し

た
供

試
体

の
透

湿
量

/塗
布

し
な

い
供

試
体

の
透

湿
量

×
10

0)
は

60
%(

従
来

品
も

同
じ

)で
あ

り
、

優
れ

た
透

湿
比

を
示

し
た

。
④

中
性

化
に

対
す

る
抵

抗
性

試
験

中
性

化
に

対
す

る
抵

抗
性

試
験

の
結

果
、

中
性

化
深

さ
比

(ニ
ュ

ー
ス

パ
ン

ガ
ー

ド
を

塗
布

し
た

供
試

体
の

中
性

化
深

さ
/塗

布
し

な
い

供
試

体
の

中
性

化
深

さ
×

10
0)

は
35

%(
従

来
品

71
%)

、
中

性
化

抑
制

率
(1

00
-中

性
化

深
さ

比
)は

65
%(

従
来

品
29

%)
で

あ
り

、
優

れ
た

中
性

化
抑

制
率

を
示

し
た

。
⑤

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

に
対

す
る

抵
抗

性
試

験
塩

化
物

イ
オ

ン
に

対
す

る
抵

抗
性

試
験

の
結

果
、

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

深
さ

比
(ニ

ュ
ー

ス
パ

ン
ガ

ー
ド

を
塗

布
し

た
供

試
体

の
塩

化
物

イ
オ

ン
の

浸
透

深
さ

/塗
布

し
な

い
供

試
体

の
塩

化
物

イ
オ

ン
浸

透
深

さ
×

10
0)

は
6%

(従
来

品
10

%)
、

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

抑
制

率
(1

00
-
塩

化
物

イ
オ

ン
浸

透
深

さ
比

)は
94

%(
従

来
品

90
%)

で
あ

り
、

極
め

て
優

れ
た

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

抑
制

率
を

示
し

た
。

性
能

評
価

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

添
付

資
料

・添
付

資
料

①
「カ

タ
ロ

グ
」

・添
付

資
料

②
「
製

品
説

明
書

」
・添

付
資

料
③

「
製

品
規

格
表

」
・添

付
資

料
④

「M
S
D

S
」

・添
付

資
料

⑤
「施

工
要

領
」

・添
付

資
料

⑥
「標

準
見

積
」
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添
付

資
料

等

・添
付

資
料

⑦
「(

社
)日

本
建

設
機

械
化

協
会

 橋
梁

架
設

工
事

の
積

算
」平

成
20

年
度

版
 抜

粋
・添

付
資

料
⑧

「工
程

表
)」

・添
付

資
料

⑨
「技

術
資

料
」

・添
付

資
料

⑩
「耐

久
性

確
認

資
料

」
・添

付
資

料
⑪

「施
工

実
績

」
・添

付
資

料
⑫

「出
来

形
管

理
資

料
」

・添
付

資
料

⑬
「土

木
学

会
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
 設

計
施

工
指

針
(案

)」
20

05
年

度
版

 抜
粋

・添
付

資
料

⑭
「水

か
け

テ
ス

ト
写

真
」

参
考

文
献

・土
木

学
会

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
 設

計
施

工
指

針
(案

)、
20

05
年

。
・土

木
学

会
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

技
術

シ
リ

ー
ズ

68
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

被
覆

お
よ

び
表

面
改

質
技

術
研

究
小

委
員

会
報

告
、

20
0
6年

。

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

表
面

含
水

率
測

定

塗
布

状
況

防
水

性
能

確
認

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。
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も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

剤
C

S
-2

1
事

後
評

価
未

実
施

技
術

登
録

N
o.

C
B

-0
20

05
5-

A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

01
1
.0

6.
07

副
題

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

止
水

・防
水

・保
護

材
料

区
分

材
料

分
類

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

分
類

2
建

築
－

防
水

工
事

分
類

3
橋

梁
上

部
工

－
橋

面
防

水
工

分
類

4
上

下
水

道
工

－
維

持
管

理

分
類

5
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
表

面
保

護
工

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

・
硬

化
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

対
し

て
塗

布
ま

た
は

注
入

す
る

こ
と

で
表

層
部

を
緻

密
化

し
、

躯
体

防
水

・表
面

保
護

・断
面

修
復

・
ひ

び
割

れ
補

修
・漏

水
部

の
止

水
・
打

継
ぎ

部
お

よ
び

木
コ

ン
部

防
水

処
理

が
で

き
る

技
術

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
躯

体
防

水
:
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
防

水
工

法
・シ

ー
ト

防
水

工
法

な
ど

・
表

面
保

護
:
表

面
被

覆
工

法
(有

機
系

・無
機

系
)な

ど
・
断

面
修

復
:
セ

メ
ン

ト
系

充
填

工
法

な
ど

・
打

継
ぎ

部
防

水
処

理
:
止

水
板

の
敷

設
な

ど
・
ひ

び
割

れ
補

修
:
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
注

入
工

法
な

ど
・
漏

水
部

の
止

水
:発

泡
ウ

レ
タ

ン
注

入
工

法
な

ど

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

(橋
梁

床
版

・高
欄

・地
覆

・橋
台

・橋
脚

・沓
座

・ダ
ム

・
砂

防
堰

堤
・擁

壁
・上

下
水

道
・ト

ン
ネ

ル
覆

工
・ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

・共
同

溝
・水

槽
・地

下
構

造
物

な
ど

)の
新

設
防

水
工

事
・
表

面
保

護
工

事
・躯

体
改

修
工

事
・断

面
修

復
工

事
・ひ

び
割

れ
補

修
工

事
・止

水
工

事
な

ど

物
性

主
成

分
け

い
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム

外
観

無
色

透
明

臭
気

無
し

pH
値

11
.3

以
上

動
粘

度
5.

70
m

㎡
/s

以
下

比
重

1.
24

0
以

上

蒸
発

残
留

物
39

00
00

m
g/

L
以

上

材
料

荷
姿

(
5㎏

/ポ
リ

ボ
ト

ル
)

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

か
?(

従
来

技
術

と
比

較
し

て
何

を
改

善
し

た
の

か
?)

・
無

機
質

で
無

色
透

明
の

水
溶

性
含

浸
材

の
た

め
、

構
造

物
の

景
観

・美
観

・意
匠

を
損

な
わ

ず
、

施
工

性
に

優
れ

て
い

る
・
水

和
反

応
活

性
成

分
の

添
加

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
材

齢
を

問
わ

ず
効

果
を

発
揮

す
る

・
水

道
施

設
の

飲
料

水
等

が
直

接
触

れ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

防
水

お
よ

び
ひ

び
割

れ
補

修
等

に
適

用
可

能
な

安
全

性
を

確
保

し
て

い
る

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

・
防

水
お

よ
び

劣
化

抑
制

効
果

を
発

揮
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
る

・
新

設
構

造
物

の
躯

体
防

水
ま

た
は

予
防

保
全

お
よ

び
既

設
構

造
物

の
補

修
ま

た
は

改
修

に
よ

り
長

寿
命

化
さ

せ
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

を
低

減
さ

せ
る

・
水

道
施

設
の

水
道

水
が

直
接

触
れ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

適
用

可
能

な
安

全
な

無
機

質
材

料
で

あ
り

、
環

境
へ

の
負

荷
を

与
え

な
い

P
C

橋
梁

床
版

防
水

適
用

条
件

①
自

然
条

件
塗

布
工

法
の

場
合

・
雨

天
の

場
合

、
材

料
が

流
れ

な
い

程
度

で
あ

れ
ば

施
工

可
能

・
気

温
5
℃

以
下

の
場

合
、

養
生

を
行

え
ば

適
用

可
能

・
気

温
5
～

30
℃

適
用

・
気

温
30

℃
以

上
の

場
合

、
特

に
入

念
に

散
水

を
行

う
こ

と
で

適
用

可
能

・
強

風
の

場
合

飛
散

防
止

措
置

が
必

要

②
現

場
条

件
・
無

機
質

材
の

た
め

火
気

の
注

意
不

要
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

状
況

判
断

を
有

す
る

た
め

、
適

切
に

処
理

で
き

る
技

術
者

が
必

要

③
技

術
提

供
可

能
地

域
・
全

国

④
関

係
法

令
等
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・
土

木
学

会
発

刊
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
設

計
指

針
(案

)
工

種
別

マ
ニ

ュ
ア

ル
編

pp
14

3～
18

7
>

表
面

含
浸

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
脱

型
後

早
期

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
防

水
層

の
押

さ
え

コ
ン

ク
リ

ー
ト

な
ど

、
構

造
体

で
な

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・
目

地
部

や
構

造
的

に
片

持
ち

梁
と

な
る

箇
所

な
ど

、
躯

体
の

動
き

が
大

き
い

部
分

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

・
要

求
性

能
に

対
す

る
適

用
範

囲
*
防

水
*中

性
化

抑
制

*塩
害

抑
制

*
凍

結
融

解
抵

抗
性

向
上

・
施

工
条

件
に

よ
る

表
面

含
浸

工
の

適
用

範
囲

*
適

用
す

る
面

上
向

き
-適

用
(垂

れ
防

止
必

要
)

下
向

き
-適

用
横

向
き

-適
用

*
施

工
時

の
環

境
>
気

温
5
℃

以
下

-適
用

す
る

場
合

検
討

が
必

要
(養

生
を

行
え

ば
適

用
可

能
)

5
～

30
℃

-
適

用
30

℃
以

上
-適

用
(散

水
必

要
)

>
天

候
晴

天
-適

用
(散

水
必

要
)

曇
天

-
適

用
雨

天
-適

用
す

る
場

合
検

討
が

必
要

(材
料

が
流

れ
な

い
程

度
で

あ
れ

ば
施

工
可

能
、

流
れ

る
程

度
で

あ
れ

ば
養

生
を

が
必

要
)

強
風

-適
用

(飛
散

防
止

措
置

必
要

)
*
下

地
コ

ン
ク

リ
ー

ト
>
乾

燥
状

態
乾

燥
-適

用
(散

水
必

要
)

湿
潤

-
適

用
>
付

着
物

の
有

無
有

り
-適

用
対

象
外

(付
着

物
除

去
後

、
適

用
)

無
し

-
適

用
*
同

一
工

法
に

よ
る

補
修

履
歴

が
あ

る
場

合
の

適
用

可
否

-
適

用
引

用
元

:
土

木
学

会
発

刊
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
設

計
指

針
(案

)
工

種
別

マ
ニ

ュ
ア

ル
編

pp
14

3～
18

7
>

表
面

含
浸

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

(け
い

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

系
表

面
含

浸
材

)

留
意

事
項

①
設

計
時

塗
布

工
法

の
場

合
・
劣

化
部

な
ど

断
面

修
復

の
必

要
が

あ
る

箇
所

に
つ

い
て

は
、

事
前

に
処

理
を

行
う

こ
と

・
注

入
工

法
に

よ
る

ひ
び

割
れ

補
修

が
必

要
な

箇
所

に
つ

い
て

は
、

事
前

に
処

理
を

行
う

こ
と

・
施

工
前

処
理

に
お

け
る

断
面

修
復

お
よ

び
ひ

び
割

れ
注

入
に

は
、

材
料

の
浸

透
を

阻
害

し
な

い
無

機
系

材
料

が
望

ま
し

い

②
施

工
時

・
材

料
塗

布
ま

た
は

散
布

後
、

浸
透

性
促

進
の

た
め

粘
度

調
整

を
行

う
散

水
(水

湿
し

)が
必

要
・
材

料
が

-3
℃

で
凍

結
す

る
た

め
、

気
温

0
℃

以
下

の
施

工
時

は
注

意
(養

生
等

)が
必

要

③
維

持
管

理
等

・
冬

期
は

材
料

の
凍

結
を

防
ぐ

た
め

に
屋

内
で

保
管

・
直

射
日

光
の

当
た

る
所

や
温

度
が

40
℃

以
上

に
な

る
場

所
で

の
材

料
の

保
管

は
避

け
る

④
そ

の
他

・
土

木
学

会
発

刊
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
設

計
指

針
(案

)
工

種
別

マ
ニ

ュ
ア

ル
編

pp
14

3～
18

7
>

表
面

含
浸

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
準

ず
る

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

表
面

被
覆

工
法

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
(

55
.4

4
%)

同
程

度
低

下
( 

%)

工
程

短
縮

(
60

%)
同

程
度

増
加

( 
%)

品
質

向
上

同
程

度
低

下

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)

施
工

後
の

外
観

変
化

が
な

い
た

め
、

意
匠

を
損

ね
る

こ
と

が
な

く
、

施
工

後
の

点
検

時
に

躯
体

を
直

接
目

視
確

認
可

能
。

有
機

溶
剤

を
含

ま
な

い
た

め
火

災
・中

毒
の

危
険

な
し

。
工

程
が

少
な

く
、

下
地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
含

水
率

に
左

右
さ

れ
ず

施
工

可
能

で
あ

り
工

期
短

縮
可

能
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
発

散
型

：Ｃ
(＋

)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
30

0
単

位
㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
11

40
00

0
円

25
58

11
5
円

55
.4

4
％

工
程

6日
15

日
60

％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
コ

ン
ク

リ
ー

ト
改

質
剤

C
S
-2

1
90

kg
70

0
0
円

63
00

00
円

0.
15

kg
/㎡

×
2回

労
務

費
世

話
役

(ア
ス

ト
ン

技
能

士
)

5.
4

人
25

0
00

円
13

50
00

円
協

会
単

価

労
務

費
特

殊
作

業
員

(洗
浄

・清
掃

)
4.

8
人

18
0
00

円
86

4
00

円
協

会
単

価

労
務

費
特

殊
作

業
員

(C
S
-2

1
塗

布
2回

)
6

人
18

0
00

円
10

80
00

円

労
務

費
特

殊
作

業
員

(散
水

養
生

2
回

)
4.

2
人

18
0
00

円
75

6
00

円

労
務

費
特

殊
作

業
員

(雑
工

)
1.

8
人

18
0
00

円
32

4
00

円

諸
雑

費
(労

務
費

)×
5
%

1
式

18
6
00

円
18

6
00

円
端

数
調

整
△

32
7
0(

円
)

含
む

機
械

損
料

サ
ン

ダ
ー

・
バ

キ
ュ

ー
ム

・洗
浄

機
1

式
54

0
00

円
54

0
00

円

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
プ

ラ
イ

マ
ー

(エ
ポ

キ
シ

樹
脂

)
30

kg
25

0
0
円

75
0
00

円

材
料

費
パ

テ
材

(エ
ポ

キ
シ

樹
脂

)
15

0
kg

15
0
0
円

22
50

00
円

材
料

費
中

塗
り

(柔
軟

性
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
35

0
μ

m
)

36
0

kg
25

0
0
円

90
00

00
円
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材
料

費
上

塗
り

(柔
軟

性
ポ

リ
ウ

レ
タ

ン
樹

脂
30

μ
m

)
36

kg
19

50
円

70
20

0
円

労
務

費
世

話
役

(事
前

調
査

・清
掃

)
3

人
19

30
0
円

57
90

0
円

平
成

22
年

度
東

京
単

価

労
務

費
普

通
作

業
員

(事
前

調
査

・清
掃

)
6

人
13

90
0
円

83
40

0
円

平
成

22
年

度
東

京
単

価

労
務

費
世

話
役

(下
塗

り
パ

テ
)

6
人

19
30

0
円

11
58

00
円

労
務

費
塗

装
工

(下
塗

り
パ

テ
)

18
人

17
40

0
円

31
32

00
円

平
成

22
年

度
東

京
単

価

労
務

費
普

通
作

業
員

(下
塗

り
パ

テ
)

6
人

13
90

0
円

83
40

0
円

労
務

費
世

話
役

(中
塗

り
)

3
人

19
30

0
円

57
90

0
円

労
務

費
塗

装
工

(中
塗

り
)

9
人

17
40

0
円

15
66

00
円

労
務

費
普

通
作

業
員

(中
塗

り
)

3
人

13
90

0
円

41
70

0
円

労
務

費
世

話
役

(上
塗

り
)

3
人

19
30

0
円

57
90

0
円

労
務

費
塗

装
工

(上
塗

り
)

9
人

17
40

0
円

15
66

00
円

労
務

費
普

通
作

業
員

(上
塗
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ut
e
n/

29

西
日

本
高

速
道

路
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
関

西
株

式
会

社
事

業
開

発
部

.
大

阪
府

茨
木

市
西

駅
前

町
5-

26

07
2-

6
58

-2
41

8
07

2-
64

5
-

60
71

.
ht

tp
:/

/w
w

w
.w

-e
-k

an
sa

i.c
o.

jp
/

30

サ
ン

パ
イ

ン
技

建
株

式
会

社
.

.
和

歌
山

県
和

歌
山

市
粟

16
6-

11

07
3-

4
56

-3
45

5
07

3-
45

6
-

34
66

.
.

株
式

会
社

片
山

工
務

店
.

.
岡

山
県

倉
敷

市
神

田
4-

10
-1

5

31
08

6-
4
44

-5
50

0
08

6-
44

6
-

65
94

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
at

ay
am

a-
co

.jp
/

32

株
式

会
社

東
洋

工
務

店
.

.
岡

山
県

倉
敷

市
神

田
2-

7-
45

08
6-

4
44

-7
51

8
08

6-
44

4
-

49
34

ht
tp

:/
/w

w
w

.t
ou

yo
uk

om
ut

en
.c

o
.jp

/

33

株
式

会
社

山
内

工
業

.
.

岡
山

県
倉

敷
市

中
畝

3-
12

-3
7

08
6-

4
56

-9
73

3
08

6-
45

6
-

97
35

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
k-

ya
m

au
ch

i.c
o.

jp
/

34

中
国

高
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
業

株
式

会
社

.
.

広
島

県
広

島
市

中
区

小
町

4-
33

08
2-

2
43

-6
96

8
08

2-
24

4
-

90
58

ht
tp

:/
/w

w
w

.g
r.
en

er
gi

a.
c
o.

jp
/k

o
ua

ts
u/

35

有
限

会
社

ト
ム

ワ
ー

ク
ス

.
.

広
島

県
広

島
市

安
佐

南
区

西
原

3-
11

-
17

08
2-

8
46

-2
79

0
08

2-
84

6
-

27
91

ht
tp

:/
/w

w
w

.t
om

uw
or

ks
.e

cn
et

.jp
/

36

前
田

産
業

株
式

会
社

.
.

山
口

県
宇

部
市

寿
町

3-
5-

23

08
36

-
21

-2
66

6
08

36
-3

4
-

56
85

37

株
式

会
社

総
合

開
発

メ
ン

テ
事

業
部

.
香

川
県

観
音

寺
市

瀬
戸

町
2-

14
-1

6

08
75

-
25

-4
16

2
08

75
-2

3
-

36
82

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
ai

ha
ts

u-
c.

co
.jp

/2
f.h

tm
l

38

株
式

会
社

計
測

技
研

.
.

福
岡

県
糟

屋
郡

粕
屋

町
上

大
隈

61
7-

1

09
2-

9
39

-2
60

6
09

2-
93

9
-

26
19

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
ei

so
ku

gi
ke

n
.jp

/

39

株
式

会
社

C
R

T
ワ

ー
ル

ド
九

州
営

業
所

.
佐

賀
県

神
埼

郡
神

崎
町

尾
崎

38
1
0

05
0-

5
51

9-
44

7
4

05
0-

5
51

9-
44

74
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

rt
-s

hi
ta

ji.
co

m
/

40

株
式

会
社

日
亜

商
事

.
.

沖
縄

県
島

尻
郡

南
風

原
町

字
大

名
30

8-
1

09
8-

8
88

-0
80

0
09

8-
88

8
-

01
12

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

10
7件

25
0
件

55
1件

実
験

等
実

施
状

況

第
三

者
機

関
に

よ
る

性
能

試
験

1
)表

面
保

護
効

果
(各

種
劣

化
抑

制
効

果
) 

-
J
S
C

E
-K

57
1
-2

00
5

表
面

含
浸

材
の

試
験

方
法

土
木

学
会

発
刊

「2
00

7
年

制
定

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
[規

準
編

]」
に

掲
載

の
表

面
含

浸
材

の
試

験
方

法
に

準
じ

て
供

試
体

を
作

成
し

規
準

に
定

め
ら

れ
た

方
法

で
、

外
観

観
察

・透
水

試
験

・
吸

水
試

験
・透

湿
度

試
験

・中
性

化
に

対
す

る
抵

抗
性

試
験

・
塩

化
物

イ
オ

ン
浸

透
に

対
す

る
抵

抗
性

試
験

を
行

い
無

処
理

と
処

理
供

試
体

の
比

較
を

行
う

品
質

確
認

試
験

方
法

。
上

記
試

験
方

法
に

よ
る

試
験

の
結

果
、

透
水

・吸
水

・中
性

化
・
塩

化
物

イ
オ

ン
浸

透
に

つ
い

て
の

抑
制

効
果

、
耐

摩
耗

性
向

上
効

果
、

水
蒸

気
透

過
性

を
阻

害
し

な
い

こ
と

、
施

工
後

の
外

観
変

化
が

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

土
木

学
会

発
刊

「コ
ン

ク
リ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

11
9

表
面

保
護

工
法

 設
計

施
工

指
針

(案
)」

工
種

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

編
>表

面
含

浸
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

掲
載

の
け

い
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
系

表
面

含
浸

材
の

上
記

試
験

方
法

に
よ

る
試

験
結

果
評

価
基

準
を

満
た

し
て

お
り

、
表

面
保

護
材

と
し

て
の

性
能

が
確

認
さ

れ
た

。

2
)防

水
効

果
-

J
A

S
S

8
T
-
30

1
ケ

イ
酸

質
系

塗
布

防
水

材
料

の
品

質
お

よ
び

試
験

方
法
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日
本

建
築

学
会

発
刊

「
J
A

S
S

8
防

水
工

事
」掲

載
の

「J
A

S
S

8
T
-3

01
」に

準
じ

供
試

体
を

作
成

し
、

透
水

試
験

を
行

い
透

水
係

数
を

測
定

す
る

。
未

処
理

供
試

体
に

比
べ

処
理

供
試

体
の

透
水

係
数

が
1/

3以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

品
質

確
認

試
験

方
法

。
C

S
-2

1は
「け

い
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
系

表
面

含
浸

材
」(

水
溶

液
)で

あ
り

「ケ
イ

酸
質

系
塗

布
防

水
材

」(
既

調
合

粉
体

)と
は

異
な

る
が

、
20

0
8年

2月
改

定
の

「J
A

S
S

8
防

水
工

事
」
に

お
い

て
両

者
は

防
水

・吸
水

防
止

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
似

通
っ

て
い

る
と

さ
れ

て
い

る
た

め
、

建
材

試
験

セ
ン

タ
ー

に
上

記
試

験
方

法
に

よ
る

透
水

係
数

測
定

を
依

頼
し

た
結

果
、

未
処

理
と

比
べ

C
S

-2
1処

理
し

た
試

験
体

の
透

係
数

は
約

1/
5と

品
質

基
準

を
満

た
し

て
お

り
、

防
水

材
と

し
て

の
性

能
が

確
認

さ
れ

た
。

3
)安

全
性

(水
道

施
設

へ
の

適
用

) 
-

厚
生

省
告

示
第

45
号

「資
機

材
等

の
材

質
に

関
す

る
試

験
」(

平
成

12
年

厚
生

省
告

示
第

45
号

)
水

道
法

に
基

く
厚

生
省

令
で

規
定

さ
れ

た
試

験
方

法
に

よ
り

、
水

道
施

設
で

使
用

す
る

資
機

材
の

浸
出

試
験

を
実

施
し

、
厚

生
省

令
に

よ
り

規
定

さ
れ

た
基

準
に

適
合

し
て

い
る

か
を

確
認

す
る

試
験

。
C

S
-2

1は
、

上
記

試
験

を
千

葉
県

薬
剤

師
会

検
査

セ
ン

タ
ー

に
依

頼
し

て
実

施
し

、
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
済

み
で

あ
り

、
水

道
施

設
の

水
道

水
が

直
接

触
れ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

に
適

用
可

能
な

材
料

で
あ

る
。

水
道

施
設

で
の

施
工

実
績

も
あ

り
、

安
全

性
の

確
認

さ
れ

た
材

料
で

あ
る

。

け
い

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

系
表

面
含

浸
材

の
評

価
基

準
と

C
S
-2

1
結

果

表
面

含
浸

材
の

共
通

試
験

結
果

(C
S
-
21

処
理

と
無

処
理

:モ
ル

タ
ル

基
板

)

試
験

項
目

(単
位

)
C

S
-2

1処
理

無
処 理

無
処

理
と

の
比

(%
)

抑
制

率
(%

)
備

 考

透
水

量
(m

l)
1.

1
0

4.
13

27
73

J
S

C
E
-K

57
1-

20
05

吸
水

率
(%

)
0.

6
1

1.
22

50
50

J
S

C
E
-K

57
1-

20
05

透
湿

量
(g

)
0.

2
0

0.
26

77
-

J
S

C
E
-K

57
1-

20
05

中
性

化
(m

m
)

2.
8
7

5.
86

49
51

J
S

C
E
-K

57
1-

20
05

塩
化

物
イ

オ
ン

浸
透

深
さ

(m
m

)
10

.4
12

.7
82

18
J
S

C
E
-K

57
1-

20
05

摩
耗

量
(g

)
4.

0
8

5.
10

80
20

J
IS

 A
14

53
 1

,0
0
0回

転

摩
耗

深
さ

(㎜
)

0.
7
6

0.
97

78
22

J
IS

 A
14

53
 1

,0
0
0回

転

添
付

資
料

添
付

資
料

1
:
製

品
カ

タ
ロ

グ
添

付
資

料
2

:
工

法
カ

タ
ロ

グ
添

付
資

料
3

:
概

要
説

明
添

付
資

料
4

:
写

真
で

見
る

材
料

特
性

添
付

資
料

5
:
報

告
書

C
S

-2
1
基

礎
試

験
結

果
添

付
資

料
6

:
表

面
含

浸
材

の
共

通
試

験
結

果
報

告
書

添
付

資
料

7
:
品

質
性

能
試

験
報

告
書

J
A
S
S

8
添

付
資

料
8

:
M

S
D

S
添

付
資

料
9

:
施

工
実

績
表

(発
注

者
別

)
添

付
資

料
10

:
施

工
実

績
表

(工
法

別
)

添
付

資
料

11
:
施

工
事

例
集

(建
築

)
添

付
資

料
12

:
施

工
事

例
集

(土
木

)
添

付
資

料
13

:
施

工
事

例
集

(橋
梁

)
添

付
資

料
14

:
施

工
手

順
書

添
付

資
料

15
:
C

S
-
21

塗
布

工
法

 標
準

単
価

表
添

付
資

料
16

:
試

験
施

工
追

跡
調

査
添

付
資

料
17

:
報

告
書

№
20

7

添
付

資
料

等

添
付

資
料

18
:
比

較
検

討
表

添
付

資
料

19
:
品

質
試

験
成

績
表

添
付

資
料

20
:
C

S
-
21

の
凝

固
点

と
物

性
変

化
(低

温
度

試
験

)
添

付
資

料
15

:
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9
表

面
保

護
工

法
設

計
施

工
指

針
(案

)工
種

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

編
 表

面
含

浸
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
4章

表
面

含
浸

工
の

設
計

(抜
粋

)

参
考

文
献

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

11
9

表
面

保
護

工
法

 設
計

施
工

指
針

(案
) 
-

土
木

学
会

発
刊

・設
計

施
工

指
針

(案
)

>規
格

・試
験

方
法

-表
面

含
浸

材
の

試
験

方
法

(案
)

>工
種

別
資

料
編

-表
面

含
浸

工
法

共
通

試
験

結
果

,表
面

含
浸

工
法

の
適

用
例

・工
種

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

編
>表

面
含

浸
工

マ
ニ

ュ
ア

ル

第
2回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

補
修

,補
強

,ア
ッ

プ
グ

レ
ー

ド
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
-

日
本

材
料

学
会

・
「無

機
質

系
改

質
剤

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ひ
び

割
れ

補
修

に
関

す
る

基
礎

的
性

能
評

価
」

平
成

16
年

度
土

木
学

会
全

国
大

会
 第

59
回

年
次

学
術

講
演

会
-

土
木

学
会

・「
鉄

道
橋

梁
下

部
工

の
損

傷
調

査
に

お
け

る
2次

A
E
法

の
適

用
性

に
関

す
る

検
証

」
平

成
18

年
度

 土
木

学
会

全
国

大
会

 第
61

回
年

次
学

術
講

演
会

-
土

木
学

会
・「

ケ
イ

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

系
補

修
材

料
を

用
い

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
継

ぎ
に

関
す

る
研

究
」

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

年
次

大
会

20
07

-
日

本
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
協

会
・「

寒
冷

地
域

に
て

使
用

す
る

表
面

含
浸

材
の

耐
久

性
能

試
験

」
平

成
22

年
度

 農
業

農
村

工
学

会
 中

国
四

国
支

部
講

演
会

-
農

業
農

村
工

学
会

・「
ひ

び
割

れ
が

生
じ

た
H

P
F
R
C

C
へ

の
含

浸
剤

塗
布

に
よ

る
性

能
改

善
効

果
」

第
10

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
補

修
,補

強
,ア

ッ
プ

グ
レ

ー
ド

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

-
日

本
材

料
学

会
・「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

試
験

体
に

お
け

る
微

細
ひ

び
割

れ
の

作
製

方
法

お
よ

び
試

験
事

例
」

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

防
水

工
 施

工
事

例
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表
面

保
護

工
 施

工
事

例

補
修

工
 施

工
事

例

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。

- 90 -



も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

保
護

材
「
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

」
事

後
評

価
未

実
施

技
術

登
録

N
o.

C
B

-0
40

03
0-

A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

00
8
.0

3.
27

副
題

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

保
護

材
区

分
材

料

分
類

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

分
類

2
建

築
－

改
修

工
事

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

保
護

材
「ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

」は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
保

護
強

化
、

劣
化

防
止

及
び

耐
久

性
向

上
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
改

質
保

護
材

「ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
」は

、
1液

と
2液

か
ら

構
成

さ
れ

、
1
液

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
を

改
質

保
護

し
、

2
液

は
1液

で
形

成
し

た
層

を
保

護
す

る
と

と
と

も
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
層

部
に

ケ
イ

酸
質

の
薄

膜
を

形
成

し
て

表
層

を
保

護
強

化
し

ま
す

。
1
液

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

細
孔

空
隙

や
毛

細
管

内
に

深
く
浸

透
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
の

カ
ル

シ
ウ

ム
等

の
ア

ル
カ

リ
土

類
金

属
と

反
応

し
て

ゲ
ル

状
に

な
り

細
孔

空
隙

や
毛

細
管

を
充

填
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
を

緻
密

に
し

ま
す

。
2
液

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

層
部

で
カ

ル
シ

ウ
ム

類
と

反
応

し
、

強
固

な
ケ

イ
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
質

の
薄

膜
(セ

ラ
ミ

ッ
ク

膜
)を

形
成

し
ま

す
。

薄
膜

は
親

水
性

を
持

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
に

防
汚

性
を

向
上

さ
せ

ま
す

。

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
有

機
系

、
無

機
系

な
ど

の
表

面
被

覆
。

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
の

表
面

保
護

、
躯

体
保

護
、

劣
化

抑
制

。

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
・
表

面
に

従
来

の
被

膜
材

よ
う

な
厚

さ
の

被
膜

は
張

ら
な

い
た

め
、

膨
れ

、
剥

が
れ

は
無

い
。

・
材

質
が

水
溶

不
燃

性
で

無
溶

剤
で

あ
る

為
、

施
工

中
に

材
料

か
ら

の
危

険
が

少
な

い
。

・
1液

、
2液

と
分

か
れ

て
い

る
が

、
混

合
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

従
来

の
混

合
剤

の
よ

う
に

配
合

不
良

な
ど

は
無

い
。

・
現

場
で

の
希

釈
な

ど
は

無
く
、

そ
の

ま
ま

使
用

す
る

為
、

使
用

数
量

管
理

が
し

や
す

い
。

・
施

工
用

具
は

特
殊

な
機

械
な

ど
必

要
な

く
、

施
工

性
が

優
れ

工
期

が
短

縮
で

き
る

。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
の

向
上

。

特
徴

と
し

て
1

力
学

的
強

度
が

向
上

す
る

。
(表

面
硬

度
・
引

張
強

度
の

向
上

)
2

凍
害

防
止

。
3

緻
密

性
向

上
に

よ
る

吸
水

防
止

。
4

吸
水

防
止

に
よ

り
、

雨
水

な
ど

に
含

ま
れ

る
化

学
的

侵
食

物
の

進
入

抑
止

。
5

吸
水

防
止

に
よ

る
白

華
抑

止
。

6
表

面
が

親
水

性
膜

と
な

り
、

汚
れ

の
付

着
を

雨
な

ど
で

洗
い

落
と

し
美

観
を

維
持

す
る

。

7
材

質
が

無
機

質
で

あ
り

、
有

機
系

材
質

と
異

な
り

、
紫

外
線

の
影

響
を

受
け

に
く
い

。
8
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

1液
施

工
後

、
被

膜
す

る
事

が
可

能
。

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
施

工
面

温
度

5
℃

～
40

℃
以

下
。

②
現

場
条

件
・
新

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
打

設
後

4週
間

以
上

後
に

施
工

。
・
施

工
面

に
塗

装
や

撥
水

材
等

が
あ

る
場

合
は

除
去

す
る

。
・
施

工
面

が
著

し
く
劣

化
し

て
い

る
場

合
は

、
補

修
等

の
下

地
調

整
を

行
う

必
要

。

③
技

術
提

供
可

能
地

域
特

に
な

し
。

④
関

係
法

令
等

特
に

な
し

。

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
全

般
。

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
施

工
中

に
強

い
臭

気
を

出
せ

な
い

場
所

。
(隣

地
が

居
住

地
、

地
下

空
間

な
ど

)
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

ち
放

し
面

全
般

。

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
施

工
面

に
塗

装
、

撥
水

材
等

が
あ

る
場

合
。

・
水

中
部

位
。

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

土
木

学
会

「表
面

保
護

工
法

設
計

施
工

指
針

(案
)」

留
意

事
項

①
設

計
時

摘
要

の
範

囲
内

で
使

用
す

る
。

②
施

工
時

・
0.

2㎜
以

上
の

ひ
び

割
れ

は
補

修
す

る
。

・
ジ

ャ
ン

カ
が

あ
る

場
合

は
補

修
す

る
。

・
使

用
前

に
、

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
1液

、
2液

を
よ

く
攪

拌
す

る
。

・
ガ

ラ
ス

、
金

属
類

は
養

生
す

る
。

・
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

1液
施

工
時

は
、

常
に

施
工

面
を

湿
潤

状
態

に
す

る
。

(急
激

な
乾

燥
を

さ
せ

な
い

)
・
施

工
前

後
に

酸
性

洗
浄

剤
で

洗
浄

し
な

い
。

③
維

持
管

理
等

材
料

は
水

溶
の

為
、

凍
結

に
注

意
。

④
そ

の
他

強
風

時
に

施
工

す
る

時
は

、
材

料
が

飛
散

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

従
来

技
術

該
当

な
し

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
( 

%)
同

程
度

低
下

( 
%)

工
程

短
縮

( 
%)

同
程

度
増

加
( 

%)

品
質

向
上

同
程

度
低

下

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下
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施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

外
観

を
変

え
る

こ
と

な
く
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
保

護
、

劣
化

抑
制

し
、

延
命

化
を

計
る

。
補

修
時

は
断

面
修

復
工

法
と

組
み

合
わ

せ
可

能
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
15

0
単

位
㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
48

00
円

0円
0％

工
程

3日
0日

0％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
1液

2液
1

㎡
48

00
円

48
00

円

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

特
許

・実
用

新
案

種
類

特
許

の
有

無
特

許
番

号

特
許

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

特
許

詳
細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・証
明

項
目

と
結

果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

<
材

料
単

価
>

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
1
液

6,
00

0円
/L

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
2
液

12
,0

0
0円

/
L

<
施

工
単

価
>

4
,8

00
円

/
㎡

(材
工

共
10

0㎡
以

上
)

<
そ

の
他

>
高

圧
洗

浄
、

下
地

調
整

が
必

要
な

場
合

は
別

途
費

用
が

必
要

。

参
考

例

工
種

名
称

仕
様

数
量

単
位

単
価

金
額

材
料

費
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

1液
10

L
0.

1
5

L
60

0
0

90
0

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
2液

18
L

0.
1
5

L
12

00
0

18
0
0

労
務

費
世

話
役

0.
0
2

人
25

00
0

50
0

塗
装

工
0.

0
2

人
18

00
0

36
0

洗
浄

工
0.

0
2

人
18

00
0

36
0

雑
工

0.
0
3

人
18

00
0

54
0

そ
の

他
工

具
損

料
1

式
60

60

消
耗

品
1

式
60

60

管
理

諸
経

費
約

5
%

22
0

22
0

合
計

48
0
0

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
標

準
施

工
手

順

①
第

1回
目

 散
水

施
工

面
の

状
況

に
応

じ
て

、
低

圧
・高

圧
洗

浄
機

や
ブ

ラ
シ

等
で

汚
れ

を
除

去
し

施
工

面
が

や
や

乾
燥

す
る

ま
で

待
つ

。
施

工
面

を
洗

浄
す

る
必

要
が

な
い

場
合

は
低

圧
で

散
水

し
て

施
工

面
が

や
や

乾
く
ま

で
待

つ
。

(注
意

)
酸

性
の

洗
浄

剤
は

使
用

し
な

い
で

下
さ

い
。

施
工

面
に

酸
が

残
っ

て
い

る
と

反
応

し
て

白
く

な
り

ま
す

。

②
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

1液
塗

布
1
液

を
噴

霧
器

、
ロ

ー
ラ

ー
、

刷
毛

な
ど

を
使

用
し

、
均

等
に

塗
布

す
る

。
塗

布
量

は
1㎡

あ
た

り
0.

15
リ

ッ
ト

ル
を

目
安

に
す

る
。

吸
込

み
が

多
い

場
合

は
塗

布
量

を
多

く
す

る
。

塗
布

後
、

材
料

を
浸

透
さ

せ
る

為
に

目
視

で
表

面
が

や
や

乾
燥

す
る

ま
で

待
つ

。
(注

意
)施

工
面

は
常

に
湿

潤
状

態
に

し
て

お
く
、

施
工

面
の

乾
燥

が
激

し
い

時
は

ぬ
ら

す
程

度
に

散
水

す
る

。

③
第

2回
目

 散
水

浸
透

を
促

進
す

る
為

に
低

圧
散

水
す

る
。

施
工

面
に

残
っ

て
い

る
余

分
な

材
料

を
ブ

ラ
シ

等
で

十
分

に
洗

い
流

す
。

鋼
製

建
具

・ガ
ラ

ス
・手

摺
・樋

等
に

飛
散

し
た

材
料

を
洗

い
流

す
。

(注
意

)ガ
ラ

ス
等

に
付

着
し

た
1液

は
念

入
り

に
洗

い
流

す
。

④
乾

燥
十

分
に

乾
燥

さ
せ

る
。

(注
意

)施
工

面
が

乾
燥

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

⑤
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
テ

ク
ト

2液
塗

布
2
液

を
噴

霧
器

、
ロ

ー
ラ

ー
、

刷
毛

な
ど

を
使

用
し

、
均

等
に

塗
布

す
る

。
塗

布
量

は
1㎡

あ
た

り
0.

15
リ

ッ
ト

ル
を

目
安

に
す

る
。

吸
込

み
が

多
い

場
合

は
塗

布
量

を
多

く
す

る
。

液
が

垂
れ

た
と

き
は

、
ウ

エ
ス

等
で

拭
き

取
る

。
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(注
意

)垂
れ

た
ま

ま
放

置
を

し
ま

す
と

、
硬

化
し

て
美

観
を

損
な

い
ま

す
。

⑥
乾

燥
十

分
に

乾
燥

さ
せ

る
。

ス
ー

パ
ー

プ
ロ

テ
ク

ト
2液

塗
布

風
景

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
課

題
ひ

び
割

れ
な

ど
下

地
処

理
を

含
め

た
施

工
方

法
の

確
立

。

②
計

画
下

地
処

理
を

含
め

た
複

合
施

工
方

法
を

開
発

中
。

収
集

整
備

局
中

部
地

方
整

備
局

開
発

年
20

03
登

録
年

月
日

20
04

.0
6.

1
6

最
終

更
新

年
月

日
20

08
.0

3.
27

キ
ー

ワ
ー

ド

コ
ス

ト
縮

減
・生

産
性

の
向

上
、

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・
向

上

自
由

記
入

コ
ン

ク
リ

ー
ト

延
命

化

開
発

目
標

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上
、

作
業

環
境

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・官
、

産
・学

、
産

・官
・学

）

開
発

会
社

㈱
日

本
コ

ン
ク

リ
ー

ト
改

質
(有

)静
岡

躯
体

処
理

日
置

工
業

問
合

せ
先

技
術

会
 社

株
式

会
社

 日
本

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

担
当

部
署

代
表

取
締

役
担

当
者

鈴
木

徹
哉

住
 所

〒
58

9-
00

1
3

大
阪

府
大

阪
狭

山
市

茱
萸

木
7-

14
1
4

Ｔ
Ｅ

Ｌ
07

2-
3
60

-0
95

0
Ｆ

Ａ
Ｘ

07
2-

36
0-

09
51

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
in

fo
@

ka
is

it
u.

jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/k
ai

si
tu

.jp

営
業

会
 社

株
式

会
社

 日
本

コ
ン

ク
リ

ー
ト

改
質

担
当

部
署

代
表

取
締

役
担

当
者

鈴
木

徹
哉

住
 所

〒
58

9-
00

1
3

大
阪

府
大

阪
狭

山
市

茱
萸

木
7-

14
1
4

Ｔ
Ｅ

Ｌ
07

2-
3
60

-0
95

0
Ｆ

Ａ
Ｘ

07
2-

36
0-

09
51

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
in

fo
@

ka
is

it
u.

jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/k
ai

si
tu

.jp

問
合

せ
先

番 号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-M

A
IL

U
R
L

1

(有
)木

村
建

装
工

業
代

表
取

締
役

木
村

 繁
北

海
道

北
見

市
と

ん
田

西
町

24
1-

9

01
57

‐
61

‐8
85

9
01

57
‐6

1
‐

88
69

in
fo

@
k-

ke
ns

o.
co

.jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.k

-k
en

so
.c

o
.jp

2

サ
ン

エ
ナ

ジ
ー

㈱
代

表
取

締
役

中
野

 敬
大

北
海

道
札

幌
市

手
稲

区
前

田
10

条
12

丁
目

1-
30

01
1-

6
95

-3
48

3
01

1-
68

8
-

44
47

su
n-

e-
n@

w
o
nd

er
.o

cn
.n

e.
jp

ht
tp

:/
/w

w
w

.y
oi

m
iz

u.
or

g

3

東
北

躯
体

処
理

㈱
代

表
取

締
役

横
谷

 肇
宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
愛

子
北

原
道

上
11

-1
13

02
2-

3
91

-1
13

4
02

2-
39

1
-

11
35

4

㈲
静

岡
躯

体
処

理
日

置
工

業
代

表
取

締
役

日
置

正
幸

静
岡

県
静

岡
市

葵
区

瀬
名

川
3丁

目
23

番
6

号

05
4-

2
63

-1
42

0
05

4-
26

3
-

14
21

hi
o
ki

@
sf

.t
ok

ai
.o

r.
jp

5

住
環

境
創

建
㈱

代
表

取
締

役
品

川
 和

弘
静

岡
県

浜
松

市
冨

塚
町

53
4-

15

05
3-

4
12

-5
51

3
05

3-
41

2
-

55
14

in
fo

@
to

ka
ik

ut
ai

.c
o.

jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.t
o
ka

ik
ut

ai
.c

o.
jp

6

㈱
本

多
工

業
代

表
取

締
役

本
多

 幹
愛

知
県

豊
田

市
和

会
町

下
南

屋
敷

35
-
35

05
65

-
21

-6
75

6
05

65
-2

1
-

67
59

in
fo

@
ho

nd
a-

ko
gy

o.
co

m

7

岡
山

ア
ル

フ
ァ

産
業

㈱
躯

体
改

質
事

業
部

中
桐

 公
亮

岡
山

県
岡

山
市

野
田

5-
16

-2
7

08
6-

2
44

-4
06

5
08

6-
24

4
-

40
37

in
fo

@
o
ka

ya
m

a-
al

ph
a.

co
m

ht
tp

:/
/o

ka
ya

m
a-

al
ph

a.
co

m

8

(有
)

タ
ク

ミ
代

表
取

締
役

原
田

 良
平

広
島

県
竹

原
市

竹
原

町
35

91

08
46

-
22

-8
28

5
08

46
-2

2
-

82
22

ju
st

do
it
@

pl
um

.p
la

la
.o

r.
jp

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

2
件

16
件

29
件

実
験

等
実

施
状

況

・
凍

結
融

解
試

験
J
IS

 A
62

0
4

凍
結

融
解

試
験

質
量

変
化

率
に

お
い

て
、

塗
布

試
験

体
は

未
塗

布
に

比
べ

2.
7
倍

の
差

が
出

て
い

る
。
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添
付

資
料

等

添
付

資
料

1
カ

タ
ロ

グ
2

技
術

資
料

3 
M

S
D

S
4

試
験

報
告

書

参
考

文
献

表
面

保
護

工
法

 設
計

施
工

指
針

(案
)

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。

- 94 -



も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

事
後

評
価

未
実

施
技

術
登

録
N

o.
K
K
-1

00
01

3-
A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

01
0
.0

8.
31

副
題

粒
子

コ
ロ

イ
ド

コ
ン

ク
リ

ー
ト

含
浸

保
護

剤
区

分
材

料

分
類

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
養

生

分
類

2
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
表

面
保

護
工

分
類

3
道

路
維

持
修

繕
工

－
ト

ン
ネ

ル
補

修
補

強
工

－
そ

の
他

分
類

4
共

通
工

－
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

工
－

そ
の

他

分
類

5
建

築
－

防
水

工
事

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

本
技

術
は

、
新

設
・
既

存
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

に
塗

布
し

含
浸

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
水

や
劣

化
因

子
を

通
さ

な
い

緻
密

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

し
、

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
技

術
で

す
。

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
有

機
系

被
覆

工
法

(ウ
レ

タ
ン

)、
表

面
の

み
の

被
覆

、
耐

候
性

に
劣

る

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
・
全

て
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品 主
な

対
象

物
イ

メ
ー

ジ

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
・
有

機
系

か
ら

無
機

系
に

し
た

。
・
4種

・5
層

材
か

ら
1種

材
に

し
た

。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

・
粒

子
コ

ロ
イ

ド
と

化
学

反
応

に
よ

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

保
護

し
、

劣
化

因
子

(水
、

二
酸

化
炭

素
、

酸
素

、
塩

化
物

イ
オ

ン
)の

侵
入

を
抑

制
し

、
耐

久
性

を
向

上
さ

せ
ま

す
。

・
工

期
短

縮
が

で
き

る
。

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

メ
カ

ニ
ズ

ム

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
雨

、
強

風
及

び
降

雪
に

曝
さ

れ
な

い
環

境
で

施
工

が
可

能
。

・
.コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
温

度
が

5℃
～

70
℃

で
施

工
。

②
現

場
条

件
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

素
地

の
ま

ま
で

あ
る

こ
と

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
が

乾
燥

状
態

、
ま

た
は

湿
潤

状
態

施
工

可
能

③
技

術
提

供
可

能
地

域
・
日

本
全

国
提

供
可

能

④
関

係
法

令
等

・
特

に
無

し

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
ク

ラ
ッ

ク
が

0.
2m

m
以

下
の

全
て

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

・
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

に
対

し
て

の
適

用
範

囲
、

○
中

性
化

適
用

範
囲

は
、

劣
化

度
、

潜
伏

期
・進

展
期

○
塩

害
適

用
範

囲
は

、
劣

化
度

、
潜

伏
期

・
進

展
期

○
凍

結
融

解
適

用
範

囲
は

、
劣

化
度

、
潜

伏
期

・進
展

期
○

A
S

R
適

用
範

囲
は

、
劣

化
度

、
潜

伏
期

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

ち
放

し
面

に
施

工
す

る
の

が
高

い
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

(特
に

新
設

)

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
水

中
部

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・
塗

装
お

よ
び

撥
水

剤
等

、
シ

ラ
ン

系
、

樹
脂

系
の

保
護

材
が

施
さ

れ
て

い
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

引
用

元
:土

木
学

会
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
11

9表
面

保
護

工
法

設
計

施
工

指
針

(案
)

留
意

事
項

①
設

計
時

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
素

地
に

施
工

し
て

く
だ

さ
い

・
ク

ラ
ッ

ク
が

0.
2m

m
以

上
の

空
隙

に
対

し
て

は
、

セ
メ

ン
ト

系
材

料
の

併
用

が
望

ま
し

い
。

②
施

工
時

・
R

C
G

イ
ン

ナ
ー

シ
ー

ル
施

工
に

際
し

、
周

辺
箇

所
に

ガ
ラ

ス
、

ア
ル

ミ
面

が
あ

る
場

合
(ケ

イ
酸

質
の

た
め

ガ
ラ

ス
に

付
着

し
た

場
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合
に

除
去

が
困

難
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

)養
生

が
必

要
で

す
。

も
し

付
着

し
た

場
合

は
す

ぐ
に

水
で

洗
い

流
し

て
く
だ

さ
い

。
・
汚

れ
、

付
着

物
等

は
施

工
前

に
除

去
・清

掃
を

す
る

。
・
材

料
が

流
出

す
る

よ
う

な
大

雨
時

は
施

工
を

避
け

て
く
だ

さ
い

。
・
材

料
散

布
後

の
散

水
養

生
を

必
ず

お
こ

な
う

。

③
維

持
管

理
等

特
に

な
し

④
そ

の
他

特
に

な
し

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

有
機

系
表

面
被

覆
材

(ウ
レ

タ
ン

)

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
(

63
.2

%)
同

程
度

低
下

( 
%)

工
数

が
少

な
い

(本
技

術
は

1回
塗

り
、

従
来

技
術

は
5回

塗
り

)

工
程

短
縮

(
75

%)
同

程
度

増
加

( 
%)

工
数

が
少

な
い

(本
技

術
は

1日
、

従
来

技
術

は
4

日
)

品
質

向
上

同
程

度
低

下
本

技
術

は
耐

候
性

が
高

い
従

来
技

術
は

耐
候

性
が

低
い

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

本
技

術
は

無
機

系
な

の
で

環
境

負
荷

無
し

従
来

技
術

は
有

機
系

で
環

境
負

荷
が

大
き

い

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

施
工

が
簡

易
で

熟
練

し
た

技
能

者
を

必
要

と
し

な
い

。

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下
リ

サ
イ

ク
ル

が
可

能
、

残
材

な
し

、
臭

気
な

し

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)
粒

子
コ

ロ
イ

ド
の

充
填

と
化

学
反

応
に

よ
る

相
互

効
果

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

緻
密

に
し

、
保

護
し

ま
す

。
工

程
数

を
減

ら
し

、
工

期
短

縮
、

経
済

性
向

上
、

安
全

に
使

用
で

き
ま

す
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
並

行
型

：Ｂ
(＋

)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
30

0
単

位
㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
10

20
00

0
円

27
72

00
0
円

63
.2

％

工
程

1日
4
日

75
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

30
0

㎡
24

80
円

74
40

00
円

労
務

費
作

業
員

30
0

㎡
64

0
円

19
20

00
円

機
械

経
費

散
布

用
機

器
等

30
0

㎡
28

0
円

84
00

0
円

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

材
料

費
プ

ラ
イ

マ
ー

、
パ

テ
、

主
材

、
上

塗
り

、
ト

ッ
プ

コ
ー

ト
30

0
㎡

57
83

円
17

34
90

0 円

労
務

費
作

業
員

30
0

㎡
20

57
円

61
71

00
円

諸
経

費
そ

の
他

30
0

㎡
13

00
円

39
00

00
円

運
搬

費
運

搬
費

30
0

㎡
10

0
円

30
00

0
円

特
許

・実
用

新
案

種
類

特
許

の
有

無
特

許
番

号

特
許

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

特
許

詳
細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・証
明

項
目

と
結

果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

・
施

工
規

模
30

0㎡
基

準
34

0
0円

/
㎡

(材
工

共
)

・
特

記
条

件
(用

水
・電

気
は

別
途

/昼
間

施
工

/
下

地
処

理
費

別
途

)
・
他

、
併

用
補

修
工

事
は

別
途

積
算

と
な

り
ま

す
。

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

施
工

単
価

内
訳

書

工
種

円
/m

2(
新

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
)

下
地

清
掃

30
0

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

塗
布

28
8
0

水
養

生
22

0

合
計

34
0
0

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

1
、

下
地

清
掃

(施
工

面
の

汚
れ

を
取

り
除

く
)

2
、

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

塗
布

。
水

と
3倍

希
釈

液
18

0c
c
/㎡

を
数

回
に

わ
け

て
塗

布

3
、

水
養

生
(浸

透
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

散
水

養
生

)

4
、

完
了
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R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

施
工

手
順

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
今

後
の

課
題

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
保

護
剤

と
し

た
標

準
化

の
推

進
・
R

C
G

イ
ン

ナ
ー

シ
ー

ル
の

特
性

に
関

す
る

更
な

る
研

究

②
対

応
計

画
・
施

工
実

施
確

認
方

法
の

確
立

収
集

整
備

局
近

畿
地

方
整

備
局

開
発

年
19

97
登

録
年

月
日

20
10

.0
8.

3
1

最
終

更
新

年
月

日
20

10
.0

8.
31

キ
ー

ワ
ー

ド

安
全

・安
心

、
環

境
、

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・向

上

自
由

記
入

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

コ
ン

ク
リ

ー
ト

劣
化

抑
制

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
保

護

開
発

目
標

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上
、

安
全

性
の

向
上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・
産

、
産

・官
、

産
・学

、
産

・官
・学

）

開
発

会
社

株
式

会
社

ア
ー

ル
シ

ー
ジ

ー
ジ

ャ
パ

ン

問
合

せ
先

技
術

会
 社

株
式

会
社

ア
ー

ル
シ

ー
ジ

ー
ジ

ャ
パ

ン

担
当

部
署

担
当

者
室

谷
 満

住
 所

〒
55

0-
00

0
2

大
阪

府
大

阪
市

西
区

江
戸

堀
2ー

5ー
3

Ｔ
Ｅ

Ｌ
06

-6
44

7-
06

00
Ｆ

Ａ
Ｘ

06
-6

4
47

-0
60

6

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
k-

rc
g5

55
@

or
eg

an
o
.o

cn
.n

e.
jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.k

-r
cg

.c
o.

jp
/i

nd
ex

.h
tm

l

会
 社

岡
三

リ
ビ

ッ
ク

株
式

会
社

担
当

部
署

営
業

開
発

部
担

当
者

工
藤

 章
光

営
業

住
 所

〒
10

8-
00

2
3

東
京

都
港

区
芝

浦
4-

16
-1

3
A

Q
U

A
C

IT
Y
芝

浦

Ｔ
Ｅ

Ｌ
03

-5
44

2-
19

80
Ｆ
Ａ

Ｘ
03

-5
44

2-
19

81

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
ku

do
.y

uk
ih

ik
o
@

o
ka

sa
nl

iv
ic

.c
o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ

問
合

せ
先

番
号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-M

A
IL

U
R

L

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

0
件

36
件

12
7件

実
験

等
実

施
状

況

・
透

水
性

試
験

:(
財

)建
材

試
験

セ
ン

タ
ー

・
硬

化
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

塩
化

イ
オ

ン
浸

透
深

さ
試

験
:(
財

)建
材

試
験

セ
ン

タ
ー

・
組

織
観

察
:国

立
ソ

ウ
ル

産
業

大
学

 建
設

技
術

研
究

所
・
自

己
治

癒
能

力
試

験
:国

立
ソ

ウ
ル

産
業

大
学

 建
設

技
術

研
究

所
・
中

性
化

に
関

す
る

性
能

試
験

:(財
)建

材
試

験
セ

ン
タ

ー
・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
確

認
試

験
:日

本
道

路
公

団
構

造
技

術
課

・
R

C
G

イ
ン

ナ
ー

シ
ー

ル
凍

結
融

解
試

験
:(財

)建
材

試
験

セ
ン

タ
ー

・
塗

布
し

た
も

の
と

無
塗

布
の

も
の

を
塩

酸
原

液
に

浸
し

た
実

験
と

水
に

浸
し

た
実

験
:自

社

添
付

資
料

等

添
付

資
料

1:
R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

カ
タ

ロ
グ

2:
R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

M
S
D

S
3:

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

総
合

資
料

(1
)～

(8
)

4:
R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

施
工

手
順

書
5:

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

単
価

内
訳

書
6:

R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

日
本

食
品

分
析

セ
ン

タ
ー

結
果

7:
R
C

G
イ

ン
ナ

ー
シ

ー
ル

施
工

実
績

表

参
考

文
献

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

1
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パ
ン

フ
レ

ッ
ト

2

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

el
で

表
示

さ
れ

ま
す

。
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【
平

成
1
4年

度
の

テ
ー

マ
設

定
技

術
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
】

も
の

づ
く
り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

20
1
1.

08
.1

8現
在

技
術

名
称

A
S
R
リ

チ
ウ

ム
工

法
事

後
評

価
未

実
施

技
術

登
録

N
o.

K
K
-0

10
02

6-
A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：2

01
0
.0

9.
15

副 題
旧

名
称

「A
A

R
-
L
i(ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
)抑

制
工

法
」 

～
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
で

の
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
に

よ
る

膨
張

を
抑

制
す

る
工

法
区 分

工 法

分
類

1
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
表

面
保

護
工

分
類

2
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

・
本

工
法

は
A

S
R
に

よ
り

劣
化

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
補

修
を

目
的

と
し

た
,リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

内
部

圧
入

工
法

で
あ

る
.

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

に
削

孔
し

,そ
こ

か
ら

亜
硝

酸
リ

チ
ウ

ム
を

主
成

分
と

す
る

抑
制

剤
を

構
造

物
内

部
へ

加
圧

注
入

(内
部

圧
入

)す
る

.
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
に

供
給

さ
れ

た
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

の
働

き
に

よ
り

ア
ル

カ
リ

シ
リ

カ
ゲ

ル
が

非
膨

張
化

さ
れ

る
た

め
,以

後
の

A
S

R
の

劣
化

進
行

を
抑

制
す

る
こ

と
が

で
き

る
.

・
削

孔
し

て
内

部
圧

入
す

る
こ

と
に

よ
り

,こ
れ

ま
で

困
難

で
あ

っ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
部

で
の

A
S

R
膨

張
の

抑
制

を
可

能
と

し
た

.
・
抑

制
剤

中
の

亜
硝

酸
イ

オ
ン

は
鉄

筋
腐

食
を

抑
制

す
る

効
果

が
あ

る
た

め
,A

S
R
と

塩
害

の
複

合
劣

化
の

対
策

と
し

て
も

効
果

を
発

揮
す

る
.

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
従

来
技

術
と

し
て

、
A

S
R

の
膨

張
を

拘
束

す
る

工
法

(F
R

P
・鋼

板
巻

立
工

)、
劣

化
因

子
の

遮
断

す
る

工
法

(表
面

被
覆

工
・
表

面
含

浸
工

)、
劣

化
部

分
の

除
去

す
る

工
法

(断
面

修
復

工
)が

あ
る

。
し

か
し

、
膨

張
を

拘
束

す
る

工
法

で
は

、
力

学
的

に
膨

張
を

拘
束

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
し

て
も

、
A

S
R

は
進

行
し

続
け

、
強

度
や

弾
性

係
数

が
低

下
し

続
け

る
問

題
が

る
。

ま
た

、
劣

化
因

子
を

遮
断

お
よ

び
除

去
す

る
工

法
で

は
、

か
ぶ

り
部

分
に

つ
い

て
は

、
効

果
が

あ
る

が
、

構
造

物
内

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

は
、

効
果

が
及

ば
な

い
等

の
問

題
点

が
あ

る
。

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

・
橋

梁
上

・下
部

工
等

の
補

修
工

事
・
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

や
擁

壁
の

補
修

工
事

・
そ

の
他

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
一

般
の

補
修

工
事

④
開

発
背

景
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
の

A
S
R

を
抑

制
す

る
必

要
が

あ
る

・
水

分
供

給
の

遮
断

に
よ

る
対

策
で

は
再

劣
化

の
懸

念
が

あ
り

,限
界

が
あ

る
・
A

S
R
膨

張
に

よ
る

鉄
筋

破
断

事
例

も
多

く
報

告
さ

れ
て

い
る

.
・
A

S
R
が

構
造

物
の

耐
荷

性
能

を
脅

か
す

前
に

「膨
張

を
抑

制
」「

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

の
低

下
を

阻
止

」「
弾

性
係

数
の

低
下

を
阻

止
」す

る
必

要
が

あ
る

.

工
法

概
要

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
1
)構

造
物

全
体

と
し

て
の

A
S
R

抑
制

効
果

・
表

面
被

覆
、

ひ
び

割
れ

注
入

工
等

の
補

修
方

法
で

は
構

造
物

表
面

部
の

み
の

対
策

で
し

か
な

い
が

、
本

工
法

で
は

構
造

物
内

部
全

体
に

抑
制

剤
を

浸
透

拡
散

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
構

造
物

全
体

の
A

S
R
抑

制
効

果
が

期
待

で
き

る
。

2
)鉄

筋
腐

食
の

抑
制

・
表

面
被

覆
、

ひ
び

割
れ

注
入

工
等

の
補

修
方

法
で

は
、

内
在

塩
分

に
よ

る
塩

害
に

は
効

果
が

な
い

が
、

本
工

法
で

は
、

内
在

塩
分

に
よ

る
塩

害
に

対
し

て
も

効
果

が
あ

る
。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

1
)本

工
法

を
適

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

膨
張

量
あ

る
い

は
膨

張
速

度
を

抑
制

す
る

効
果

が
期

待
で

き
る

。
2
)A

S
R
抑

制
効

果
が

高
い

・
構

造
物

内
部

に
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

が
十

分
供

給
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

反
応

性
骨

材
が

不
溶

化
す

る
た

め
、

以
後

の
A

S
R
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

膨
張

を
直

接
的

に
抑

制
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
)鉄

筋
腐

食
抑

制
効

果
が

高
い

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
鉄

筋
位

置
周

辺
に

亜
硝

酸
イ

オ
ン

が
十

分
供

給
さ

れ
る

事
に

よ
り

、
鉄

筋
の

不
導

態
被

膜
が

修
復

さ
れ

る
た

め
、

以
後

の
鉄

筋
腐

食
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
4
)軽

微
な

設
備

・
圧

入
設

備
は

簡
易

で
あ

る
た

め
、

狭
隘

な
現

場
条

件
で

も
対

応
で

き
、

圧
入

中
は

無
騒

音
・無

振
動

。
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【
A

S
R
劣

化
進

行
抑

制
効

果
イ

メ
ー

ジ
図

】

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
作

業
日

の
日

平
均

気
温

は
、

5℃
以

上
と

す
る

。
但

し
冬

季
対

策
(冬

季
用

抑
制

剤
、

保
温

養
生

等
)を

実
施

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

。

②
現

場
条

件
・
加

圧
装

置
用

地
が

必
要

で
あ

る
(1

0～
20

m
2程

度
)。

③
技

術
提

供
可

能
地

域
・
日

本
全

国
技

術
提

供
可

能
(技

術
提

供
地

域
に

つ
い

て
は

制
限

無
し

)。

④
関

係
法

令
等

・
特

に
な

し

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
A

S
R
お

よ
び

塩
害

と
の

複
合

に
よ

り
劣

化
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

(R
C

・P
C

構
造

、
橋

梁
上

・
下

部
工

)

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
A

S
R
の

劣
化

過
程

が
[進

展
期

]も
し

く
は

[加
速

期
]に

あ
る

構
造

物
・
A

S
R
と

塩
害

と
の

複
合

劣
化

し
た

構
造

物

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
水

中
で

の
施

工
/上

水
道

施
設

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
そ

の
引

用
元

・
特

に
な

し

留
意

事
項

①
設

計
時

1
)構

造
物

の
ア

ル
カ

リ
総

量
の

調
査

結
果

を
元

に
設

計
抑

制
剤

使
用

量
を

決
定

す
る

。
2
)構

造
物

の
現

有
強

度
、

設
計

抑
制

剤
量

及
び

圧
入

孔
配

孔
(間

隔
、

本
数

)に
よ

り
、

本
加

圧
注

入
日

数
が

推
定

さ
れ

る
。

3
)本

加
圧

注
入

時
、

構
造

物
表

面
か

ら
の

抑
制

剤
の

過
度

な
漏

出
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

表
面

処
理

工
(ひ

び
割

れ
注

入
工

、
断

面
修

復
工

、
表

面
シ

ー
ル

工
)を

検
討

す
る

す
る

必
要

が
あ

る
。

4
)本

工
法

の
実

施
後

、
表

面
被

覆
工

や
炭

素
繊

維
補

強
工

を
実

施
す

る
場

合
、

前
述

表
面

シ
ー

ル
工

を
活

用
で

き
る

よ
う

に
材

料
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
施

工
時

1
)施

工
環

境
が

日
平

均
気

温
5℃

未
満

と
な

る
場

合
は

、
冬

季
対

策
(冬

季
用

抑
制

剤
、

保
温

養
生

等
)の

検
討

を
行

う
。

2
)抑

制
剤

の
取

り
扱

い
に

お
い

て
は

、
M

S
D

S
の

内
容

を
熟

知
し

、
十

分
な

る
保

護
具

を
着

用
し

作
業

を
行

う
。

③
維

持
管

理
等

特
に

な
し

④
そ

の
他

特
に

な
し

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

鋼
板

接
着

工
法

項
目

活
用

の
効

果
比

較
の

根
拠

経
済

性
向

上
(

5.
06

%)
同

程
度

低
下

( 
%)

道
路

橋
T
型

橋
脚

梁
部

を
対

象
と

し
た

場
合

工
程

短
縮

( 
%)

同
程

度
増

加
(

25
%)

構
造

物
劣

化
状

態
に

応
じ

本
加

圧
注

入
日

数
が

変
化

す
る

た
め

、
一

概
に

比
較

が
困

難
で

あ
る

品
質

向
上

同
程

度
低

下
反

応
性

骨
材

へ
の

直
接

的
抑

制
効

果
が

期
待

で
き

る
た

め
品

質
向

上

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

重
機

作
業

が
不

要
な

た
め

危
険

を
伴

う
作

業

が
少

な
い

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

現
場

簡
易

作
業

の
た

め
施

工
性

向
上

(鋼
板

溶
接

・充
填

注
入

等
不

要
)

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下
圧

入
作

業
は

ガ
ス

圧
ま

た
は

バ
ッ

テ
リ

ー
駆

動
で

あ
る

た
め

、
騒

音
、

振
動

(重
機

作
業

、
溶

接
)

を
伴

う
作

業
を

伴
わ

な
い

。

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)

従
来

技
術

で
は

、
力

学
的

に
膨

張
を

拘
束

す
る

工
法

で
あ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
劣

化
(強

度
、

弾
性

係
数

の
低

下
)を

抑
制

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
っ

た
が

、
本

工
法

は
構

造
物

内
部

全
体

に
抑

制
剤

を
浸

透
拡

散
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
膨

張
お

よ
び

劣
化

を
抑

制
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
並

行
型

：Ｂ
(＋

)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
10

0
単

位
m

2

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
14

75
30

3
6
円

15
5
39

52
0
円

5.
06

％

工
程

50
日

40
日

-2
5
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数
量

単 位
単

価
金

額
摘

要

下
地

処
理

工
手

工
具

10
0

m
2

24
20

円
24

20
00

円
表

面
シ

ー
ル

工
下

地
処

理

調
査

計
測

工
躯

体
表

面
調

査
10

0
m

2
39

10
円

39
10

00
円

ひ
び

割
れ

注
入

工
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
系

、
幅

0.
2～

3.
0m

m
、

深
さ

15
0
m

m
13

6
m

11
87

0
円

16
14

32
0 円

表
面

シ
ー

ル
工

有
機

無
機

複
合

型
10

0
m

2
11

71
0
円

11
71

00
0 円

表
面

シ
ー

ル
と

し
て

パ
テ

施
工

ま
で

、
圧

入
孔

充
填

工
完

了
後

 中
塗

り
・上

塗
り

鉄
筋

探
査

工
圧

入
孔

位
置

50
.8

m
2

49
30

円
25

04
44

円

圧
入

孔
位

置
出

工
圧

入
孔

位
置

50
.8

m
2

33
20

円
16

86
56

円

圧
入

孔
削

孔
工

φ
34

m
m

99
m

16
49

0
円

16
32

51
0 円

加
圧

装
置

設
置

工
気

圧
式

3
組

48
63

0
円

14
58

90
円

加
圧

パ
ッ

カ
ー

装
着

工
φ

34
m

m
用

、
シ

ン
グ

ル
パ

ッ
カ

ー
60

孔
19

95
0
円

11
97

00
0 円

耐
圧

ホ
ー

ス
配

管
工

φ
8m

m
ウ

レ
タ

ン
チ

ュ
ー

ブ
60

孔
41

50
円

24
90

00
円

試
験

加
圧

注
入

工
全

圧
入

孔
60

孔
25

40
円

15
24

00
円

本
加

圧
注

入
工

圧
入

日
数

;2
9日

(σ
c=

26
.3

N
/m

m
2、

ア
ル

カ
リ

総
量

5
.0

kg
/m

3
)

60
孔

46
16

0
円

27
69

60
0 円

抑
制

剤
亜

硝
酸

リ
チ

ウ
ム

40
%

水
溶

液
(ア

ル
カ

リ
総

量
5.

0k
g/

m
3)

ロ
ス

10
%

10
86

.8
kg

26
70

円
29

01
75

6 円

圧
入

孔
充

填
工

φ
34

m
m

60
孔

16
60

円
99

60
0
円

充
填

材
無

収
縮

グ
ラ

ウ
ト

、
ロ

ス
率

5%
17

7
kg

15
0
円

26
55

0
円

掛
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足
場

工
ビ

テ
ィ

足
場

20
0

m
2

19
9
0
円

39
80

00
円

技
術

管
理

工
共

通
仮

積
上

費
(技

術
管

理
費

)
1

式
13

43
31

0 円
13

43
31

0 円

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

調
査

計
測

工
躯

体
表

面
調

査
10

0
m

2
39

10
円

39
10

00
円

ひ
び

割
れ

注
入

工
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
系

、
幅

0.
2～

3.
0m

m
、

深
さ

15
0m

m
13

6
m

12
00

0
円

16
32

00
0 円

鋼
板

割
付

調
査

工
10

0
m

2
34

00
円

34
00

00
円

補
強

鋼
板

加
工

S
M

49
0、

t=
12

m
m

、
材

料
・加

工
費

10
0

m
2

21
43

0
円

21
43

00
0 円

下
地

処
理

工
仕

上
げ

材
・余

盛
材

撤
去

10
0

m
2

64
00

円
64

00
00

円

鋼
板

取
付

工
t=

12
m

m
9.

24
t

13
80

00
円

12
75

12
0 円

開
先

工
S
M

49
0,

t=
12

m
m

13
2

m
20

00
円

26
40

00
円

溶
接

工
半

自
動

溶
接

13
2

m
17

20
0
円

22
70

40
0 円

シ
ー

ル
工

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

パ
テ

10
0

m
2

82
00

円
82

00
00

円

注
入

工
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
10

0
m

2
46

30
0
円

46
30

00
0 円

仕
上

げ
工

パ
テ

材
等

撤
去

他
10

0
m

2
11

90
円

11
90

00
円

現
場

塗
装

工
10

0
m

2
18

90
円

18
90

00
円

ア
ン

カ
ー

設
置

工
@

50
0

40
0

本
12

00
円

48
00

00
円

足
場

工
ビ

テ
ィ

足
場

20
0

掛 m
2

17
30

円
34

60
00

円

特
許

・実
用

新
案

種
類

特
許

の
有

無
特

許
番

号

特
許

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

特
許

詳
細

特
許

情
報

無
し

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ

評
価

・証
明

項
目

と
結

果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

施
工

単
価

は
、

対
象

構
造

物
の

種
類

・形
状

、
劣

化
状

態
(強

度
・
弾

性
係

数
の

低
下

)、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
ア

ル
カ

リ
総

量
に

よ
り

変
動

し
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

積
算

例
 条

件

対
象

構
造

物
;道

路
橋

T
型

橋
脚

(梁
部

)
梁

幅
13

.7
5
m

×
梁

高
2.

50
m

～
1.

00
m

(端
部

)、
梁

圧
1.

80
m

設
計

抑
制

剤
量

;9
8
8k

g
作

業
条

件
;昼

間
作

業
8時

間
/日

【道
路

橋
T

型
橋

脚
で

の
概

算
直

接
工

事
費

例
】

工
種

工
種

(2
)

単 位
単

価
摘

要

躯
体

漏
出

処
理

工
ひ

び
割

れ
注

入
工

m
11

80
0

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

系
(躯

体
調

査
工

含
ま

ず
)

表
面

シ
ー

ル 工
m

2
14

10
0

有
機

無
機

複
合

型
(下

地
処

理
含

む
)

A
S
R
リ

チ
ウ

ム
工

A
S

R
リ

チ
ウ

ム 工
m

3
21

00
00

σ
c=

26
.3

N
/m

m
2,

ア
ル

カ
リ

総
量

5.
0
kg

/m
3,

計
画

本
加

圧
注

入
日

数
23

0
時

間

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

①
表

面
漏

出
防

止
工

(ひ
び

割
れ

注
入

工
・表

面
シ

ー
ル

工
)

躯
体

表
面

の
過

大
な

ひ
び

割
れ

・微
細

な
ひ

び
割

れ
よ

り
の

抑
制

剤
の

漏
出

を
防

ぐ
た

め
、

表
面

漏
出

防
止

工
の

施
工

を
行

う
。

②
圧

入
孔

削
孔

工
コ

ア
ボ

ー
リ

ン
グ

(φ
20

～
34

m
m

)に
よ

る
削

孔
を

基
本

と
し

、
計

画
配

孔
図

(圧
入

孔
間

隔
50

0～
75

0
m

m
)に

従
い

圧
入

孔
長

(基
本

;壁
厚

-
約

20
0m

m
程

度
)を

確
保

す
る

。

③
加

圧
パ

ッ
カ

ー
装

着
・配

管
工

圧
入

孔
の

口
元

及
び

深
部

に
お

い
て

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

発
生

し
て

い
る

ひ
び

割
れ

か
ら

、
抑

制
剤

が
漏

出
・
漏

洩
し

な
い

こ
と

を
目

的
に

設
置

す
る

。

④
試

験
加

圧
注

入
工

各
圧

入
孔

に
お

い
て

、
圧

入
に

よ
る

抑
制

剤
の

漏
出

の
有

無
・圧

入
速

度
の

確
認

を
目

的
に

実
施

す
る

。

⑤
本

加
圧

注
入

工
加

圧
装

置
に

よ
り

、
計

画
注

入
圧

で
各

孔
設

計
抑

制
量

を
圧

入
す

る
。

【
設

計
圧

入
仕

様
及

び
基

本
装

置
】

分
類

項
目

基
本

仕
様

設
計

設
計

抑
制

剤
量

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

ア
ル

カ
リ

量
(N

a+
換

算
)に

対
し

モ
ル

比
1.

0と
な

る
抑

制
剤

量

注
入

圧
力

構
造

物
内

部
へ

の
効

果
的

な
浸

透
を

考
慮

し
0.

5M
pa

～
1.

0M
pa

の
範

囲
で

設
定

圧
入

孔
間

隔
構

造
物

の
現

有
強

度
を

基
に

50
0～

75
0m

m
の

範
囲

で
設

定

圧
入

期
間

上
記

仕
様

及
び

施
工

実
績

に
基

づ
く
経

験
式

を
用

い
設

定

施
工

圧
入

装
置

抑
制

剤
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
に

設
定

注
入

圧
力

で
確

実
に

供
給

す
る

装
置
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配
管

装
置

配
管

ホ
ー

ス
・分

配
器

よ
り

構
成

さ
れ

る

加
圧

パ
ッ

カ
ー

主
に

圧
入

孔
の

口
元

に
お

い
て

の
抑

制
剤

の
漏

出
漏

洩
を

防
止

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
課

題
・
抑

制
剤

の
長

期
的

な
効

果
の

確
認

②
計

画
・
構

造
物

の
劣

化
状

態
に

応
じ

た
、

効
果

的
な

設
計

手
法

の
確

立
・
抑

制
剤

本
加

圧
注

入
工

に
お

い
て

の
、

最
適

な
管

理
手

法
の

確
立

収
集

整
備

局
近

畿
地

方
整

備
局

開
発

年
20

00
登

録
年

月
日

20
01

.0
6.

1
5

最
終

更
新

年
月

日
20

10
.0

9.
15

キ
ー

ワ
ー

ド

公
共

工
事

の
品

質
確

保
・向

上
、

景
観

自
由

記
入

コ
ン

ク
リ

ー
ト

補
修

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

塩
害

開
発

目
標

省
人

化
、

耐
久

性
の

向
上

、
品

質
の

向
上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・官
、

産
・学

、
産

・
官

・学
）

開
発

会
社

㈱
鴻

池
組

、
極

東
興

和
㈱

、
大

阪
防

水
建

設
社

㈱
、

福
徳

技
研

㈱
、

大
日

本
塗

料
㈱

、
三

興
塗

料
㈱

、
井

上
建

設
㈱

、
広

島
ガ

ス
テ

ク
ノ

㈱
、

日
星

産
業

㈱
、

田
島

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

㈱
、

A
S

R
リ

チ
ウ

ム
工

法
協

会

技
術

会
 社

A
S

R
リ

チ
ウ

ム
工

法
協

会

担
当

部
署

事
務

局
担

当
者

富
澤

直
樹

住
 所

〒
53

0-
85

1
7

大
阪

府
大

阪
市

北
区

梅
田

3-
4-

5

Ｔ
Ｅ

Ｌ
06

-6
34

3-
36

38
Ｆ

Ａ
Ｘ

06
-6

34
3-

36
32

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
in

fo
@

as
rl
i.j

p

問
合

せ
先

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.a

sr
li.

jp
/

営
業

会
 社

A
S

R
リ

チ
ウ

ム
工

法
協

会

担
当

部
署

事
務

局
担

当
者

為
石

昌
宏

住
 所

〒
53

0-
85

1
7

大
阪

府
大

阪
市

北
区

梅
田

3-
4-

5

Ｔ
Ｅ

Ｌ
06

-6
34

3-
36

38
Ｆ
Ａ

Ｘ
06

-6
3
43

-3
63

2

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
in

fo
@

as
rl
i.j

p

Ｕ
Ｒ

Ｌ
ht

tp
:/

/w
w

w
.a

sr
li.

jp
/

問
合

せ
先

番 号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-M

A
IL

U
R
L

1

㈱
鴻

池
組

大
阪

本
店

土
木

技
術

部
内

田
博

之
大

阪
府

大
阪

市
北

区
梅

田
3-

4-
5

06
-
63

43
-

32
1
6

06
-
63

43
-3

17
6

uc
hi

da
_h

y@
ko

no
ik

e.
co

.jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.k

on
oi

ke
.c

o.
jp

/

2

極
東

興
和

㈱
技

術
本

部
補

修
課

岡
田

繁
之

広
島

県
広

島
市

東
区

光
町

2-
6-

31

08
2
-2

61
-

12
0
7

08
2
-2

61
-1

26
9

so
ka

da
@

kk
n.

co
.jp

ht
tp

:/
/w

w
w

.k
kn

.c
o
.jp

/

3

㈱
大

阪
防

水
建

設
社

防
水

事
業

部
谷

真
次

大
阪

府
大

阪
市

天
王

寺
区

餌
差

町
7
-6

06
-
67

62
-

56
2
1

06
-
67

63
-4

81
1

ta
n
i@

ob
cc

.c
o.

jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.o

bc
c.

co
.jp

/

4

㈱
ジ

オ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
工

務
課

竹
野

内
雅

巳
大

阪
府

大
阪

市
西

区
京

町
堀

1-
8-

35

06
-
64

48
-

22
3
0

06
-
64

48
-2

22
9

ta
ke

n
o
uc

hi
_m

m
@

ge
od

yn
am

ic
.jp

ht
tp

:/
/g

eo
dy

na
m

ic
.jp

/

5

福
徳

技
研

㈱
コ

ン
ク

リ
ー

ト
補

修
部

河
原

健
児

広
島

県
広

島
市

中
区

東
千

代
田

町
2
-

3-
26

08
2
-2

43
-

55
3
5

08
2
-2

43
-6

44
4

ka
w

ah
ar

a@
fu

ku
to

ku
-g

ro
up

.c
o
.jp

ht
tp

:/
/w

w
w

.f
uk

ut
ok

u-
gr

o
up

.c
o.

jp
/

6

井
上

建
設

㈱
営

業
本

部
峯

松
昇

司
広

島
県

三
原

市
久

井
町

江
木

14
71

08
4
7-

32
-

71
2
5

08
4
7-

32
-5

15
1

m
in

em
at

su
s@

in
o
ke

n.
co

.jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.in

o
ke

n.
jp

/

7

大
日

本
塗

料
㈱

構
造

物
塗

料
事

業
部

権
藤

昌
延

大
阪

府
大

阪
市

此
花

区
西

九
条

6-
1
-

12
4

06
-
64

66
-

66
2
6

06
-
64

68
-1

43
9

G
O

N
D

O
U

@
st

ar
.d

nt
.c

o.
jp

ht
tp

:/
/d

nt
.c

o.
jp

/

8

三
興

塗
料

㈱
開

発
部

山
田

信
之

大
阪

府
大

阪
市

福
島

区
吉

野
3-

12
-
25

06
-
64

64
-

38
3
5

06
-
64

65
-0

17
2

ya
m

ad
a@

sa
nk

o
-
to

ry
o
.c

o.
jp

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
an

ko
-t

o
ry

o.
co

.jp
/

9

日
産

化
学

工
業

㈱

化
学

品
事

業
本

部
機

能
材

料
事

業
部

特
殊

材
料

部
須

藤
祐

司
東

京
都

千
代

田
区

神
田

錦
町

3-
7-

1

03
-
32

96
-

80
7
0

03
-
32

96
-8

36
0

su
d
ou

yu
uj

i@
ni

ss
an

ch
em

.c
o.

jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.n

is
sa

nc
he

m
.c

o.
jp

/
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10

広
島

ガ
ス

テ
ク

ノ
㈱

建
設

部
土

木
課

向
井

 康
広

島
県

広
島

市
南

区
皆

実
町

2丁
目

6
番

地
19

号

08
2
-2

52
-

30
6
8

08
2
-2

52
-6

74
9

ym
uk

ai
@

te
ch

no
.h

ir
os

hi
m

a-
ga

s.
co

.jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.h

gt
.c

o
.jp

/

11

日
星

産
業

㈱
環

境
資

材
営

業
部

建
設

化
学

品
グ

ル
ー

プ
東

久
保

利
通

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
本

町
1-

10
-5

03
-
32

41
-

02
0
5

03
-
32

41
-6

74
8

to
uk

ub
ot

@
ni

ss
ei

co
rp

.c
o.

jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.n

is
se

ic
o
rp

.c
o.

jp
/

12

田
島

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

㈱
東

京
支

店
飯

田
善

計
東

京
都

千
代

田
区

岩
本

町
3丁

目
11

番
地

13
号

03
-
58

21
-

77
2
1

03
-
38

64
-7

55
6

iid
a-

yo
s@

ta
jim

a-
ro

o
f.
co

.jp
ht

tp
:/

/w
w

w
.t
aj

im
a-

ro
o
f.
jp

/

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等

9
件

6件
5件

実
験

等
実

施
状

況

1
)A

S
R
劣

化
供

試
体

に
よ

る
、

抑
制

剤
浸

透
拡

散
及

び
効

果
確

認
試

験
(添

付
資

料
⑥

)
<
目

的
>

・
抑

制
剤

の
浸

透
拡

散
範

囲
と

A
S

R
抑

制
効

果
の

確
認

<
実

験
方

法
>

・
A

S
R
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

(3
00

×
15

0×
18

0
0m

m
)を

用
い

て
、

抑
制

剤
の

注
入

圧
力

、
注

入
範

囲
、

注
入

量
の

関
係

を
把

握
、

ま
た

、
注

入
後

の
供

試
体

よ
り

コ
ア

を
採

取
し

、
促

進
膨

張
試

験
を

実
施

し
、

A
S

R
の

抑
制

効
果

を
確

認
し

た
。

<
実

験
実

施
機

関
>

・
A

S
R
リ

チ
ウ

ム
工

法
協

会
<
実

験
結

果
>

・
抑

制
剤

を
1
～

2ヶ
月

圧
入

を
継

続
す

れ
ば

、
周

方
向

に
50

0m
m

程
度

拡
散

す
る

す
る

こ
と

が
判

っ
た

。
ま

た
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

ナ
ト

リ
ウ

ム
イ

オ
ン

に
対

し
、

抑
制

剤
中

の
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

が
モ

ル
比

で
で

1
程

度
あ

れ
ば

、
そ

れ
以

降
の

膨
張

が
大

幅
に

抑
制

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

そ
の

他
以

下
の

実
験

を
実

施
2
)無

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
供

試
体

に
よ

る
浸

透
拡

散
確

認
試

験
3
)無

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

-浸
透

拡
散

範
囲

確
認

試
験

4
)R

C
 L

型
擁

壁
で

の
抑

制
剤

浸
透

状
況

確
認

試
験

A
S

R
供

試
体

実
験

状
況

添
付

資
料

①
A

S
R
リ

チ
ウ

ム
工

法
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
②

「A
S

R
リ

チ
ウ

ム
工

法
 技

術
資

料
」

初
版

 平
成

17
年

7月
③

「A
S

R
リ

チ
ウ

ム
工

法
 積

算
資

料
」

初
版

 平
成

18
年

4月
④

製
品

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト

⑤
各

種
実

験
に

関
す

る
論

文
⑥

従
来

工
法

「鋼
板

接
着

工
法

」明
細

書

参
考

文
献

添
付

資
料

等

①
「大

型
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
に

お
け

る
リ

チ
ウ

ム
の

A
S

R
抑

制
効

果
を

目
的

と
し

た
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
技

術
の

開
発

」、
国

土
交

通
省

近
畿

地
方

整
備

局
、

平
成

13
年

度
管

内
技

術
研

究
発

表
会

,防
・保

26
-1

～
6

②
「大

型
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
に

お
け

る
リ

チ
ウ

ム
の

A
S

R
抑

制
効

果
に

関
す

る
研

究
」、

日
本

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

協
会

年
次

論
文

集
、

V
ol

.2
3
,N

o
.1

,p
p
.4

03
-4

0
8,

20
01

③
「リ

チ
ウ

ム
を

用
い

た
A

S
R

抑
制

工
法

の
実

構
造

物
へ

の
適

用
」、

土
木

学
会

第
56

回
年

次
学

術
講

演
会

,V
ol

.5
6.

V
,p

p.
60

6-
60

7,
20

0
1

④
「A

S
R
/
L
i工

法
の

開
発

」、
国

土
交

通
省

近
畿

地
方

整
備

局
、

建
設

技
術

展
20

0
1近

畿
,開

発
技

術
発

表
論

文
集

,p
p.

16
5-

17
0,

20
0
1

⑤
「大

断
面

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

へ
の

A
S

R
抑

制
工

法
の

適
用

と
そ

の
効

果
」、

土
木

学
会

、
第

1回
土

木
建

設
技

術
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
,2

00
2

⑥
「A

A
R
/L

i(
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
)工

法
の

開
発

」、
月

刊
コ

ン
ク

リ
ー

ト
テ

ク
ノ

、
V

ol
.2

1
,N

o1
2.

pp
.3

4
-3

8
⑦

「ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

を
抑

制
す

る
新

し
い

工
法

A
A

R
/L

i工
法

の
適

用
と

適
用

事
例

」、
セ

メ
ン

ト
・コ

ン
ク

リ
ー

ト
,N

o.
67

3,
pp

.2
6
-3

2
(2

00
30

31
0
)

⑧
「D

E
V

E
L
O

P
M

E
N

T
 O

F
 A

S
R

 S
U

P
P
R

E
S
S

IN
G

 T
E
C

H
N

O
L
O

G
Y

(T
H

E
 A

A
R

/
L
i 
M

E
T
H

O
D

)」
、

P
ro

ce
ed

in
gs

 o
f 

th
e 

12
th

 I
nt

er
na

ti
on

al
 C

o
nf

er
en

ce
 o

n 
A

lk
al

i-
A

gg
re

ga
te

 R
ea

ct
io

n 
in

 C
o
nc

re
te

⑨
「亜

硝
酸

リ
チ

ウ
ム

高
圧

注
入

に
よ

る
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
効

果
の

検
証

」、
日

本
材

料
学

会
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

補
修

,補
強

,ア
ッ

プ
グ

レ
ー

ド
論

文
報

告
集

,第
5巻

、
pp

.1
8
9-

19
4,

20
0
5

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

【本
加

圧
注

入
工

施
工

状
況

】

【加
圧

装
置

全
景

(気
圧

式
)】

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。

- 103 -



も
の

づ
く

り

日
本

大
賞

国
土

技
術

開
発

賞

建
設

技
術

審
査

証
明

※

2
0
11

.0
9
.2

2
現

在

技
術

名
称

犠
牲

陽
極

材
「
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

工
法

」
試

行
技

術

試
行

技
術

(2
00

2
.1

0
.1

8
～

)

登
録

N
o.

C
B

-0
20

0
37

-
A

事
前

審
査

事
後

評
価

技
術

の
位

置
付

け

試
行

実
証

評
価

活
用

効
果

評
価

推
奨

技
術

準
推

奨
技

術
活

用
促

進
技

術
設

計
比

較
対

象
技

術
少

実
績

優
良

技
術

上
記

※
印

の
情

報
と

以
下

の
情

報
は

申
請

者
の

申
請

に
基

づ
き

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。
申

請
情

報
の

最
終

更
新

年
月

日
：
2
0
10

.0
3
.2

5

副
  

  
題

亜
鉛

を
犠

牲
に

し
鉄

筋
腐

食
を

電
気

化
学

的
に

抑
制

し
断

面
修

復
す

る
工

法
。

区
分

工
法

分
 類

1
道

路
維

持
修

繕
工

－
橋

梁
補

修
補

強
工

－
断

面
修

復
工

分
 類

2
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

－
そ

の
他

分
 類

3
橋

梁
上

部
工

－
そ

の
他

分
 類

4
ダ

ム
－

ダ
ム

維
持

管
理

工

分
 類

5
建

築
－

改
修

工
事

概
要

①
何

に
つ

い
て

何
を

す
る

技
術

な
の

か
?

・
通

常
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

鉄
筋

は
塩

害
、

中
性

化
等

が
原

因
で

腐
食

を
開

始
し

ま
す

。
錆

の
原

理
は

電
気

化
学

的
作

用
に

よ
り

進
行

す
る

た
め

、
亜

鉛
を

犠
牲

と
す

る
犠

牲
陽

極
材

「
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

工
法

」を
用

い
て

防
錆

を
行

い
、

レ
ン

ダ
ロ

ッ
ク

モ
ル

タ
ル

に
て

断
面

修
復

す
る

技
術

で
す

。
電

気
化

学
的

作
用

を
利

用
す

る
た

め
、

鉄
筋

腐
食

抑
制

の
み

な
ら

ず
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

も
抑

制
で

き
ま

す
。

②
従

来
は

ど
の

よ
う

な
技

術
で

対
応

し
て

い
た

の
か

?
・
防

錆
材

塗
布

(ジ
ン

ク
リ

ッ
チ

プ
ラ

イ
マ

ー
)や

モ
ル

タ
ル

へ
の

防
錆

材
混

入
(亜

硝
酸

リ
チ

ウ
ム

)を
行

っ
て

い
ま

し
た

。

③
公

共
工

事
の

ど
こ

に
適

用
で

き
る

の
か

?
・
全

て
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
(例

え
ば

、
橋

梁
、

桟
橋

、
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

な
ど

)。
・
塩

害
、

中
性

化
、

凍
結

融
解

な
ど

に
よ

り
鉄

筋
腐

食
が

進
行

し
て

い
る

、
予

測
で

き
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
工

法
-適

用
範

囲

防
錆

レ
ベ

ル
定

義
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P
2

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
X

P
4

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
D

A
S

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
L
J
(海

洋
構

造
物

専
用

)

鉄
筋

防
錆

(マ
ク

ロ
セ

ル
)

新
し

い
腐

食
の

発
生

を
防

ぐ
○

○
○

○
○

×

腐
食

抑
制

進
行

中
の

腐
食

を
抑

制
す

る
×

○
○

○
○

○

電
気

防
食

進
行

中
の

腐
食

を
止

め
る

×
×

×
△

○
○

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
製

品
一

覧

新
規

性
及

び
期

待
さ

れ
る

効
果

①
ど

こ
に

新
規

性
が

あ
る

の
か

?(
従

来
技

術
と

比
較

し
て

何
を

改
善

し
た

の
か

?)
・
鉄

筋
の

腐
食

原
理

(電
気

化
学

的
作

用
に

よ
る

)に
基

づ
き

、
腐

食
抑

制
を

行
い

ま
す

。
・
補

修
に

よ
る

再
劣

化
(マ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

に
よ

る
)を

抑
制

し
ま

す
。

・
電

気
化

学
的

反
応

に
よ

り
鉄

筋
防

錆
お

よ
び

マ
ク

ロ
セ

ル
腐

食
を

抑
制

す
る

た
め

、
問

題
視

さ
れ

て
い

る
補

修
に

よ
る

再
劣

化
を

防
止

で
き

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

延
命

を
計

れ
ま

す
。

・
塩

分
が

存
在

す
る

環
境

下
に

お
い

て
も

除
去

す
る

こ
と

な
く

施
工

が
可

能
で

す
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
か

ぶ
り

が
小

さ
い

場
合

で
も

、
適

用
可

能
で

す
。

・
様

々
な

形
状

が
あ

る
た

め
、

適
用

範
囲

が
広

く
、

施
工

方
法

も
選

択
で

き
ま

す
。

・
施

工
後

は
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
フ

リ
ー

で
す

。
・
外

部
電

源
を

使
用

す
る

電
気

防
食

と
は

異
な

り
、

電
源

設
備

を
必

要
と

し
ま

せ
ん

。

②
期

待
さ

れ
る

効
果

は
?(

新
技

術
活

用
の

メ
リ

ッ
ト

は
?)

・
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

(マ
ク

ロ
セ

ル
腐

食
抑

制
に

よ
る

補
修

に
よ

る
再

劣
化

防
止

に
よ

る
)。

・
健

全
部

(腐
食

劣
化

過
程

で
定

義
す

る
進

展
期

か
ら

加
速

期
)へ

の
予

防
保

全
効

果
に

よ
る

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
低

減
。

・
電

気
化

学
作

用
に

よ
る

、
よ

り
信

頼
の

高
い

鉄
筋

腐
食

抑
制

効
果

。
・
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

を
考

慮
し

て
の

材
料

選
定

。

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
1
3
5設

置
状

況
(断

面
修

復
部

へ
の

適
用

)

適
用

条
件

①
自

然
条

件
・
外

気
温

が
0
℃

以
上

で
あ

る
こ

と
(材

料
が

凍
結

し
な

い
こ

と
)。

・
断

面
修

復
は

、
外

気
温

が
5
℃

以
上

で
あ

る
こ

と
。

②
現

場
条

件
・
適

切
な

作
業

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
・
施

工
場

所
に

は
、

安
全

に
作

業
で

き
る

固
定

足
場

が
あ

る
こ

と
。

③
技

術
提

供
可

能
地

域
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技
術

提
供

地
域

に
つ

い
て

は
制

限
な

し
。

④
関

係
法

令
等

特
許

3
0
9
9
8
30

号
。

適
用

範
囲

①
適

用
可

能
な

範
囲

・
大

気
中

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

全
般

。
・
海

中
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
、

鋼
管

杭
。

・
将

来
的

に
塩

害
が

予
測

さ
れ

る
環

境
下

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
予

防
保

全
と

し
て

適
用

可
能

。

②
特

に
効

果
の

高
い

適
用

範
囲

・
塩

害
、

凍
害

、
中

性
化

を
受

け
て

い
る

、
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
。

・
海

中
に

あ
る

R
C

杭
、

鋼
管

杭
。

③
適

用
で

き
な

い
範

囲
・
干

満
帯

、
海

中
部

に
、

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
X

P
、

C
C

、
X
P

2
、

X
P

4
は

適
用

で
き

ま
せ

ん
。

・
気

中
部

に
、

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
L
J
は

適
用

で
き

ま
せ

ん
。

④
適

用
に

あ
た

り
、

関
係

す
る

基
準

お
よ

び
引

用
元

特
に

な
し

。

留
意

事
項

①
設

計
時

・
防

錆
レ

ベ
ル

(適
用

レ
ベ

ル
)を

、
塩

分
量

、
対

応
年

数
等

に
よ

り
、

鉄
筋

防
錆

、
腐

食
抑

制
、

電
気

防
食

の
い

ず
れ

か
に

決
定

し
ま

す
。

・
鉄

筋
防

錆
<
腐

食
抑

制
<
電

気
防

食
の

順
で

対
応

で
き

る
防

錆
レ

ベ
ル

が
変

わ
り

ま
す

。
・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

の
設

置
間

隔
は

鉄
筋

量
(鉄

筋
表

面
積

)に
よ

り
変

化
す

る
の

で
、

カ
タ

ロ
グ

の
換

算
式

か
ら

設
置

間
隔

を
決

定
し

ま
す

。
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
か

ぶ
り

が
小

さ
い

場
合

で
も

、
影

響
を

受
け

に
く

い
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

1
3
5
が

適
用

で
き

ま
す

。
・
適

切
な

配
筋

状
況

を
把

握
し

、
適

切
な

陽
極

配
置

を
検

討
し

ま
す

。
・
通

電
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
た

め
、

エ
ポ

キ
シ

鉄
筋

や
そ

の
他

樹
脂

系
等

の
塗

布
型

防
錆

材
は

使
用

不
可

で
す

。
・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

設
置

時
、

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
ま

で
の

か
ぶ

り
は

最
低

2
0
m

m
必

要
で

す
。

・
設

置
間

隔
、

有
効

半
径

、
年

数
は

、
レ

ン
ダ

ロ
ッ

ク
モ

ル
タ

ル
が

基
準

と
な

り
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

②
施

工
時

・
電

気
的

導
通

の
確

認
が

必
要

で
す

の
で

、
鉄

筋
ケ

レ
ン

、
結

束
方

法
に

注
意

が
必

要
で

す
。

・
劣

化
部

の
適

切
な

下
地

処
理

を
行

っ
て

下
さ

い
。

・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

は
完

全
に

固
定

す
る

よ
う

取
り

付
け

て
下

さ
い

。
(断

面
修

復
時

)
・
断

面
修

復
前

に
、

必
ず

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
に

十
分

な
水

打
ち

を
行

っ
て

下
さ

い
。

③
維

持
管

理
等

・
対

応
年

数
は

1
5
～

3
5
年

(材
料

に
よ

り
異

な
る

)な
の

で
、

経
過

後
に

再
施

工
を

行
い

ま
す

。

④
そ

の
他

・
特

に
な

し

活
用

の
効

果

比
較

す
る

従
来

技
術

断
面

修
復

工
法

(亜
硝

酸
リ

チ
ウ

ム
4
0
%
濃

度
混

入
)

項
  

目
活

用
の

効
果

比
較

の
根

拠

経
済

性
向

上
(

1
.2

5
%
)

同
程

度
低

下
( 
%
)

施
工

が
容

易
で

施
工

後
も

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

フ
リ

ー
で

す
。

工
 

程
短

縮
( 

%
)

同
程

度
増

加
( 
%
)

簡
単

な
取

付
け

作
業

で
短

時
間

で
施

工
を

完
了

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

品
 

質
向

上
同

程
度

低
下

安
定

し
た

電
気

化
学

的
反

応
を

期
待

で
き

ま
す

。

安
全

性
向

上
同

程
度

低
下

施
工

性
向

上
同

程
度

低
下

現
場

で
の

取
り

付
け

が
簡

単
で

、
施

工
管

理
も

容
易

で
す

。

周
辺

環
境

へ
の

影
響

向
上

同
程

度
低

下

技
術

の
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
(課

題
解

決
へ

の
有

効
性

)

本
技

術
の

適
用

で
、

電
気

化
学

的
作

用
を

利
用

し
た

鉄
筋

腐
食

抑
制

お
よ

び
従

来
工

法
で

は
対

応
で

き
な

い
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
食

を
抑

制
し

ま
す

。
ま

た
、

適
用

後
は

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

フ
リ

ー
の

た
め

維
持

管
理

に
コ

ス
ト

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

コ
ス

ト
タ

イ
プ

コ
ス

ト
タ

イ
プ

の
種

類
並

行
型

：
Ｂ

(＋
)型

活
用

効
果

の
根

拠

基
準

と
す

る
数

量
1
0

単
位

㎡

新
技

術
従

来
技

術
向

上
の

程
度

経
済

性
1
6
4
1
2
70

円
1
6
6
2
1
00

円
1
.2

5
％

工
程

1
日

1
日

0
％

新
技

術
の

内
訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
工

法
(腐

食
抑

制
型

)
5個

/
㎡

、
t=

1
0
0と

仮
定

1
0

㎡
1
6
4
1
27

円
1
6
4
12

7
0

円
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

1
35

。

従
来

技
術

の
内

訳

項
目

仕
様

数 量
単 位

単
価

金
額

摘
要

断
面

修
復

工
亜

硝
酸

リ
チ

ウ
ム

4
0
%混

入
、

t=
1
0
0
と

仮
定

1
0

㎡
1
6
6
2
10

円
1
6
6
21

0
0

円

特
許

・
実

用
新

案

種
  

類
特

許
の

有
無

特
許

番
号

特
  

許
有

り
出

願
中

出
願

予
定

無
し

日
特

公
第

3
0
9
9
8
3
05

号

特
許

詳
細

特
許

番
号

3
0
9
9
8
30

実
施

権
通

常
実

施
権

専
用

実
施

権

特
許

権
者

ベ
ク

タ
ー

社

実
施

権
者

特
許

料
等

特
に

な
し

実
施

形
態

問
合

せ
先

ク
リ

デ
ィ

エ
ン

ス
株

式
会

社

実
用

新
案

特
許

の
有

無

有
り

出
願

中
出

願
予

定
無

し

備
 考

第
三

者
評

価
・表

彰
等

建
設

技
術

審
査

証
明

建
設

技
術

評
価

証
明

機
関

番
  

 号

証
明

年
月

日

Ｕ
Ｒ

Ｌ

そ
の

他
の

制
度

等
に

よ
る

証
明

制
度

の
名

称

番
  

 号

証
明

年
月

日

証
明

機
関

証
明

範
囲

Ｕ
Ｒ

Ｌ
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評
価

・
証

明
項

目
と

結
果

証
明

項
目

試
験

・
調

査
内

容
結

果

施
工

単
価

材
料

設
計

単
価

・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

:
4
,1

0
0
円

/
個

(鉄
筋

防
錆

型
)

・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

:
4
,2

0
0
円

/
個

(腐
食

抑
制

型
)

・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

2
:
5,

5
0
0
円

/
個

(腐
食

抑
制

型
)

・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

4
:
7,

7
0
0
円

/
個

(腐
食

抑
制

型
)

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
工

法
(ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

13
5
)を

断
面

修
復

部
に

適
用

し
た

場
合

と
、

削
孔

工
に

よ
る

適
用

(健
全

部
)し

た
場

合
の

施
工

単
価

は
以

下
の

通
り

に
な

り
ま

す
。

・
断

面
修

復
部

に
適

用
の

場
合

(5
個

/
m

2と
仮

定
)

作
業

内
容

は
、

鉄
筋

ケ
レ

ン
～

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
設

置
～

レ
ン

ダ
ロ

ッ
ク

左
官

工
ま

で
。

・
削

孔
工

に
よ

る
適

用
(健

全
部

)の
場

合
(6

個
/m

2
と

仮
定

)
作

業
内

容
は

、
鉄

筋
探

査
～

削
孔

工
～

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
設

置
ま

で
。

概
算

施
工

単
価

項
目

仕
様

単
価

単
位

<
断

面
修

復
部

に
適

用
の

場
合

>

鉄
筋

ケ
レ

ン
工

7
,5

1
7

m
2
/
円

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
1
3
5
設

置
工

腐
食

抑
制

型
5
個

/
m

2
3
2
,4

7
7

m
2
/
円

プ
ラ

イ
マ

ー
工

5
,7

5
9

m
2
/
円

レ
ン

ダ
ロ

ッ
ク

左
官

工
t=

1
0
0
と

仮
定

1
1
2
,0

4
3

m
2
/
円

仕
上

げ
、

養
生

工
6
,3

3
2

m
2
/
円

合
計

1
6
4
,1

2
7

m
2
/
円

<
削

孔
工

に
よ

る
適

用
の

場
合

>

鉄
筋

探
査

5
,3

5
4

m
2
/
円

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
用

削
孔

工
6
箇

所
/
m

2
1
3
,6

9
2

m
2
/
円

端
部

工
2
箇

所
/
m

2
1
4
,0

4
1

m
2
/
円

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
1
3
5
設

置
工

腐
食

抑
制

型
6
箇

所
/
m

2
4
4
,9

8
5

m
2
/
円

合
計

7
8
,0

7
1

m
2
/
円

歩
掛

り
表

あ
り

（
標

準
歩

掛
，

暫
定

歩
掛

，
協

会
歩

掛
，

自
社

歩
掛

）

施
工

方
法

①
断

面
修

復
部

に
適

用
す

る
場

合
(ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

1
35

、
X

P
、

X
P

2
、

X
P

4
)

・
補

修
対

象
部

周
辺

を
ソ

ウ
カ

ッ
ト

を
行

い
、

鉄
筋

裏
側

ま
で

完
全

に
ハ

ツ
リ

取
る

。
・
サ

ン
ダ

ー
、

ワ
イ

ヤ
ー

ブ
ラ

シ
、

ブ
ラ

ス
ト

等
で

鉄
筋

ケ
レ

ン
を

行
う

。
・
特

に
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

設
置

部
は

、
金

属
光

沢
が

出
る

ま
で

入
念

に
行

う
。

・
予

め
決

め
ら

れ
た

箇
所

へ
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

を
完

全
に

固
定

す
る

よ
う

設
置

す
る

。
・
設

置
後

、
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

と
鉄

筋
の

導
通

・通
電

確
認

を
行

う
。

電
気

抵
抗

は
1
.0

Ω
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

・
断

面
修

復
前

に
必

ず
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

に
十

分
な

水
打

ち
を

行
う

。
・
プ

ラ
イ

マ
ー

塗
布

後
、

レ
ン

ダ
ロ

ッ
ク

モ
ル

タ
ル

に
て

断
面

修
復

を
行

う
。

・
レ

ン
ダ

ロ
ッ

ク
モ

ル
タ

ル
は

、
吹

付
け

、
左

官
、

ど
ち

ら
で

も
施

工
可

能
。

②
予

防
保

全
(健

全
部

)に
適

用
す

る
場

合
(ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

C
C

1
35

、
C

C
6
5
)

・
補

修
対

象
部

の
鉄

筋
探

査
お

よ
び

通
電

確
認

を
行

う
。

・
鉄

筋
を

避
け

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

ド
リ

ル
も

し
く

は
コ

ア
削

工
を

行
う

。
・
リ

ー
ド

線
と

コ
ネ

ク
タ

ー
を

使
用

し
て

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
を

連
結

す
る

。
・
リ

ー
ド

線
と

鉄
筋

を
接

続
す

る
た

め
に

、
2
0
0
*2

0
0
*
5
0m

m
の

ハ
ツ

リ
を

行
う

。
・
リ

ー
ド

線
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

面
に

埋
め

る
た

め
、

4
m

m
幅

の
ソ

ウ
カ

ッ
ト

を
行

う
。

・
リ

ー
ド

線
お

よ
び

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
設

置
後

、
導

通
・
通

電
確

認
を

行
う

。
電

気
抵

抗
値

は
1.

0
Ω

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
・
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

と
コ

ア
の

隙
間

は
、

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
専

用
固

定
材

を
使

用
す

る
。

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
1
3
5設

置
詳

細
図

(断
面

修
復

部
へ

適
用

)

今
後

の
課

題
と

そ
の

対
応

計
画

①
課

題
特

に
な

し

②
計

画
特

に
な

し

収
集

整
備

局
中

部
地

方
整

備
局

開
発

年
1
9
98

登
録

年
月

日
2
0
02

.1
0
.1

8
最

終
更

新
年

月
日

2
0
10

.0
3
.2

5

キ
ー

ワ
ー

ド

安
全

・
安

心
、

環
境

、
公

共
工

事
の

品
質

確
保

・
向

上

自
由

記
入

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
犠

牲
陽

極
材

マ
ク

ロ
セ

ル

開
発

目
標

経
済

性
の

向
上

、
耐

久
性

の
向

上
、

作
業

環
境

の
向

上
、

品
質

の
向

上

開
発

体
制

単
独

（
産

、
官

、
学

）
共

同
研

究
（

産
・産

、
産

・
官

、
産

・学
、

産
・官

・
学

）

開
発

会
社

フ
ォ

ス
ロ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
リ

ミ
テ

ッ
ド

問
合

せ
先

技
術

会
 社

ク
リ

デ
ィ

エ
ン

ス
株

式
会

社

担
当

部
署

代
表

取
締

役
担

当
者

福
田

 正
平

住
 所

〒
1
5
0
-
0
0
02

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

1
-
1
-
3
-
3F

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
3
-4

5
9
0
-
0
2
00

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
3
-
3
4
0
9-

3
8
9
8

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
c
rd

c
@

c
rd

c
.c

o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
w

w
w

.c
rd

c
.c

o
.jp

営
業

会
 社

ク
リ

デ
ィ

エ
ン

ス
株

式
会

社

担
当

部
署

代
表

取
締

役
担

当
者

福
田

 正
平

住
 所

〒
1
5
0
-
0
0
02

東
京

都
渋

谷
区

渋
谷

1
-
1
-
3
-
3F

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0
3
-4

5
9
0
-
0
2
00

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
3
-
3
4
0
9-

3
8
9
8

Ｅ
－

Ｍ
Ａ

ＩＬ
c
rd

c
@

c
rd

c
.c

o
.jp

Ｕ
Ｒ

Ｌ
w

w
w

.c
rd

c
.c

o
.jp

問
合

せ
先

番
号

会
社

担
当

部
署

担
当

者
住

所

T
E
L

F
A

X
E
-
M

A
IL

U
R

L

実
績

件
数

国
土

交
通

省
そ

の
他

公
共

機
関

民
間

等
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3
2
件

8
0
件

5
0
0
件

実
験

等
実

施
状

況

①
犠

牲
電

極
材

の
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
蝕

抑
制

効
果

に
関

す
る

実
験

的
研

究
断

面
修

復
工

法
で

問
題

と
さ

れ
る

マ
ク

ロ
セ

ル
腐

蝕
を

抑
制

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

亜
鉛

を
主

材
料

と
し

た
犠

牲
電

極
材

、
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

の
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
蝕

抑
制

効
果

に
つ

い
て

実
験

的
に

検
討

を
行

な
っ

た
。

実
験

の
結

果
、

断
面

修
復

時
に

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
を

鉄
筋

に
設

置
す

る
こ

と
で

、
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

犠
牲

電
極

材
を

ア
ノ

ー
ド

に
、

鉄
筋

を
カ

ソ
ー

ド
と

す
る

防
食

回
路

が
形

成
さ

れ
、

マ
ク

ロ
セ

ル
腐

蝕
を

防
止

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
②

.山
陽

新
幹

線
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

ー
メ

ン
高

架
橋

等
の

維
持

管
理

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

V
o
l.3

8
.N

o
.1

2
,p

2
3～

3
1
、

20
0
0
.1

2
ガ

ル
バ

シ
ー

ル
ド

X
P

犠
牲

材
料

設
置

後
1
8ヶ

月
を

経
過

し
た

供
試

体
に

お
い

て
防

錆
効

果
を

電
気

化
学

的
測

定
及

び
目

視
に

て
確

認
し

、
叉

、
1
0
ヶ

月
を

経
過

し
た

時
点

に
お

け
る

実
橋

試
験

に
お

い
て

も
、

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
X

P
犠

牲
材

料
に

よ
る

補
修

部
周

辺
の

鉄
筋

の
防

錆
を

確
認
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。
防

錆
範

囲
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把
握

と
耐
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性

の
確

認
の

継
続

を
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の
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い
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修
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法
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検
討
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っ

て
行
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モ
ニ

タ
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状
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①
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ガ
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ー
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ド

X
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②
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タ

ロ
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ガ
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ド
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③
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タ
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グ

「
ガ
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バ

シ
ー
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ド

X
P

2」
④
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タ
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グ

「
ガ
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バ
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ー
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ド

X
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⑤

カ
タ

ロ
グ

「
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ダ
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ッ
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P
エ
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ト
ラ
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文
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材
の

マ
ク

ロ
セ

ル
腐

蝕
抑

制
効

果
に

関
す

る
実

験
的

研
究

 第
2
4回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

講
演

会
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3
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2
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0
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年

⑦
電

気
化

学
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犠
牲

電
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材
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礎
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と

実
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へ
の

適
用

コ
ン

ク
リ

ー
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学
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o
l3

8
、

N
o
.1

2、
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2
3、

2
0
0
0

参
考

文
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①
論

文
 犠

牲
電

極
材

の
マ

ク
ロ

セ
ル

腐
蝕

抑
制

効
果

に
関

す
る

実
験

的
研

究
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2
4回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

講
演

会
講

演
番

号
1
2
3
1
、

2
0
0
2
年

②
「
山

陽
新

幹
線

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ラ
ー

メ
ン

高
架

橋
な

ど
の

維
持

管
理

」
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
V

o
l.3

8
,N

o
.1

2
、

p2
3
、

2
0
0
0

そ
の

他
(写

真
及

び
タ

イ
ト

ル
)

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
C

C
1
3
5
設

置
(コ

ア
削

孔
)

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
X

P
設

置
(マ

ク
ロ

セ
ル

対
策

)

ガ
ル

バ
シ

ー
ル

ド
X

P
設

置
(全

面
設

置
)

詳
細

説
明

資
料

(様
式

３
)の

様
式

は
E
xc

e
lで

表
示

さ
れ

ま
す

。
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 ６－１. 鉄筋コンクリート構造の参考文献 

No. 
                     文  献  名 

    発行年月   著者名 

(１) 
コンクリート構造物の維持・補修・取壊し 新体系土木工学３６ 

                           1983 年 11 月   技報堂出版 

(２) 
既存鉄筋コンクリート構造物の耐震補強ハンドブック 

                           1984 年 10 月   日本コンクリート工学協会 

(３) 
コンクリートの耐久性向上技術の開発 

                           1989 年 05 月   土木研究センター 

(４) 
増厚工法による RC 床版補強の耐久性評価 

                           1992 年 03 月   構造工学論文集 Vol.38  

(5) 
既設道路橋の耐震補強に関する参考資料 

                           1997 年 09 月   日本道路協会 

(6) 
センター鋼構造物設計指針 ＰＡＲＴ Ｂ 

                           1997 年 09 月   土木学会 

(７) 
コンクリートライブラリー95 号 コンクリート構造物の補強指針(案) 

                           1999 年 09 月   土木学会 

(８) 
最新のコンクリート防食と補修技術 

                           1999 年 09 月 

片脇清士 

山海堂 

(９) 
コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書(Ⅲ) 

                           1999 年 12 月   建設省 土木研究所 

(10) 
複合構造物設計・施工指針(案) 

                           2000 年 02 月   土木学会 

(11) 
道路橋床版の新技術と性能照査型設計 

                           2000 年 10 月   土木学会 

(12) 

道路橋床版の輪荷重走行試験における疲労耐久性評価手法の開発に関する 

 共同研究報告(その３) 

                           2000 年 11 月   建設省 土木研究所 

(13) 
コンクリート標準示方書 [維持管理編] 

                           2008 年 03 月   土木学会 

(14) 

道路橋床版の輪荷重走行試験における疲労耐久性評価手法の開発に関する 

 共同研究報告(その４) 

                           2001 年 01 月   建設省 土木研究所 

(15) 
道路橋示方書 [ Ⅲコンクリート編] 

                           2002 年 03 月   日本道路協会 

(16) 
コンクリート構造物補修・補強施工マニュアル H14 報告書 

                           2003 年 03 月   道路保全技術センター 

(17) 
コンクリート上部工補強設計手引き 

                           2003 年 03 月   道路保全技術センター 

(18) 
コンクリート補修・補強マニュアル 

                           2003 年 05 月   産業調査会 辞典出版センター 

(19) 
コンクリートのひびわれ調査、補修・補強指針 

                           2009 年 03 月   日本コンクリート工学協会 

(20) 
コンクリート診断技術‘10 

                           2010 年 01 月   日本コンクリート工学協会 

(21) 
アルカリ骨材反応による劣化を受けた道路橋の橋脚・橋台躯体に 

関する補修・補強ガイドライン（案）      2008 年 03 月   ASR に関する対策検討委員会 

 

 

§６．補修・補強に関する参考文献 
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 ６－２. 鋼橋の参考文献 
  

No. 
                     文  献  名 

    発行年月   著者名 

(１) 
既設橋梁の破損と対策 

                           1994 年 03 月   道路保全技術センター 

(２) 
鋼鈑桁の桁端切欠き部補強設計手引き(案) 

                           1996 年 03 月   道路保全技術センター 

(３) 

(絶版) 

鋼橋における劣化現象と損傷の評価 

                           1996 年 10 月   土木学会 

(４) 
鋼橋の疲労 

                           1997 年 05 月   日本道路協会 

(５) 
鋼橋の補修・補強事例集 

                           2002 年 10 月   日本橋梁建設 

(６) 
道路橋示方書 [Ⅱ鋼橋編] 

                           2002 年 03 月   日本道路協会 

(7) 
鋼道路橋塗装・防食便覧 

                           2005 年 12 月   日本道路協会 

(8) 
デザインデータブック 

                           2011 年 05 月   日本橋梁建設協会 

(9) 
鋼道路橋の部分塗り替え塗装要領（案） 

                           2009 年 09 月   国土交通省 

 

  

 

６－３. 支承・伸縮装置の参考文献 
  

No. 
                     文  献  名 

    発行年月   著者名 

(１)  
アスファルト舗装要網 

                           1999 年 01 月   日本道路協会 

(２) 
道路橋示方書・同解説 [Ⅰ共通編Ⅱ鋼橋編]  

                           2002 年 03 月   日本道路協会 

(３) 
防護柵の設置基準・同解説 

                           2004 年 03 月   日本道路協会 

(４) 
道路橋支承便覧 

                           2004 年 04 月   日本道路協会 

(５) 
支承部補修・補強工事施工の手引き 

                           2006 年 12 月   日本橋梁建設協会 
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 ６－４. 橋梁の維持管理全般がまとめられている参考文献 
  

No. 
                     文  献  名 

    発行年月   著者名 

(１)  
橋梁点検・補修の手引き 近畿地方整備局版 

                         2001 年 07 月     道路保全技術センター 

(２) 
道路構造物の補修・補強工法事例集 

                         2002 年 03 月     道路保全技術センター 

(３) 

橋の診断と補修 

                         2002 年 06 月 

Jean-Armand Calgaro 

Roger Lacroix 

山海堂 

(4) 
橋梁点検ハンドブック 

                         2006 年 12 月     道路保全技術センター 

(5) 
道路橋補修・補強事例集（2009 年版） 

                         2009 年 07 月     日本道路協会 

(6) 

構造物保全技術ハンドブック 

                         2009 年 03 月     計測診断部会橋梁委員会 

                                       コンクリート橋小委員会 

(7) 

道路管理者のための 

実践的橋梁維持管理講座         2011 年 07 月     株式会社 大成出版社 
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